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富山大学経済学部（旧高岡高商）創立１００周年記念事業について

第１部

第２部

富山大学経済学部（旧高岡高商）

創立100周年記念事業募金を
お願いします。
記念大会は、来年2024年10月13日(日)
記念事業の柱は、「人材育成」。
記念大会には現役学生も参加し、発表・展示を行います。

メールアドレス　etsurei@eco.u-toyama.ac.jp



創
立
百
周
年
記
念
事
業
を
成
功
さ
せ
よ
う

　

わ
れ
ら
が
経
済
学
部
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）
に
創
設
さ

れ
た
高
岡
高
等
商
業
学
校
を
そ
の
源
流
と
し
て
い
く
つ
か
の
変
遷
を

経
な
が
ら
明
年
（
令
和
六
年
）
満
百
周
年
を
迎
え
る
。

　

顧
み
れ
ば
わ
が
国
も
世
界
も
大
き
な
変
革
の
百
年
で
あ
っ
た
。
二

万
五
千
名
の
越
嶺
会
同
窓
生
は
こ
の
激
し
い
変
化
の
中
に
身
を
置
き
、

各
々
が
各
々
の
様
々
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
百
周
年
を
迎
え
ん

と
す
る
い
ま
、
母
校
の
歩
み
き
た
道
と
そ
の
時
代
背
景
を
あ
ら
た
め

て
考
え
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
。

　

わ
れ
わ
れ
は
単
に
過
去
を
な
つ
か
し
み
回
想
す
る
だ
け
で
な
く
、

史
実
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
母
校
と
は
何
か
、
伝
統
と
は
何
か

を
考
え
、
時
を
越
え
て
脈
々
と
流
れ
て
ゆ
く
経
済
学
部
、
越
嶺
会
の

精
神
と
同
窓
の
連
帯
を
確
認
し
合
い
、
そ
れ
を
さ
ら
に
深
め
て
ゆ
き

た
い
。

　

こ
の
度
、
百
周
年
実
行
委
員
会
が
発
足
し
、
記
念
事
業
の
準
備
に

入
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
く
思
う
。
在
学
の
後
輩
の
諸
君
と
も
関

係
を
深
め
て
い
く
こ
と
も

検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

越
嶺
会
の
み
な
さ
ん
の

百
周
年
の
記
念
事
業
に
い

ろ
い
ろ
な
形
で
参
加
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
た
い
。

　

来
年
、
な
つ
か
し
い
五

福
キ
ャ
ン
パ
ス
で
会
い
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

学
部
第
八
回

記
念
大
会
長　

中
尾
哲
雄
（
越
嶺
会
最
高
顧
問
）
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心
の
拠
り
所
と
な
る
越
嶺
会
を
目
指
し
て

　

私
た
ち
の
母
校
・
経
済
学
部
は
、
令
和
六
年
九
月
に
創
立
百
周
年

の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
長
き
に

わ
た
り
、
事
業
運
営
に
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆

様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
、
我
が
越
嶺
会
は
、
約
二

万
五
千
名
を
超
え
る
会
員
数
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
国
内
外
に
お
け

る
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
有
為
な
人
材
の
養
成
母
体
と
し
て
、
引

き
続
き
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

来
る
百
周
年
は
、
改
め
て
我
々
自
身
と
越
嶺
会
の
立
ち
位
置
を
考

え
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
越
嶺
会
を
心
の
拠
り
所
の
一

つ
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
員
及
び
現
役
学
生
の
皆
さ

ん
の
距
離
を
縮
め
、
絆
を
深
め
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
数
多
く
展
開

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
実
行
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
各
記
念
行
事
に
向
け
た
準
備

が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
困
難
な
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
同
志
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
乗
り
越
え
、
心
に
残
る
す

ば
ら
し
い
記
念
大
会
と
し
て
最
高
の
笑
顔
で
迎
え
た
い
と
切
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
是
非
、
お
近
く
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
と
連
絡
を

と
り
な
が
ら
、
「
百
周
年
を
富
山
の
地
で
祝
お
う
。
」
と
お
声
が
け

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
百
周
年
を
契
機

と
し
て
越
嶺
会
が
会
員

の
皆
様
に
と
っ
て
心
温

ま
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と

し
て
続
き
ま
す
こ
と
を

念
願
し
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
長　

伍
嶋
二
美
男
（
越
嶺
会
会
長
）
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次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
へ
向
け
て

　

令
和
六
年
度
に
、
富
山
大
学
経
済
学
部
（
旧
高
岡
高
商
）
は
創
立

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

二
万
五
千
人
に
の
ぼ
る
越
嶺
会
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
が
あ
っ
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
も
の
と
大
変
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
発
足
し
、

様
々
な
事
業
を
計
画
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、

「
新
た
な
価
値
創
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
材
育
成
」
に
向
け
た
支

援
と
い
た
し
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
重

き
を
お
い
た
支
援
事
業
を
企
画
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
誠
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
様
々
な
地
域
課
題
や
ビ
ジ
ネ
ス
課
題
に
対
し

て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
解
決
を
図
っ
て
い
く
実
践
的
な
能
力

を
も
っ
た
人
材
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
大

学
内
だ
け
の
学
び
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
社
会
で
学
生
を
育
て
上
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
実
社
会
の
中
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
越
嶺
会
会
員
の
方
々
か
ら
「
寄
附
講
義
の
開
設
」
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
実
践
的
な
学
び
を
受
け
る
こ
と
は
、

大
変
貴
重
な
経
験
に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
学
び
を
受

け
た
学
生
が
、
卒
業
後
に
は
今
度
は
自
ら
が
越
嶺
会
会
員
と
し
て
後

輩
た
ち
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
く
と
い
う
循
環
が
で
き
れ
ば
と
て
も

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
活
動
を
通
し

て
、
現
役
学
生
の
皆
さ
ん
が
越
嶺
会

を
よ
り
身
近
に
、
そ
し
て
大
切
な
存

在
と
し
て
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
人
材
育

成
面
に
関
し
ま
し
て
も
ぜ
ひ
皆
様
の

お
力
添
え
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

富
山
大
学
経
済
学
部
長　

森
口
毅
彦
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１　
基
本
方
針

　

富
山
大
学
経
済
学
部
の
創
立
一
〇
〇
周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
創
立
五
〇
周
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
各
記
念
事
業
の
内

容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
母
校
で
あ
る
富
山
大
学
経
済
学
部
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
て
、
同
窓
生
の
連
帯
を
強
め
る
た
め
の
事
業
を
展
開
す

る
。

　

越
嶺
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
を
背
景
に
、
現
在
、
約
二
万

五
千
人
の
会
員
を
有
す
る
ま
で
に
人
材
の
輪
を
拡
げ
て
き
て
お
り
、

国
内
外
の
経
済
活
動
を
は
じ
め
地
域
振
興
の
担
い
手
と
な
る
多
く
の

有
為
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
。

　

一
方
、
近
年
、
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
と
も
に
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
の
先
端
技
術
の
進
展
、
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
適
切
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
社
会
情
勢
は
激
変
の
中
に
あ
る
。
こ
う
し

た
時
代
に
あ
っ
て
、
多
様
な
能
力
を
活
か
し
な
が
ら
新
た
な
付
加
価

値
を
創
造
し
果
敢
に
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
人
材
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
越
嶺
会
と
し
て
そ
の
担
い
手
の
育
成

に
向
け
て
重
点
的
な
支
援
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

２　
記
念
事
業

⑴　

記
念
大
会
の
開
催

　
　

二
〇
二
四
年（
令
和
六
年
）十
月
十
三
日（
日
）

　

◇  

記
念
式
典
、記
念
講
演
会
、ゼ
ミ
発
表
会 ※

１
・
２

　
　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
〜
十
二
時

　
　
　
　
　
　
　

会
場　

「
オ
ー
バ
ー
ド
ホ
ー
ル
」

　

◇　

祝
賀
会　

午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
　

会
場  

「
オ
ー
ク
ス
カ
ナ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」

※

１
直
接
参
加
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

※

２
現
役
学
生
に
対
す
る
参
加
呼
び
か
け

（
学
生
参
加
行
事
の
検
討
：
ゼ
ミ
活
動
発
表
会
等
）

■　

そ
の
他
、
同
期
会
・
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
所
縁

の
地
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
。

⑵
「
新
た
な
価
値
創
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
材
育
成
」に
向
け
た
支
援

　

現
役
学
生
の
学
び
へ
の
支
援
と
し
て
、従
来
の「
越
嶺
会
基
金
」

及
び「
越
嶺
奨
学
基
金
」に
よ
る
対
応
に
加
え
て
、
人
間
力
に
溢
れ
、

リ
ス
ク
を
負
っ
て
果
敢
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

「
時
代
が
求
め
る
実
践
的
な
人
材
育
成
」
に
向
け
た
支
援
を
重
点

的
に
行
う
。
特
に
、
県
内
企
業
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

　

①　

越
嶺
会
会
員
が
講
師
等
と
な
る
「
寄
附
講
座
の
開
設
」　

■　

学
部
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
一
気
通

貫
型
の
講
座
開
設

■　

事
業
現
場
（
企
業
側
）
と
の
交
流
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
に
よ

る
実
践
型
人
材
の
育
成

学
部
一
年
生…

社
会
課
題
へ
の
理
解
や
専
門
技
術
に
関
す
る

ス
キ
ル
の
習
得

　
　

二
年
生…

事
業
経
営
現
場
の
課
題
の
発
見
及
び
解
決
策

の
検
討

　
　

三
年
生…

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
習
得
）

　
　

四
年
生…

ゼ
ミ
活
動
の
発
表

　

②　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（
起
業
・
創
業
）
に
向
け
た
機
運
醸
成

■　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
中
、
新
た
な
付
加
価
値
を
高

め
産
業
創
造
を
促
す
な
ど
の
新
陳
代
謝
を
進
め
て
い
く
た
め
、

現
役
学
生
の
起
業
家
精
神
を
涵
養
す
る
講
座
等
を
開
設
す
る
。

※

テ
ー
マ
等
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
て
設
定
。

⑶　

環
境
整
備

①　
「
経
済
学
部
棟
講
義
室
の
改
修
」

　
　

卒
業
論
文
発
表
時
や
越
嶺
会
支
援
の
特
別
講
義
に
活
用

②　
「
七
〇
周
年
記
念
事
業
に
よ
る
学
部
棟
周
辺
緑
地
等
の
補
修

整
備
」
及
び
寄
贈
壁
画
「
劔
岳
」
の
整
備
（
清
掃
・
補
修
）

③　

経
済
学
部
棟
内
で
の
「
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
」
の
設
置

④　
「
経
済
学
部
特
別
史
料
室
」及
び「
大
熊
信
行
文
庫
」の
充
実

⑷
「
経
済
学
部
一
〇
〇
年
史
」
の
発
刊

　
　

二
〇
二
八
年　

発
刊
予
定
（
教
授
陣
と
の
連
携
）

⑸
「
経
済
学
部
一
〇
〇
周
年
記
念　

会
員
名
簿
」
の
発
行

　
　

二
〇
二
五
年
発
刊
予
定

３　
事
業
費
を
計
上
す
る
記
念
事
業（
概
算
費
で
計
上
）

⑴　

記
念
大
会
等
の
開
催　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇
〇
万
円

⑵　

経
済
学
部
棟
講
義
室
の
改
修　
　
　
　
　

二
、
五
〇
〇
万
円

⑶　

学
部
棟
周
辺
緑
地
等
の
補
修
整
備　
　
　
　
　

五
〇
〇
万
円

⑷　

Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
の
設
置　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
万
円

⑸　

人
材
育
成
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
、
〇
〇
〇
万
円

　
　
　

（
従
来
基
金
積
み
増
し
含
む
。
）

⑹　

経
済
学
部
一
〇
〇
年
史
の
発
刊　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
万
円

⑺　

経
済
学
部
一
〇
〇
年
記
念
会
員
名
簿
の
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
別
途
、
購
入
者
負
担
）

⑻　

事
務
局
経
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計　

一
億
円

富
山
大
学
経
済
学
部
（
旧
高
岡
高
商
）
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
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１　
基
本
方
針

　

富
山
大
学
経
済
学
部
の
創
立
一
〇
〇
周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
創
立
五
〇
周
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
各
記
念
事
業
の
内

容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
母
校
で
あ
る
富
山
大
学
経
済
学
部
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
て
、
同
窓
生
の
連
帯
を
強
め
る
た
め
の
事
業
を
展
開
す

る
。

　

越
嶺
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
を
背
景
に
、
現
在
、
約
二
万

五
千
人
の
会
員
を
有
す
る
ま
で
に
人
材
の
輪
を
拡
げ
て
き
て
お
り
、

国
内
外
の
経
済
活
動
を
は
じ
め
地
域
振
興
の
担
い
手
と
な
る
多
く
の

有
為
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
。

　

一
方
、
近
年
、
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
と
も
に
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
の
先
端
技
術
の
進
展
、
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
適
切
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
社
会
情
勢
は
激
変
の
中
に
あ
る
。
こ
う
し

た
時
代
に
あ
っ
て
、
多
様
な
能
力
を
活
か
し
な
が
ら
新
た
な
付
加
価

値
を
創
造
し
果
敢
に
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
人
材
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
越
嶺
会
と
し
て
そ
の
担
い
手
の
育
成

に
向
け
て
重
点
的
な
支
援
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

２　
記
念
事
業

⑴　

記
念
大
会
の
開
催

　
　

二
〇
二
四
年（
令
和
六
年
）十
月
十
三
日（
日
）

　

◇  

記
念
式
典
、記
念
講
演
会
、ゼ
ミ
発
表
会 ※

１
・
２

　
　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
〜
十
二
時

　
　
　
　
　
　
　

会
場　

「
オ
ー
バ
ー
ド
ホ
ー
ル
」

　

◇　

祝
賀
会　

午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
　

会
場  

「
オ
ー
ク
ス
カ
ナ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」

※

１
直
接
参
加
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

※

２
現
役
学
生
に
対
す
る
参
加
呼
び
か
け

（
学
生
参
加
行
事
の
検
討
：
ゼ
ミ
活
動
発
表
会
等
）

■　

そ
の
他
、
同
期
会
・
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
所
縁

の
地
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
。

⑵
「
新
た
な
価
値
創
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
材
育
成
」に
向
け
た
支
援

　

現
役
学
生
の
学
び
へ
の
支
援
と
し
て
、従
来
の「
越
嶺
会
基
金
」

及
び「
越
嶺
奨
学
基
金
」に
よ
る
対
応
に
加
え
て
、
人
間
力
に
溢
れ
、

リ
ス
ク
を
負
っ
て
果
敢
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

「
時
代
が
求
め
る
実
践
的
な
人
材
育
成
」
に
向
け
た
支
援
を
重
点

的
に
行
う
。
特
に
、
県
内
企
業
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

　

①　

越
嶺
会
会
員
が
講
師
等
と
な
る
「
寄
附
講
座
の
開
設
」　

■　

学
部
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
一
気
通

貫
型
の
講
座
開
設

■　

事
業
現
場
（
企
業
側
）
と
の
交
流
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
に
よ

る
実
践
型
人
材
の
育
成

学
部
一
年
生…
社
会
課
題
へ
の
理
解
や
専
門
技
術
に
関
す
る

ス
キ
ル
の
習
得

　
　

二
年
生…

事
業
経
営
現
場
の
課
題
の
発
見
及
び
解
決
策

の
検
討

　
　

三
年
生…

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
習
得
）

　
　

四
年
生…

ゼ
ミ
活
動
の
発
表

　

②　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（
起
業
・
創
業
）
に
向
け
た
機
運
醸
成

■　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
中
、
新
た
な
付
加
価
値
を
高

め
産
業
創
造
を
促
す
な
ど
の
新
陳
代
謝
を
進
め
て
い
く
た
め
、

現
役
学
生
の
起
業
家
精
神
を
涵
養
す
る
講
座
等
を
開
設
す
る
。

※

テ
ー
マ
等
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
て
設
定
。

⑶　

環
境
整
備

①　
「
経
済
学
部
棟
講
義
室
の
改
修
」

　
　

卒
業
論
文
発
表
時
や
越
嶺
会
支
援
の
特
別
講
義
に
活
用

②　
「
七
〇
周
年
記
念
事
業
に
よ
る
学
部
棟
周
辺
緑
地
等
の
補
修

整
備
」
及
び
寄
贈
壁
画
「
劔
岳
」
の
整
備
（
清
掃
・
補
修
）

③　

経
済
学
部
棟
内
で
の
「
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
」
の
設
置

④　
「
経
済
学
部
特
別
史
料
室
」及
び「
大
熊
信
行
文
庫
」の
充
実

⑷
「
経
済
学
部
一
〇
〇
年
史
」
の
発
刊

　
　

二
〇
二
八
年　

発
刊
予
定
（
教
授
陣
と
の
連
携
）

⑸
「
経
済
学
部
一
〇
〇
周
年
記
念　

会
員
名
簿
」
の
発
行

　
　

二
〇
二
五
年
発
刊
予
定

３　
事
業
費
を
計
上
す
る
記
念
事
業（
概
算
費
で
計
上
）

⑴　

記
念
大
会
等
の
開
催　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇
〇
万
円

⑵　

経
済
学
部
棟
講
義
室
の
改
修　
　
　
　
　

二
、
五
〇
〇
万
円

⑶　

学
部
棟
周
辺
緑
地
等
の
補
修
整
備　
　
　
　
　

五
〇
〇
万
円

⑷　

Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
の
設
置　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
万
円

⑸　

人
材
育
成
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
、
〇
〇
〇
万
円

　
　
　

（
従
来
基
金
積
み
増
し
含
む
。
）

⑹　

経
済
学
部
一
〇
〇
年
史
の
発
刊　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
万
円

⑺　

経
済
学
部
一
〇
〇
年
記
念
会
員
名
簿
の
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
別
途
、
購
入
者
負
担
）

⑻　

事
務
局
経
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計　

一
億
円
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４　
組
織
体
制
及
び
担
当
業
務
内
容

⑴　

記
念
事
業
実
行
委
員
会　

 　

【
委
員
構
成
】

　

記
念
大
会
長　

（
越
嶺
会
最
高
顧
問
）
中
尾
哲
雄
氏 

　

実
行
委
員
長　

（
越
嶺
会
会
長
）　
　

伍
嶋
二
美
男
氏

　

実
行
副
委
員
長
（
越
嶺
会
副
会
長
）　
　
　
　
　
　
　
　

八
名

　
　
　
　
　
　
　

（
県
外
支
部
長
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
名

　

実
行
委
員　

◇
常
任
幹
事
会　

監
事　

常
任
幹
事　
　

三
八
名

　
　
　
　
　
　

◇
各
卒
業
年
次
代
表　
　
　
　
　
　

約　

四
四
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計　

約　

九
七
名

⑵　

専
門
部
会
の
設
置　

（
部
会
長
は
、
副
会
長
等
が
兼
任
）

　

①　

募
金
部
会
（
七
〇
名
）

※

　

募
金
部
会
に
つ
い
て
は
、
幅
広
く
寄
附
を
呼
び
掛
け
て
い
く

た
め
、
常
任
幹
事
に
加
え
て
、
実
行
委
員
会
委
員
と
し
て
卒
業

年
次
ご
と
に
複
数
の
委
員
を
任
命
す
る
。

　

②　

広
報
部
会
（
一
〇
名
）
今
回
、
独
立
し
た
部
会
と
し
て
設
置

　

20
代
及
び
30
代
の
若
手
会
員
と
現
役
学
生
を
主
体
と
し
て
組

織
化

□
「
越
嶺
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
の
「
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
コ

ー
ナ
ー
」
の
開
設

□
「
越
嶺
会
会
報
」
へ
の
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
添
付

□　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
積
極
的
な
情
報
発
信

□　

一
〇
〇
周
年
グ
ッ
ズ
の
活
用
（
名
刺
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
等
）

⑶　

各
部
会
長
・
副
部
会
長
名

　

①
募
金
部
会　
　
　
　

部
会
長　

宮
村　
　

樹

　
　
　
　

副
部
会
長　

桑
原　

幹
也　
　

副
部
会
長　

森
永　

利
宏

　
　
　
　

副
部
会
長　

土
屋　
　

誠　
　

副
部
会
長　

藺
守　

貴
弘

　
　
　
　

副
部
会
長　

大
波
加　

肇　
　

副
部
会
長　

浦
田　

純
一

　
　
　
　

副
部
会
長　

福
田　

直
之　
　

副
部
会
長　

松
本　

智
広

　

②
広
報
部
会　
　
　
　

部
会
長　

竹
野　

博
和

　
　
　
　

副
部
会
長　

小
林　

武
人　
　

副
部
会
長　

山
田　
　

勉

　
　
　
　

副
部
会
長　

二
口　
　

洋　
　

副
部
会
長　

牧
山　

貴
英

　

③
式
典
・
祝
賀
部
会　

部
会
長　

山
瀬　
　

孝

　
　
　
　

副
部
会
長　

堀
田　

正
之　
　

副
部
会
長　

鶴
瀬　

初
弘

　
　
　
　

副
部
会
長　

谷
畑　

滋
英　
　

副
部
会
長　

堺　
　

広
光

　
　
　
　

副
部
会
長　

五
島　

直
樹　
　

副
部
会
長　

寺
島　

直
美

　

④
事
業
部
会　
　
　
　

部
会
長　

桑
原　

幹
也

　
　
　
　

副
部
会
長
（
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
担
当
）　

竹
田　

達
矢

　
　
　
　

副
部
会
長
（
ゴ
ル
フ
担
当
）　
　
　
　
　
　

土
屋　
　

誠

　
　
　
　

副
部
会
長
（
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
、
講
義
室
担
当
）
杉
原　

英
樹

　
　
　
　

副
部
会
長
（
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
、
講
義
室
担
当
）
村
田　

英
久

　

⑤
人
材
育
成
部
会　
　

部
会
長　

土
屋　
　

誠

　
　
　
　

副
部
会
長　

荻
布　
　

彦　
　

副
部
会
長　

大
西　

哲
憲

　
　
　
　

副
部
会
長　

亀
永　

辰
之

　

⑥
記
念
誌
部
会　
　
　

部
会
長　

竹
田　

達
矢
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５　
募
金
の
考
え
方
に
つ
い
て

⑴　

募
金
実
施
期
間　

二
〇
二
三
年
（
令
和
五
年
）
三
月
〜
二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）
七
月
三
一
日

⑵　

募
金
方
法

①　

越
嶺
会
報
第
九
三
号（
二
〇
二
三
年
三
月
発
行
）の
第
一
部
を
「
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
特
集
」
と
し
て
、
振
込
用
紙
を
同
封
し
て

　

募
金
開
始
。

　
　

※

郵
便
局
、
銀
行
等
（
北
陸
、
富
山
第
一
、
富
山
、
富
山
信
用
金
庫
）、ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
も
可
と
す
る
。（
コ
ン
ビ
ニ
は
不
可
）

②　

募
金
は
、
分
割
も
可
と
し
、
毎
回
の
会
報
送
付
時
に
振
込
用
紙
を
全
員
に
同
封
。（
周
囲
の
会
員
に
勧
め
て
も
ら
う
た
め
）

　
　

越
嶺
会
報
に
寄
付
者
名
簿
を
掲
載
（
募
金
者
名
の
掲
載
に
つ
い
て
の
意
向
を
確
認
の
う
え
対
応
。
匿
名
・
金
額
不
掲
載
な
ど
）

　
　

※

今
後
、
会
報
掲
載
以
外
の
取
り
扱
い
も
検
討
予
定
。

⑶　

募
金
基
準
額　

■　

基
準
額
と
し
て
、
一
口　

五
千
円　
　

別
途
、
卒
業
年
次
別
の
募
金
要
請
口
数
を
設
定
す
る
。

【
卒
業
年
次
別
の
募
金
要
請
口
数
】

　

Ａ　

高
商
、
学
部
一
〜
一
四
回
（
九
五
七
名
）
八
〇
歳
以
上　

基
準
を
設
け
ず　
　
　
　
　

　

Ｂ　

学
部
一
五
〜
二
四
回
（
一
〇
六
九
名
）
現
七
〇
歳
代　
　

２
口
以
上
（
で
き
れ
ば
４
口
以
上
）

　

Ｃ　

学
部
二
五
〜
三
四
回
（
一
八
二
八
名
）
現
六
〇
歳
代　
　

２
口
以
上
（
で
き
れ
ば
４
口
以
上
）

　

Ｄ　

学
部
三
五
〜
四
四
回
（
二
四
四
三
名
）
現
五
〇
歳
代　
　

２
口
以
上
（
で
き
れ
ば
４
口
以
上
）

　

Ｅ　

学
部
四
五
〜
五
四
回
（
二
八
三
一
名
）
現
四
〇
歳
代　
　

２
口
以
上

　

Ｆ　

学
部
五
五
〜
六
四
回
（
二
八
八
六
名
）
現
三
〇
歳
代　
　

２
口
以
上

　

Ｇ　

学
部
六
五
〜
七
二
回
（
二
七
三
五
名
）
現
二
〇
歳
代　
　

１
口
以
上　

　

Ｈ　

短
大
、
院
修
了
生
（
八
一
九
名
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
記
該
当
年
齢
区
分
に
準
じ
て
１
口
（
五
千
円
）
以
上

■　

法
人
へ
の
募
金
要
請
額　

一
口　

五
万
円
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第
五
三
回
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

イ
ン
ナ
ー
大
会
に
参
加
し
て

二
〇
二
二
年
十
二
月
十
一
日
（
日
）

会
場
：
富
山
大
学

　

こ
の
大
会
は
日
本
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
加
盟
大
学
が
主

催
し
、
学
生
に
日
頃
の
研
究
の
成
果

を
発
表
す
る
場
を
提
供
し
、
研
究
活

動
の
促
進
と
他
大
学
の
学
生
と
の
交

流
を
図
る
も
の
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
る
。
分
野
は
、
統
計
学
・
財
政

学
・
会
計
学
・
経
営
学
な
ど
多
様
で
、

発
表
を
聴
く
こ
と
で
新
た
な
知
識
を

習
得
で
き
る
。

　

今
年
度
は
主
催
校
で
あ
る
富
山
大

学
と
金
沢
星
稜
大
学
の
二
校
が
参
加

し
、
本
学
か
ら
は
十
三
グ
ル
ー
プ
、

三
五
名
の
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
形
式
で
発
表
し
た
。
発
表
は
二

十
分
間
。
学
生
同
士
の
討
論
や
助
言

講
師
の
方
か
ら
の
講
評
を
い
た
だ
く

形
式
で
行
っ
た
。
研
究
内
容
や
プ
レ

ゼ
ン
の
技
術
に
対
し
て
助
言
講
師
の

方
か
ら
採
点
し
て
い
た
だ
き
、
今
後

の
研
究
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

　

発
表
終
了
後
に
は
、
採
点
結
果
に

も
と
づ
き
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
グ

ル
ー
プ
が
選
ば
れ
、
表
彰
式
も
行
っ

た
。
本
学
の
参
加
グ
ル
ー
プ
も
多
数

表
彰
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
良
い

研
究
を
求
め
て
多
く
の
時
間
を
費
や

し
て
き
た
こ
と
が
結
果
と
し
て
あ
ら

わ
れ
、
参
加
学
生
は
自
信
が
つ
い
た

と
考
え
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に

よ
り
、
大
学
生
活
に
お
い
て
他
大
学

と
対
面
で
の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
無
か

っ
た
た
め
、
今
大
会
で
さ
ま
ざ
ま
な

学
生
の
発
表
が
聴
け
た
り
、
意
見
を

交
わ
し
た
り
す
る
機
会
に
参
加
で
き

た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
う
。　

　

ま
た
、
今
年
度
は
本
学
が
主
催
校

の
た
め
、
大
会
に
向
け
て
準
備
や
会

議
を
重

ね
て
き

た
。
コ

ロ
ナ
対

策
と
し

て
、
金

沢
星
稜

大
学
と

の
会
議

は
す
べ

て
オ
ン

ラ
イ
ン

の
た
め
、

う
ま
く

意
思
疎

通
が
図

れ
ず
苦

100周年記念事業実行委員の皆さんのお名前（部会委員については新規加入を随時検討）

Ｓ 35 年卒 ８回 中尾　哲雄 
Ｓ 41 年卒 14回 四津井宏至 
Ｓ 44 年卒 17回 上埜　　進 
Ｓ 45 年卒 18回 宮地　秀明 
    遠藤　敏之 
Ｓ 46 年卒 19回 奥　　清一（東北支部長）
Ｓ 47 年卒 20回 寺林　　敏 
    舟木　幸雄（福井支部長）
Ｓ 48 年卒 21回 釡谷　春雄 
    橋本　洋二 
    小竹　茂樹 
    米原　俊孝 
    澤合　文雄 
S 49 年卒 22回 杉森　　聡 
    鳥居由美子 
    三宅　　博（関西支部長）
    中村　昌弘（東海支部長）
S 50 年卒 23回 帯原　　隆 
S 51 年卒 24回 増岡　伸一 
    藺守　貴弘 
S 52 年卒 25回 飯塚　　修（関東越嶺会長）
    布目　大剛 
S 53 年卒 26回 堀田　正之 
S 54 年卒 27回 吉野　哲哉 
    小林　武人 
S 55 年卒 28回 碓井　光一 
S 56 年卒 29回 宮村　　樹 
    鶴瀬　初弘 
    福井　直樹 
S 57 年卒 30回 伊野   伸英 
    桑原　幹也 
    伍嶋二美男 
    山田   吉晴 
S 58 年卒 31回 舟崎   友晶 
S 59 年卒 32回 森永　利宏 
    石井　幸治 
    竹野　博和 
S 60 年卒 33回 福田　直之 
S 61 年卒 34回 松本　智広 
    丸杉　　輝 
    山瀬　　孝 
    山田　　勉 
    長津　輝彦 
    土屋　　誠 
    木村　温子 
    崎　　安宏
S 62 年卒 35回 岡本　　武 

卒年 お名前卒回
Ｓ 63 年卒 36回 浦田　純一 
    杉本　正人 
    川端　宏典 
Ｈ 元 年卒 37回 谷畑　滋英 
    大西　哲憲 
Ｈ ２ 年卒 38回 五島　直樹 
    高木　雅弘 
    大波加　肇 
    竹田　達矢 
    殿村　幸子 
    二口　　洋 
Ｈ ３ 年卒 39回 亀永　辰之 
Ｈ ４ 年卒 40回 堺　　広光 
    寺嶋　直美 
    赤川　浩一 
Ｈ ５ 年卒 41回 金瀬　正志 
    牧山　貴英 
Ｈ ６ 年卒 42回 東田　勇秀 
Ｈ ７ 年卒 43回 手崎　裕之 
Ｈ ８ 年卒 44回 杉原　英樹 
Ｈ 10 年卒 46回 村田　英久 
Ｈ 11 年卒 47回 大嶋　敬右 
Ｈ 13 年卒 49回 小笠原史明 
    沖　よし子 
Ｈ 15 年卒 51回 花岡　秀樹 
Ｈ 16 年卒 52回 黒﨑　　正 
Ｈ 17 年卒 53回 開坂　哲也 
    川崎　理恵 
Ｈ 18 年卒 54回 重原佐千子 
Ｈ 19 年卒 55回 能登　幸美 
Ｈ 21 年卒 57回 道林　達也 
Ｈ 22 年卒 58回 福田　純子 
Ｈ 23 年卒 59回 園部　佑樹 
    川口　彰悦 
Ｈ 26 年卒 62回 岩井　彬穂 
Ｈ 27 年卒 63回 金沢　　輝 
Ｈ 29 年卒 65回 清水　雅文 
    長沖　賢志 
Ｒ ２ 年卒 68回 青木　佑司 
    中田　雛子 
Ｒ ３ 年卒 69回 吉田　未央 
    末石　航也 
Ｒ ４ 年卒 70回 井澤　彩斗 
Ｓ 37 年卒 短２回 稲垣　喜夫 
Ｓ 38 年卒 短３回 高田　政公 
Ｓ 52 年卒 短16回 浦田　竹昭 
Ｓ 60 年卒 短24回 山崎　宗良 
Ｈ 24 年修 院20回 荻布　　彦 

卒年 お名前卒回
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第
五
三
回
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

イ
ン
ナ
ー
大
会
に
参
加
し
て

二
〇
二
二
年
十
二
月
十
一
日
（
日
）

会
場
：
富
山
大
学

　

こ
の
大
会
は
日
本
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
加
盟
大
学
が
主

催
し
、
学
生
に
日
頃
の
研
究
の
成
果

を
発
表
す
る
場
を
提
供
し
、
研
究
活

動
の
促
進
と
他
大
学
の
学
生
と
の
交

流
を
図
る
も
の
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
る
。
分
野
は
、
統
計
学
・
財
政

学
・
会
計
学
・
経
営
学
な
ど
多
様
で
、

発
表
を
聴
く
こ
と
で
新
た
な
知
識
を

習
得
で
き
る
。

　

今
年
度
は
主
催
校
で
あ
る
富
山
大

学
と
金
沢
星
稜
大
学
の
二
校
が
参
加

し
、
本
学
か
ら
は
十
三
グ
ル
ー
プ
、

三
五
名
の
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
形
式
で
発
表
し
た
。
発
表
は
二

十
分
間
。
学
生
同
士
の
討
論
や
助
言

講
師
の
方
か
ら
の
講
評
を
い
た
だ
く

形
式
で
行
っ
た
。
研
究
内
容
や
プ
レ

ゼ
ン
の
技
術
に
対
し
て
助
言
講
師
の

方
か
ら
採
点
し
て
い
た
だ
き
、
今
後

の
研
究
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

　

発
表
終
了
後
に
は
、
採
点
結
果
に

も
と
づ
き
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
グ

ル
ー
プ
が
選
ば
れ
、
表
彰
式
も
行
っ

た
。
本
学
の
参
加
グ
ル
ー
プ
も
多
数

表
彰
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
良
い

研
究
を
求
め
て
多
く
の
時
間
を
費
や

し
て
き
た
こ
と
が
結
果
と
し
て
あ
ら

わ
れ
、
参
加
学
生
は
自
信
が
つ
い
た

と
考
え
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に

よ
り
、
大
学
生
活
に
お
い
て
他
大
学

と
対
面
で
の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
無
か

っ
た
た
め
、
今
大
会
で
さ
ま
ざ
ま
な

学
生
の
発
表
が
聴
け
た
り
、
意
見
を

交
わ
し
た
り
す
る
機
会
に
参
加
で
き

た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
う
。　

　

ま
た
、
今
年
度
は
本
学
が
主
催
校

の
た
め
、
大
会
に
向
け
て
準
備
や
会

議
を
重

ね
て
き

た
。
コ

ロ
ナ
対

策
と
し

て
、
金

沢
星
稜

大
学
と

の
会
議

は
す
べ

て
オ
ン

ラ
イ
ン

の
た
め
、

う
ま
く

意
思
疎

通
が
図

れ
ず
苦

　『越嶺会報』第92号で、拙文「卒業論文を手にして」を掲載していただいた。そ
の中で、アダム・スミスの『道徳感情論』と『国富論』（『諸国民の富』）の翻訳本
をそれぞれ３種類及び４種類を読んでいたら、当然のことながらそれぞれ少しずつ異
なっているが、肝心のキーワードがかなり異なっており理解しづらかった。そこで、
原書を取り寄せてキーワードがそれぞれの翻訳本がどのように表現されているかを比
較してみると、これは実に愉しいボケ防止策であることが分かった。

　ここではスミスが『国富論』出版17年前の1759年36歳のとき著した＜The 
Theory of Moral Sentiments＞（改訂第６版出版250年記念2009年のPenguin Books
版）の原書をもとに、紙幅の制限もあるので最も興味深い１か所を紹介したい。

　この訳本は、昭和23年11月米林富男がタイトルを『道徳情操論』として上巻を翻
訳し日光書院から出版している（部分的には、澁江保纂が明治24年に翻訳してい
る）が、私の手元にはいずれも『道徳感情論』として、水田 洋訳（2003年２月、岩
波文庫）、高 哲男訳（2013年６月、講談社学術文庫）、そして村井章子・北川知子
訳（2014年４月、日経BP社）の３種類あり、比較すると興味深い箇所は多数あるが、
いま世界を騒然とさせている国家間の争いについて、スミスが263年も前にこの『道
徳感情論』で著わしている驚くべき的確な部分（第６部、第２篇、第２章）を比較し
てみたい。
　まず、本文に入る前の「見出し」からして、それぞれ異なった訳をしているから面
白い。

＜原書(Penguin Books版)＞
見出し；Part Ⅵ. Of the character of virtue　

Section Ⅱ. Of the character of the individual, so far as it can affect 
the happiness of other people.
Chapter Ⅱ. Of the order in which Societies are by nature recommended 
to our Beneficence.

本文； The love of our own nation often disposes us to view, with the most malig-
nant jealousy and envy, the prosperity and aggrandisement of any other 
 neighbo(u)ring nation. Independent and neighbo(u)ring nation, having no
 common superior to decide their disputes, all live in continual dread and
 suspicion of one another. Each sovereign, expecting little justice from his
 neighbo(u)rs, is disposed to treat them with as little as he expects from
 them. The regard for the laws of nations, or for those rules which
 independent states profess or pretend to think themselves bound to 

学部14回　杉浦　吉治

越嶺随想

翻訳本を読み比べる愉しみ

-以下は次号に掲載します-
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昨
年
、
晩
夏
の
雰
囲
気
漂
う
九

月
一
日
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
に
友

人
六
人
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
富
山
の
自
然
に
触
れ

懐
か
し
く
多
く
の
思
い
出
が
吹
き

抜
け
て
い
っ
た
の
は
「
風
の
盆
」

に
身
を
置
き
影
響
を
受
け
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　

名
古
屋
で
生
ま
れ
大
学
時
代
を

富
山
で
、
四
年
間
本
当
に
意
義
あ

る
時
間
を
頂
き
ま
し
た
。
卒
業
後

松
下
電
器
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

に
入
社
、
多
く
の
職
場
を
経
験
し

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
「
ガ
ン
バ

大
阪
」
社
長
の
後
、
追
手
門
学
院

大
学
に
招
か
れ
経
営
学
部
教
授
と

し
て
経
営
を
研
究
し
て
い
る
時
、

多
く
の
経
営
者
が
研
究
室
に
「
情

報
資
産
管
理
ト
ラ
ブ
ル
」
に
つ
い

て
相
談
に
来
ら
れ
た
こ
と
が
友
人

と
「
一
般
社
団
法
人
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
関
西
研
究
所
」
を
起
こ
す

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。　

◎
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
活
動

二
〇
二
〇
年
九
月
日
本
政
府
の

「
産
業
力
強
化
法
」
に
基
づ
い
た

「
技
術
等
情
報
漏
え
い
防
止
措
置

認
証
機
関
」
と
し
て
認
可
を
受
け

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
企
業
を
守

り
成
長
さ
せ
る
一
翼
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

四
年
前
に
関
西
中
小
企
業
経
営

者
千
人
に
「
情
報
資
産
（
営
業
秘

密
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

実
施
、
回
答
六
四
〇
以
上
の
企
業

の
う
ち
「
自
分
の
企
業
に
特
別
な

営
業
秘
密
は
無
い
」
と
回
答
さ
れ

た
人
が
七
七
％
、
ま
た
そ
の
情
報

を
狙
う
「
悪
意
あ
る
第
三
者
が
い

る
」
と
の
認
識
は
二
〇
％
以
下
で

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
支
援
す

る
法
人
」
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
ど
の
よ
う
な
企
業
も
重
要

営
業
資
産
な
く
存
続
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
経
営
者
の
多
く
が
認
識
し

て
い
な
い
と
い
う
の
が
日
本
企
業

の
実
態
で
す
。

　

日
本
経
済
が
高
度
成
長
を
遂
げ

た
背
景
に
は
「
敗
戦
か
ら
の
復

興
」
を
図
ろ
う
と
い
う
全
国
民
不

屈
の
精
神
と
若
い
世
代
の
力
、
国

際
経
済
環
境
や
朝
鮮
戦
争
と
い
う

機
会
も
あ
り
ま
し
た
が
「
中
小
企

業
の
技
術
開
発
力
」
が
大
き
く
影

響
し
た
と
い
う
の
が
私
の
持
論
で

す
。
　

大
企
業
の
成
長
だ
け
が
取
り
上

げ
ら
れ
話
題
に
な
り
ま
す
が
中
小

企
業
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
高
度
経

済
成
長
で
し
た
。

　

し
か
し
高
齢
化
と
バ
ブ
ル
破
綻

に
よ
り
日
本
企
業
は
急
速
に
活
力

を
無
く
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の

は
、
大
企
業
が
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、

円
高
に
よ
り
国
内
工
場
を
閉
鎖
し

海
外
生
産
へ
シ
フ
ト
し
納
入
先
を

見
失
っ
た
多
く
の
中
小
企
業
は
国

際
化
に
取
り
残
さ
れ
ま
し
た
が
技

術
力
だ
け
は
維
持
成
長
さ
せ
て
い

き
ま
し
た
。

　

全
国
四
百
万
弱
の
中
小
企
業
の

抱
え
る
課
題
の
代
表
的
な
も
の
は

①
人
員
確
保
と
人
材
育
成

②
後
継
者
育
成

③
情
報
シ
ス
テ
ム
社
会
へ
の
対
応
力

④
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応

な
ど
で
す
。

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
「
組
織

的
」「
人
的
」「
技
術
的（
Ｉ
Ｔ
的
）」

「
物
理
的
」
の
対
策
を
実
行
し
て

い
き
ま
す
が
最
近
サ
イ
バ
ー
攻
撃

被
害
報
告
が
多
く
上
が
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
企
業
が

持
っ
て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
対

し
損
害
を
与
え
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃

を
「
マ
ル
ウ
エ
ア
」
と
い
い
ま
す

が
代
表
的
な
も
の
が
「
エ
モ
テ
ッ

ト
」
と
「
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
」
で
す
。

　

エ
モ
テ
ッ
ト
は
メ
ー
ル
が
送
ら

れ
て
き
て
添
付
資
料
を
開
け
る
と

社
内
シ
ス
テ
ム
全
部
が
ウ
イ
ル
ス

に
犯
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
り
、

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
は
企
業
内
の
シ

ス
テ
ム
を
乗
っ
取
り
正
常
な
姿
に

戻
し
た
い
な
ら
お
金
を
払
え
と
い

金
森
喜
久
男

越
嶺
論
壇

今
頑
張
れ
る
の
は

　
　
富
山
魂
の
お
か
げ

う
誘
拐
身
代
金（ransom

）を
要

求
す
る
と
い
う
国
際
犯
罪
集
団
に

よ
る
も
の
で
す
。
公
開
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
大
企
業
だ
け
で
な
く
中

小
企
業
も
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
実

行
が
取
引
条
件
の
必
須
に
な
り
、

当
研
究
所
へ
の
要
請
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

◎
団
塊
世
代
の
覚
悟

　

高
度
経
済
成
長
時
代
を
生
き
た

世
代
は
「
専
門
家
ス
キ
ル
」
を
保

持
し
て
お
り
、
そ
の
ス
キ
ル
を
使

わ
な
い
の
は
「
も
っ
た
い
な
い
」

と
の
呼
び
か
け
で
二
〇
名
ほ
ど
の

研
究
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

人
生
を
終
え
る
ま
で
活
動
し
、

今
一
度
日
本
に
成
長
力
を
取
り
戻

し
た
い
と
の
覚
悟
の
毎
日
で
す
。

　

活
動
に
参
加
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）
し
た
い
方
は
ご
連
絡

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

堅
い
話
ば
か
り
で
お
詫
び
し
ま

す
。

　

か
な
も
り
・
き
く
お

　

学
部
十
八
回
（
一
九
七
一
）
年

第
五
三
回
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

イ
ン
ナ
ー
大
会
に
参
加
し
て

二
〇
二
二
年
十
二
月
十
一
日
（
日
）

会
場
：
富
山
大
学

　

こ
の
大
会
は
日
本
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
加
盟
大
学
が
主

催
し
、
学
生
に
日
頃
の
研
究
の
成
果

を
発
表
す
る
場
を
提
供
し
、
研
究
活

動
の
促
進
と
他
大
学
の
学
生
と
の
交

流
を
図
る
も
の
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
る
。
分
野
は
、
統
計
学
・
財
政

学
・
会
計
学
・
経
営
学
な
ど
多
様
で
、

発
表
を
聴
く
こ
と
で
新
た
な
知
識
を

習
得
で
き
る
。

　

今
年
度
は
主
催
校
で
あ
る
富
山
大

学
と
金
沢
星
稜
大
学
の
二
校
が
参
加

し
、
本
学
か
ら
は
十
三
グ
ル
ー
プ
、

三
五
名
の
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
形
式
で
発
表
し
た
。
発
表
は
二

十
分
間
。
学
生
同
士
の
討
論
や
助
言

講
師
の
方
か
ら
の
講
評
を
い
た
だ
く

形
式
で
行
っ
た
。
研
究
内
容
や
プ
レ

ゼ
ン
の
技
術
に
対
し
て
助
言
講
師
の

方
か
ら
採
点
し
て
い
た
だ
き
、
今
後

の
研
究
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

　

発
表
終
了
後
に
は
、
採
点
結
果
に

も
と
づ
き
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
グ

ル
ー
プ
が
選
ば
れ
、
表
彰
式
も
行
っ

た
。
本
学
の
参
加
グ
ル
ー
プ
も
多
数

表
彰
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
良
い

研
究
を
求
め
て
多
く
の
時
間
を
費
や

し
て
き
た
こ
と
が
結
果
と
し
て
あ
ら

わ
れ
、
参
加
学
生
は
自
信
が
つ
い
た

と
考
え
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に

よ
り
、
大
学
生
活
に
お
い
て
他
大
学

と
対
面
で
の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
無
か

っ
た
た
め
、
今
大
会
で
さ
ま
ざ
ま
な

学
生
の
発
表
が
聴
け
た
り
、
意
見
を

交
わ
し
た
り
す
る
機
会
に
参
加
で
き

た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
う
。　

　

ま
た
、
今
年
度
は
本
学
が
主
催
校

の
た
め
、
大
会
に
向
け
て
準
備
や
会

議
を
重

ね
て
き

た
。
コ

ロ
ナ
対

策
と
し

て
、
金

沢
星
稜

大
学
と

の
会
議

は
す
べ

て
オ
ン

ラ
イ
ン

の
た
め
、

う
ま
く

意
思
疎

通
が
図

れ
ず
苦
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昨
年
、
晩
夏
の
雰
囲
気
漂
う
九

月
一
日
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
に
友

人
六
人
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
富
山
の
自
然
に
触
れ

懐
か
し
く
多
く
の
思
い
出
が
吹
き

抜
け
て
い
っ
た
の
は
「
風
の
盆
」

に
身
を
置
き
影
響
を
受
け
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　

名
古
屋
で
生
ま
れ
大
学
時
代
を

富
山
で
、
四
年
間
本
当
に
意
義
あ

る
時
間
を
頂
き
ま
し
た
。
卒
業
後

松
下
電
器
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

に
入
社
、
多
く
の
職
場
を
経
験
し

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
「
ガ
ン
バ

大
阪
」
社
長
の
後
、
追
手
門
学
院

大
学
に
招
か
れ
経
営
学
部
教
授
と

し
て
経
営
を
研
究
し
て
い
る
時
、

多
く
の
経
営
者
が
研
究
室
に
「
情

報
資
産
管
理
ト
ラ
ブ
ル
」
に
つ
い

て
相
談
に
来
ら
れ
た
こ
と
が
友
人

と
「
一
般
社
団
法
人
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
関
西
研
究
所
」
を
起
こ
す

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。　

◎
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
活
動

二
〇
二
〇
年
九
月
日
本
政
府
の

「
産
業
力
強
化
法
」
に
基
づ
い
た

「
技
術
等
情
報
漏
え
い
防
止
措
置

認
証
機
関
」
と
し
て
認
可
を
受
け

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
企
業
を
守

り
成
長
さ
せ
る
一
翼
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

四
年
前
に
関
西
中
小
企
業
経
営

者
千
人
に
「
情
報
資
産
（
営
業
秘

密
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

実
施
、
回
答
六
四
〇
以
上
の
企
業

の
う
ち
「
自
分
の
企
業
に
特
別
な

営
業
秘
密
は
無
い
」
と
回
答
さ
れ

た
人
が
七
七
％
、
ま
た
そ
の
情
報

を
狙
う
「
悪
意
あ
る
第
三
者
が
い

る
」
と
の
認
識
は
二
〇
％
以
下
で

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
支
援
す

る
法
人
」
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
ど
の
よ
う
な
企
業
も
重
要

営
業
資
産
な
く
存
続
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
経
営
者
の
多
く
が
認
識
し

て
い
な
い
と
い
う
の
が
日
本
企
業

の
実
態
で
す
。

　

日
本
経
済
が
高
度
成
長
を
遂
げ

た
背
景
に
は
「
敗
戦
か
ら
の
復

興
」
を
図
ろ
う
と
い
う
全
国
民
不

屈
の
精
神
と
若
い
世
代
の
力
、
国

際
経
済
環
境
や
朝
鮮
戦
争
と
い
う

機
会
も
あ
り
ま
し
た
が
「
中
小
企

業
の
技
術
開
発
力
」
が
大
き
く
影

響
し
た
と
い
う
の
が
私
の
持
論
で

す
。
　

大
企
業
の
成
長
だ
け
が
取
り
上

げ
ら
れ
話
題
に
な
り
ま
す
が
中
小

企
業
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
高
度
経

済
成
長
で
し
た
。

　

し
か
し
高
齢
化
と
バ
ブ
ル
破
綻

に
よ
り
日
本
企
業
は
急
速
に
活
力

を
無
く
し
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す
。

　

さ
ら
に
追
い
打
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を
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た
の

は
、
大
企
業
が
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後
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①
人
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確
保
と
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②
後
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③
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④
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で
す
。
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テ
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「
組
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的
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人
的
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技
術
的（
Ｉ
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的
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「
物
理
的
」
の
対
策
を
実
行
し
て

い
き
ま
す
が
最
近
サ
イ
バ
ー
攻
撃

被
害
報
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が
多
く
上
が
る
よ
う
に

な
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。
例
え
ば
、
企
業
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持
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て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
対

し
損
害
を
与
え
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃

を
「
マ
ル
ウ
エ
ア
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と
い
い
ま
す

が
代
表
的
な
も
の
が
「
エ
モ
テ
ッ

ト
」
と
「
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
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で
す
。

　

エ
モ
テ
ッ
ト
は
メ
ー
ル
が
送
ら

れ
て
き
て
添
付
資
料
を
開
け
る
と

社
内
シ
ス
テ
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全
部
が
ウ
イ
ル
ス

に
犯
さ
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て
し
ま
う
も
の
で
あ
り
、

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
は
企
業
内
の
シ

ス
テ
ム
を
乗
っ
取
り
正
常
な
姿
に

戻
し
た
い
な
ら
お
金
を
払
え
と
い

昇
任
（
Ｒ
五
年
一
月
一
日
付
）

神
山
智
美
教
授

（
こ
う
や
ま　
さ
と
み
）

経
営
法
学
科
環
境
法
学

新
任
（
四
月
一
日
付
）

シ
ャ
・
テ
ィ（Xie Di

）

経
営
学
科
助
教　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　

新
任
者
は
次
号
で
改
め
て

　
　
　

紹
介
し
ま
す
。

次
期
富
山
大
学
長
に

　
　
　
斎
藤
滋
現
学
長
を
再
選
。

　

学
長
選
考
・
監
察
会
議
は
十
一

月
二
日
候
補
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二
名
と
各
四
〇
分

づ
つ
面
談
後
、
全
会
一
致
で
決
定

し
た
。
二
期
目
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は
二
〇
二
三

年
四
月
一
日
か
ら
四
年
間
。
候
補

適
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他
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都
市
デ
ザ
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ン
学
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。

う
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に
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。
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聴
け
た
り
、
意
見
を

交
わ
し
た
り
す
る
機
会
に
参
加
で
き

た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
う
。　

　

ま
た
、
今
年
度
は
本
学
が
主
催
校

の
た
め
、
大
会
に
向
け
て
準
備
や
会

議
を
重

ね
て
き

た
。
コ

ロ
ナ
対

策
と
し

て
、
金

沢
星
稜

大
学
と

の
会
議

は
す
べ

て
オ
ン

ラ
イ
ン

の
た
め
、

う
ま
く

意
思
疎

通
が
図

れ
ず
苦

母
校
だ
よ
り

学
生
の
活
動

教
員
の
異
動

経
済
学
部
資
料
室
だ
よ
り

大
井
魁
様
よ
り『
大
熊
信
行
の
歌
』

編
集　

大
熊
信
行
研
究
会

担
当　

遠
藤
綺
一
郎
・
大
井　

魁

九
㎝×

九
㎝
八
九
頁

平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
六
月

よ
ね
ざ
わ
豆
本
の
会　

発
行

昭和47年　79歳
（大井　魁・蔵）米沢市立商業学校教諭時代

大正７年25歳のごろ（長谷川浩司・蔵）
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第
五
三
回
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

イ
ン
ナ
ー
大
会
に
参
加
し
て

二
〇
二
二
年
十
二
月
十
一
日
（
日
）

会
場
：
富
山
大
学

　

こ
の
大
会
は
日
本
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
加
盟
大
学
が
主

催
し
、
学
生
に
日
頃
の
研
究
の
成
果

を
発
表
す
る
場
を
提
供
し
、
研
究
活

動
の
促
進
と
他
大
学
の
学
生
と
の
交

流
を
図
る
も
の
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
る
。
分
野
は
、
統
計
学
・
財
政

学
・
会
計
学
・
経
営
学
な
ど
多
様
で
、

発
表
を
聴
く
こ
と
で
新
た
な
知
識
を

習
得
で
き
る
。

　

今
年
度
は
主
催
校
で
あ
る
富
山
大

学
と
金
沢
星
稜
大
学
の
二
校
が
参
加

し
、
本
学
か
ら
は
十
三
グ
ル
ー
プ
、

三
五
名
の
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
形
式
で
発
表
し
た
。
発
表
は
二

十
分
間
。
学
生
同
士
の
討
論
や
助
言

講
師
の
方
か
ら
の
講
評
を
い
た
だ
く

形
式
で
行
っ
た
。
研
究
内
容
や
プ
レ

ゼ
ン
の
技
術
に
対
し
て
助
言
講
師
の

方
か
ら
採
点
し
て
い
た
だ
き
、
今
後

の
研
究
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

　

発
表
終
了
後
に
は
、
採
点
結
果
に

も
と
づ
き
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
グ

戦
し
た
。

し
か
し
、

各
校
の
代

表
者
や
参

加
学
生
と

密
に
連
絡

を
取
り
合

っ
た
り
、

先
生
方
に

助
言
し
て

い
た
だ
い

た
り
と
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
無
事
大
会
を
開
催
で
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
代
表
と
い
う
役
目
を
経

験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
私
に
と
っ

て
、
大
会
に
向
け
た
準
備
や
会
議
、

当
日
の
運
営
に
は
不
安
や
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
が
あ
っ
た
り
、
実
際
に
問
題
も

何
度
か
あ
っ
た
り
し
た
が
、
こ
れ
ら

は
す
べ
て
貴
重
な
経
験
と
な
り
、
大

学
生
活
で
の
大
切
な
思
い
出
と
な
っ

た
。
今
回
体
感
し
た
、
苦
労
や
達
成

感
、
仲
間
と
協
力
す
る
大
切
さ
を
忘

れ
ず
、
今
後
の
学
生
生
活
や
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
も
活
か
し
て
い
き
た

い
。

　

最
後
に
、
貴
重
な
研
究
成
果
を
発

表
し
て
く
だ
さ
っ
た
参
加
者
の
皆
様
、

助
言
講
師
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い

た
先
生
方
、
そ
し
て
大
会
運
営
に
携

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し

た
い
。

代
表　

宮
原
美
月
（
中
村
和
ゼ
ミ
）

ル
ー
プ
が
選
ば
れ
、
表
彰
式
も
行
っ

た
。
本
学
の
参
加
グ
ル
ー
プ
も
多
数

表
彰
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
良
い

研
究
を
求
め
て
多
く
の
時
間
を
費
や

し
て
き
た
こ
と
が
結
果
と
し
て
あ
ら

わ
れ
、
参
加
学
生
は
自
信
が
つ
い
た

と
考
え
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に

よ
り
、
大
学
生
活
に
お
い
て
他
大
学

と
対
面
で
の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
無
か

っ
た
た
め
、
今
大
会
で
さ
ま
ざ
ま
な

学
生
の
発
表
が
聴
け
た
り
、
意
見
を

交
わ
し
た
り
す
る
機
会
に
参
加
で
き

た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
う
。　

　

ま
た
、
今
年
度
は
本
学
が
主
催
校

の
た
め
、
大
会
に
向
け
て
準
備
や
会

議
を
重

ね
て
き

た
。
コ

ロ
ナ
対

策
と
し

て
、
金

沢
星
稜

大
学
と

の
会
議

は
す
べ

て
オ
ン

ラ
イ
ン

の
た
め
、

う
ま
く

意
思
疎

通
が
図

れ
ず
苦

日
時

　

二
〇
二
二
年
（
令
和
四
年
）

　

一
〇
月
五
日
（
水
）

　
　
　
　

一
八
：
三
〇
〜

　
　
　
　

二
一
：
〇
〇

会
場　

オ
ー
ク
ス
カ
ナ
ル
パ
ー
ク

　
　
　

ホ
テ
ル
富
山

　

コ
ロ
ナ
も
多
少
落
ち
着
い
て
き

た
頃
と
な
り
曇
り
空
の
暑
く
も
な

く
寒
く
も
な
い
、
会
合
に
は
い
い

感
じ
の
日
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
は
七
〇
名
程
度
で
間
隔

を
取
っ
て
集
ま
る
に
は
ち
ょ
う
ど

良
い
人
数
で
あ
っ
た
。
総
会
も
一

つ
二
つ
お
き
に
着
席
し
懇
親
会
場

も
一
卓
八
人
掛
け
を
六
人
五
人
掛

け
に
し
た
。

　　

総
会
は
、
重
原
佐
千
子
さ
ん

（
学
部
五
四
回
）
に
司
会
を
依
頼

し
た
。

　

ま
ず
亡
く
な
ら
れ
た
恩
師
、
学

友
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ
、

開
会
挨
拶
で
伍
嶋
会
長
は
経
済
学

部
（
旧
高
岡
高
商
）
一
〇
〇
周
年

記
念
事
業
の
準
備
を
始
め
た
い
と

挨
拶
し
た
。

　

中
尾
最
高
顧
問
も
挨
拶
に
立
ち
、

力
強
い
会
長
挨
拶
を
聴
き
安
心
し

た
。
皆
で
こ
の
事
業
を
進
め
て
い

こ
う
と
激
励
さ
れ
た
。
長
く
続
け

絆
を
保
つ
こ
と
は
大
切
で
あ
る
と
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
を
富
山
県
と
の
友

好
提
携
三
〇
周
年
記
念
で
米
国
オ

レ
ゴ
ン
州
へ
行
っ
て
き
た
折
り
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

森
口
毅
彦
経
済
学
部
長
は
学
部

や
大
学
院
の
改
革
の
進
展
状
況
を

説
明
さ
れ
た
。

　

議
事
に
入
り
、
堀
田
正
之
副
会

長
を
総
会
議
長
に
、
決
算
予
算
な

ど
を
原
案
通
り
承
認
し
、
小
橋
啓

一
監
事
の
後
任
に
、
殿
村
幸
子
氏

を
選
出
し
た
。

　

次
い
で
、
伍
嶋
会
長
が
一
〇
〇

周
年
記
念
事
業
の
骨
子
案
に
つ
い

て
資
料
に
沿
い
、
丁
寧
に
説
明
し

た
。
拍
手
で
承
認
し
た
。

　

総
会
終
了
に
あ
た
り
、
感
謝
状

が
橋
本
洋
二
前
会
長
へ
伍
嶋
会
長

か
ら
贈
呈
さ
れ
た
。

本
部
だ
よ
り

越
嶺
会
総
会
報
告
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第
五
三
回
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

イ
ン
ナ
ー
大
会
に
参
加
し
て

二
〇
二
二
年
十
二
月
十
一
日
（
日
）

会
場
：
富
山
大
学

　

こ
の
大
会
は
日
本
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
加
盟
大
学
が
主

催
し
、
学
生
に
日
頃
の
研
究
の
成
果

を
発
表
す
る
場
を
提
供
し
、
研
究
活

動
の
促
進
と
他
大
学
の
学
生
と
の
交

流
を
図
る
も
の
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
る
。
分
野
は
、
統
計
学
・
財
政

学
・
会
計
学
・
経
営
学
な
ど
多
様
で
、

発
表
を
聴
く
こ
と
で
新
た
な
知
識
を

習
得
で
き
る
。

　

今
年
度
は
主
催
校
で
あ
る
富
山
大

学
と
金
沢
星
稜
大
学
の
二
校
が
参
加

し
、
本
学
か
ら
は
十
三
グ
ル
ー
プ
、

三
五
名
の
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
形
式
で
発
表
し
た
。
発
表
は
二

十
分
間
。
学
生
同
士
の
討
論
や
助
言

講
師
の
方
か
ら
の
講
評
を
い
た
だ
く

形
式
で
行
っ
た
。
研
究
内
容
や
プ
レ

ゼ
ン
の
技
術
に
対
し
て
助
言
講
師
の

方
か
ら
採
点
し
て
い
た
だ
き
、
今
後

の
研
究
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

　

発
表
終
了
後
に
は
、
採
点
結
果
に

も
と
づ
き
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
グ

感
謝
状

橋
本
洋
二
殿

　

貴
殿
は
平
成
二
十
九
年
五
月
か

ら
二
期
四
年
に
わ
た
り
越
嶺
会
会

長
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

生
支
援
の
充
実
や
会
員
相
互
の
結

束
に
努
め
る
な
ど
本
会
の
適
切
な

運
営
と
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
そ
の
功
績
を
讃
え
深
く

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

令
和
四
年
十
月
五
日

　
　

越
嶺
会
会
長
伍
嶋
二
美
男

懇
親
会

　

中
尾
最
高
顧
問
の
発
声
で
、

「
黒
部
峡
」
で
乾
杯
し
て
開
宴
。

「
黒
部
峡
」
は
学
部
五
八
回
の
林

秀
樹
さ
ん
が
杜
氏
の
林
酒
造
の
も

ル
ー
プ
が
選
ば
れ
、
表
彰
式
も
行
っ

た
。
本
学
の
参
加
グ
ル
ー
プ
も
多
数

表
彰
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
良
い

研
究
を
求
め
て
多
く
の
時
間
を
費
や

し
て
き
た
こ
と
が
結
果
と
し
て
あ
ら

わ
れ
、
参
加
学
生
は
自
信
が
つ
い
た

と
考
え
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に

よ
り
、
大
学
生
活
に
お
い
て
他
大
学

と
対
面
で
の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
無
か

っ
た
た
め
、
今
大
会
で
さ
ま
ざ
ま
な

学
生
の
発
表
が
聴
け
た
り
、
意
見
を

交
わ
し
た
り
す
る
機
会
に
参
加
で
き

た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
う
。　

　

ま
た
、
今
年
度
は
本
学
が
主
催
校

の
た
め
、
大
会
に
向
け
て
準
備
や
会

議
を
重

ね
て
き

た
。
コ

ロ
ナ
対

策
と
し

て
、
金

沢
星
稜

大
学
と

の
会
議

は
す
べ

て
オ
ン

ラ
イ
ン

の
た
め
、

う
ま
く

意
思
疎

通
が
図

れ
ず
苦

の
と
紹
介
し
た
。
ビ
ー
ル
は
当
日

東
京
か
ら
ご
参
加
の
飯
塚
・
関
東

越
嶺
会
長
の
元
勤
務
先
ア
サ
ヒ
ビ

ー
ル
を
使
っ
た
。

　

食
品
ロ
ス
防
止
の
た
め
、
乾
杯

の
後
、
し
ば
ら
く
は
席
を
立
た
ず

に
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
話
し
す
る
よ

う
、
「
食
べ
キ
リ
ン
」
「
３
０
１

０
（
さ
ん
ま
る
い
ち
ま
る
）
運

動
」
と
し
て
料
理
を
味
わ
っ
て
食

べ
よ
う
、
残
さ
ず
食
べ
よ
う
と
の

主
旨
を
案
内
し
た
。

　

そ
の
間
、
遠
来
の
関
東
越
嶺
会

会
長
の
飯
塚
修
さ
ん
（
学
部
二
五

回
）
、
鹿
児
島
か
ら
の
瀬
筒
澄
博

さ
ん
（
学
部
一
六
回
）
に
挨
拶
を

お
願
い
し
た
。

　

ま
た
、
小
矢
部
市
議
に
初
当
選

の
山
田
吉
晴
さ
ん
（
学
部
三
〇

回
）
、
福
井
直
樹
高
岡
市
議
（
学

部
二
九
回
）
、
山
崎
宗
良
富
山
県

会
議
員
（
短
大
二
四
回
）
に
も
ス

ピ
ー
チ
を
お
願
い
し
た
。

　

宴
酣
の
こ
ろ
、
若
手
会
員
の
皆

さ
ん
に
登
壇
し
て
も
ら
い
、
「
ふ

る
さ
と
」
を
主
唱
し
て
も
ら
う
恒

例
の
お
開
き
前
の
次
第
に
進
ん
だ
。

六
三
回
の
金
沢
輝
氏
、
六
五
回
の

長
沖
賢
志
氏
、
六
八
回
・
青
木
佑

司
氏
、
中
田
雛
子
さ
ん
、
末
石
航

也
氏
が
勤
務
先
名
や
仕
事
内
容
を

説
明
す
る
な
ど
、
堂
々
と
し
た
態

度
で
、
感
心
し
た
。「
ふ
る
さ
と
」

一
番
か
ら
三
番
唱
和
の
あ
と
、
中

尾
さ
ん
作
詞
の
四
番
を
中
尾
さ
ん

の
主
唱
で
会
場
全
員
が
歌
い
、
拍

手
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

出
席
者

森
口
毅
彦
学
部
長

学
部

　

五
回　

福
田　

明
、
宮
崎
甚
一

　

八
回　

中
尾
哲
雄

短
大

　

二
回　

稲
垣
喜
夫

　

三
回　

高
田
政
公

二
四
回　

山
崎
宗
良

学
部

一
四
回　

四
津
井
宏
至

一
六
回　

瀬
筒
澄
博
、
久
郷
隆
行

一
七
回　

上
埜　

進

一
八
回　

遠
藤
敏
之

二
〇
回　

寺
林　

敏

二
一
回　

釡
谷
春
雄
、
澤
合
文
雄

　
　
　
　

橋
本
洋
二
、
米
原
俊
孝

二
二
回　

杉
森　

聡

二
四
回　

藺
守
貴
弘

二
五
回　

飯
塚　

修
、
布
目
大
剛

二
六
回　

堀
田
正
之

二
七
回　

小
林
武
人
、
吉
野
哲
哉

二
九
回　

鶴
瀬
初
弘
、
福
井
直
樹

三
〇
回　

伍
嶋
二
美
男
、

　
　
　
　

山
田
吉
晴

三
一
回　

林　

清
滋
、
舟
崎
友
晶

三
二
回　

秋
元
一
秀
、
石
井
幸
治

　
　
　
　

竹
野
博
和

三
三
回　

油
谷　

浩

三
四
回　

土
屋　

誠
、
長
津
輝
彦

　
　
　
　

檜
山
和
良
、
松
本
智
広

　
　
　
　

丸
杉　

輝
、
山
瀬　

孝

　
　
　
　

山
田　

勉

三
五
回　

岡
本　

武

三
六
回　

川
端
宏
典
、
大
門
俊
之

　
　
　
　

深
田
清
就

三
八
回　

大
波
加
肇
、
黒
川　

央

　
　
　
　

竹
田
達
矢
、
殿
村
幸
子

三
九
回　

亀
永
辰
之

四
〇
回　

赤
川
浩
一
、
寺
嶋
直
美

　
　
　
　

長
谷
川
正
人

四
一
回　

金
瀬
正
志

四
二
回　

東
田
勇
秀

四
三
回　

手
崎
裕
之

四
八
回　

黒
田
祥
子

四
九
回　

沖
よ
し
子

五
一
回　

花
岡
秀
樹

五
四
回　

重
原
佐
千
子

　
　
　
　

松
原
隆
光

五
九
回　

川
口
彰
悦

六
三
回　

金
沢　

輝

六
五
回　

長
沖
賢
志

六
八
回　

青
木
佑
司
、
中
田
雛
子

六
九
回　

末
石
航
也

院
　

九
回　

福
井
幸
博

二
〇
回　

荻
布　

彦

三
〇
回　

田
形
昌
敏

中尾最高顧問

橋本前会長へ感謝状贈呈

飯塚関東越嶺会長ふるさと合唱 鹿児島から参加の瀬筒さん
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第
五
三
回
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

イ
ン
ナ
ー
大
会
に
参
加
し
て

二
〇
二
二
年
十
二
月
十
一
日
（
日
）

会
場
：
富
山
大
学

　

こ
の
大
会
は
日
本
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
加
盟
大
学
が
主

催
し
、
学
生
に
日
頃
の
研
究
の
成
果

を
発
表
す
る
場
を
提
供
し
、
研
究
活

動
の
促
進
と
他
大
学
の
学
生
と
の
交

流
を
図
る
も
の
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
る
。
分
野
は
、
統
計
学
・
財
政

学
・
会
計
学
・
経
営
学
な
ど
多
様
で
、

発
表
を
聴
く
こ
と
で
新
た
な
知
識
を

習
得
で
き
る
。

　

今
年
度
は
主
催
校
で
あ
る
富
山
大

学
と
金
沢
星
稜
大
学
の
二
校
が
参
加

し
、
本
学
か
ら
は
十
三
グ
ル
ー
プ
、

三
五
名
の
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
形
式
で
発
表
し
た
。
発
表
は
二

十
分
間
。
学
生
同
士
の
討
論
や
助
言

講
師
の
方
か
ら
の
講
評
を
い
た
だ
く

形
式
で
行
っ
た
。
研
究
内
容
や
プ
レ

ゼ
ン
の
技
術
に
対
し
て
助
言
講
師
の

方
か
ら
採
点
し
て
い
た
だ
き
、
今
後

の
研
究
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

　

発
表
終
了
後
に
は
、
採
点
結
果
に

も
と
づ
き
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
グ

感
謝
状

橋
本
洋
二
殿

　

貴
殿
は
平
成
二
十
九
年
五
月
か

ら
二
期
四
年
に
わ
た
り
越
嶺
会
会

長
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

生
支
援
の
充
実
や
会
員
相
互
の
結

束
に
努
め
る
な
ど
本
会
の
適
切
な

運
営
と
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
そ
の
功
績
を
讃
え
深
く

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

令
和
四
年
十
月
五
日

　
　

越
嶺
会
会
長
伍
嶋
二
美
男

懇
親
会

　

中
尾
最
高
顧
問
の
発
声
で
、

「
黒
部
峡
」
で
乾
杯
し
て
開
宴
。

「
黒
部
峡
」
は
学
部
五
八
回
の
林

秀
樹
さ
ん
が
杜
氏
の
林
酒
造
の
も

ル
ー
プ
が
選
ば
れ
、
表
彰
式
も
行
っ

た
。
本
学
の
参
加
グ
ル
ー
プ
も
多
数

表
彰
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
良
い

研
究
を
求
め
て
多
く
の
時
間
を
費
や

し
て
き
た
こ
と
が
結
果
と
し
て
あ
ら

わ
れ
、
参
加
学
生
は
自
信
が
つ
い
た

と
考
え
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に

よ
り
、
大
学
生
活
に
お
い
て
他
大
学

と
対
面
で
の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
無
か

っ
た
た
め
、
今
大
会
で
さ
ま
ざ
ま
な

学
生
の
発
表
が
聴
け
た
り
、
意
見
を

交
わ
し
た
り
す
る
機
会
に
参
加
で
き

た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
う
。　

　

ま
た
、
今
年
度
は
本
学
が
主
催
校

の
た
め
、
大
会
に
向
け
て
準
備
や
会

議
を
重

ね
て
き

た
。
コ

ロ
ナ
対

策
と
し

て
、
金

沢
星
稜

大
学
と

の
会
議

は
す
べ

て
オ
ン

ラ
イ
ン

の
た
め
、

う
ま
く

意
思
疎

通
が
図

れ
ず
苦

の
と
紹
介
し
た
。
ビ
ー
ル
は
当
日

東
京
か
ら
ご
参
加
の
飯
塚
・
関
東

越
嶺
会
長
の
元
勤
務
先
ア
サ
ヒ
ビ

ー
ル
を
使
っ
た
。

　

食
品
ロ
ス
防
止
の
た
め
、
乾
杯

の
後
、
し
ば
ら
く
は
席
を
立
た
ず

に
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
話
し
す
る
よ

う
、
「
食
べ
キ
リ
ン
」
「
３
０
１

０
（
さ
ん
ま
る
い
ち
ま
る
）
運

動
」
と
し
て
料
理
を
味
わ
っ
て
食

べ
よ
う
、
残
さ
ず
食
べ
よ
う
と
の

主
旨
を
案
内
し
た
。

　

そ
の
間
、
遠
来
の
関
東
越
嶺
会

会
長
の
飯
塚
修
さ
ん
（
学
部
二
五

回
）
、
鹿
児
島
か
ら
の
瀬
筒
澄
博

さ
ん
（
学
部
一
六
回
）
に
挨
拶
を

お
願
い
し
た
。

　

ま
た
、
小
矢
部
市
議
に
初
当
選

の
山
田
吉
晴
さ
ん
（
学
部
三
〇

回
）
、
福
井
直
樹
高
岡
市
議
（
学

部
二
九
回
）
、
山
崎
宗
良
富
山
県

会
議
員
（
短
大
二
四
回
）
に
も
ス

ピ
ー
チ
を
お
願
い
し
た
。

　

宴
酣
の
こ
ろ
、
若
手
会
員
の
皆

さ
ん
に
登
壇
し
て
も
ら
い
、
「
ふ

る
さ
と
」
を
主
唱
し
て
も
ら
う
恒

例
の
お
開
き
前
の
次
第
に
進
ん
だ
。

六
三
回
の
金
沢
輝
氏
、
六
五
回
の

長
沖
賢
志
氏
、
六
八
回
・
青
木
佑

司
氏
、
中
田
雛
子
さ
ん
、
末
石
航

也
氏
が
勤
務
先
名
や
仕
事
内
容
を

説
明
す
る
な
ど
、
堂
々
と
し
た
態

度
で
、
感
心
し
た
。「
ふ
る
さ
と
」

一
番
か
ら
三
番
唱
和
の
あ
と
、
中

尾
さ
ん
作
詞
の
四
番
を
中
尾
さ
ん

の
主
唱
で
会
場
全
員
が
歌
い
、
拍

手
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

出
席
者

森
口
毅
彦
学
部
長

学
部

　

五
回　

福
田　

明
、
宮
崎
甚
一

　

八
回　

中
尾
哲
雄

短
大

　

二
回　

稲
垣
喜
夫

　

三
回　

高
田
政
公

二
四
回　

山
崎
宗
良

学
部

一
四
回　

四
津
井
宏
至

一
六
回　

瀬
筒
澄
博
、
久
郷
隆
行

一
七
回　

上
埜　

進

一
八
回　

遠
藤
敏
之

二
〇
回　

寺
林　

敏

二
一
回　

釡
谷
春
雄
、
澤
合
文
雄

　
　
　
　

橋
本
洋
二
、
米
原
俊
孝

二
二
回　

杉
森　

聡

二
四
回　

藺
守
貴
弘

二
五
回　

飯
塚　

修
、
布
目
大
剛

二
六
回　

堀
田
正
之

二
七
回　

小
林
武
人
、
吉
野
哲
哉

二
九
回　

鶴
瀬
初
弘
、
福
井
直
樹

三
〇
回　

伍
嶋
二
美
男
、

　
　
　
　

山
田
吉
晴

三
一
回　

林　

清
滋
、
舟
崎
友
晶

三
二
回　

秋
元
一
秀
、
石
井
幸
治

　
　
　
　

竹
野
博
和

三
三
回　

油
谷　

浩

三
四
回　

土
屋　

誠
、
長
津
輝
彦

　
　
　
　

檜
山
和
良
、
松
本
智
広

　
　
　
　

丸
杉　

輝
、
山
瀬　

孝

　
　
　
　

山
田　

勉

三
五
回　

岡
本　

武

三
六
回　

川
端
宏
典
、
大
門
俊
之

　
　
　
　

深
田
清
就

三
八
回　

大
波
加
肇
、
黒
川　

央

　
　
　
　

竹
田
達
矢
、
殿
村
幸
子

三
九
回　

亀
永
辰
之

四
〇
回　

赤
川
浩
一
、
寺
嶋
直
美

　
　
　
　

長
谷
川
正
人

四
一
回　

金
瀬
正
志

四
二
回　

東
田
勇
秀

四
三
回　

手
崎
裕
之

四
八
回　

黒
田
祥
子

四
九
回　

沖
よ
し
子

五
一
回　

花
岡
秀
樹

五
四
回　

重
原
佐
千
子

　
　
　
　

松
原
隆
光

五
九
回　

川
口
彰
悦

六
三
回　

金
沢　

輝

六
五
回　

長
沖
賢
志

六
八
回　

青
木
佑
司
、
中
田
雛
子

六
九
回　

末
石
航
也

院
　

九
回　

福
井
幸
博

二
〇
回　

荻
布　

彦

三
〇
回　

田
形
昌
敏

第
三
二
回
越
嶺
会
グ
ル
ー
ン
会

　
　
コ
ン
ペ
を
三
年
ぶ
り
に
開
催

　

八
月
二
〇
日
㈯
、
太
閤
山
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
富
山
県
射
水
市

平
野
一
番
地
）
に
て
開
催
し
、
参

加
者
四
〇
名
が
親
睦
を
図
り
な
が

ら
プ
レ
ー
を
愉
し
み
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
り
三
年
ぶ
り
の
開
催
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
大
雨
に

見
舞
わ
れ
、
ハ
ー
フ
で
プ
レ
ー
を

中
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
越
嶺
会
グ
リ
ー

ン
会
土
屋
会
長
の
開
会
挨
拶
、
越

嶺
会
最
高
顧
問
・
中
尾
先
輩
か
ら

大
学
の
近
況
報
告
並
び
に
今
回
の

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
講
評
を
い
た
だ

い
た
後
、
今
コ
ン
ペ
初
参
加
と
な

り
ま
し
た
六
名
の
方
よ
り
自
己
紹

介
や
近
況
報
告
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

優
勝
は
、
初
参
加
の
江
畠
教
英

さ
ん
で
し
た
。
大
雨
に
よ
る
中
断

で
メ
ン
タ
ル
的
に
も
ス
コ
ア
的
に

も
若
干
、
不
完
全
燃
焼
な
コ
ン
ペ

と
な
り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
、
一
年
後
の
経
済
学

部
創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
良

い
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

二
〇
二
三
年
は
八
月
一
九
日
㈯

に
同
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
以
上
に
盛
会

に
開
催
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
お
一
人
で
も
多
く
の
会
員

の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

参
加
者

　

八
回　

中
尾
哲
雄

一
六
回　

浅
井
育
弘

一
七
回　

嶋
谷
潤
一
郎
、
郡　

霽

　
　
　
　

清
水
和
雄
、
久
田
武
彦

二
〇
回　

江
藤
雅
雄
、
大
橋
正
幸

　
　
　
　

小
野　

崇
、
関
井
哲
仁

　
　
　
　

福
岡
克
己

二
一
回　

小
竹
茂
樹

短
一
七　

木
勢
博
文

三
〇
回　

青
山
哲
哉
、
大
野
公
久

　
　
　
　

桑
原
幹
也
、
中
田
和
夫

三
一
回　

木
村
昌
幸

三
三
回　

中
本
秀
史

三
四
回　

浅
井
清
志
、
桧
山
和
良

　
　
　
　

嶌
田
靖
士
、
土
屋　

誠

　
　
　
　

森
山
真
人
、
中
山
浩
司

　
　
　
　

山
田　

勉

三
五
回　

古
里
博
人

三
六
回　

杉
本
正
人
、
深
田
清
就

三
七
回　

西
本
定
代
史

三
八
回　

江
畠
教
英
、
二
口　

洋

四
〇
回　

赤
川
浩
一

　
　
　
　

長
谷
川
正
人

四
一
回　

金
瀬
正
志
、
西
田
恵
介

　
　
　
　

本
田
泰
郎

四
三
回　

手
崎
裕
之

五
一
回　

花
岡
秀
樹

五
四
回　

松
原
隆
光

越
嶺
会
常
任
幹
事
・

越
嶺
会
グ
リ
ー
ン
会
幹
事

　
　
　
　
　
　
　

金
瀬　

正
志
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第
五
三
回
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

イ
ン
ナ
ー
大
会
に
参
加
し
て

二
〇
二
二
年
十
二
月
十
一
日
（
日
）

会
場
：
富
山
大
学

　

こ
の
大
会
は
日
本
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
加
盟
大
学
が
主

催
し
、
学
生
に
日
頃
の
研
究
の
成
果

を
発
表
す
る
場
を
提
供
し
、
研
究
活

動
の
促
進
と
他
大
学
の
学
生
と
の
交

流
を
図
る
も
の
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
る
。
分
野
は
、
統
計
学
・
財
政

学
・
会
計
学
・
経
営
学
な
ど
多
様
で
、

発
表
を
聴
く
こ
と
で
新
た
な
知
識
を

習
得
で
き
る
。

　

今
年
度
は
主
催
校
で
あ
る
富
山
大

学
と
金
沢
星
稜
大
学
の
二
校
が
参
加

し
、
本
学
か
ら
は
十
三
グ
ル
ー
プ
、

三
五
名
の
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
形
式
で
発
表
し
た
。
発
表
は
二

十
分
間
。
学
生
同
士
の
討
論
や
助
言

講
師
の
方
か
ら
の
講
評
を
い
た
だ
く

形
式
で
行
っ
た
。
研
究
内
容
や
プ
レ

ゼ
ン
の
技
術
に
対
し
て
助
言
講
師
の

方
か
ら
採
点
し
て
い
た
だ
き
、
今
後

の
研
究
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

　

発
表
終
了
後
に
は
、
採
点
結
果
に

も
と
づ
き
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
グ

ル
ー
プ
が
選
ば
れ
、
表
彰
式
も
行
っ

た
。
本
学
の
参
加
グ
ル
ー
プ
も
多
数

表
彰
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
良
い

研
究
を
求
め
て
多
く
の
時
間
を
費
や

し
て
き
た
こ
と
が
結
果
と
し
て
あ
ら

わ
れ
、
参
加
学
生
は
自
信
が
つ
い
た

と
考
え
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に

よ
り
、
大
学
生
活
に
お
い
て
他
大
学

と
対
面
で
の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
無
か

っ
た
た
め
、
今
大
会
で
さ
ま
ざ
ま
な

学
生
の
発
表
が
聴
け
た
り
、
意
見
を

交
わ
し
た
り
す
る
機
会
に
参
加
で
き

た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
う
。　

　

ま
た
、
今
年
度
は
本
学
が
主
催
校

の
た
め
、
大
会
に
向
け
て
準
備
や
会

議
を
重

ね
て
き

た
。
コ

ロ
ナ
対

策
と
し

て
、
金

沢
星
稜

大
学
と

の
会
議

は
す
べ

て
オ
ン

ラ
イ
ン

の
た
め
、

う
ま
く

意
思
疎

通
が
図

れ
ず
苦

事 務 費
通 信 費
印 刷 費
手 数 料
人 件 費
会 議 費
卒 業 祝 賀 会 経 費
同窓会連合会分担金
越嶺会基金へ繰入
翌 年 度 繰 越

越嶺会 決算表（令和３年（2021）年４月１日～令和４（2022）年３月31日）
単位：円1.一般会計

収　入　の　部 決算額 支　出　の　部

合　　　　計 合　　　　計

決算額 備　　考
前 年 度 繰 越 金
入会金・終身会費
総 会 等 懇 親 会 費
会 報 発 行 協 力 金
利 息 収 入
名 簿 代 収 入
寄 付 金

659,392
5,735,000

0
967,000
16,341
5,000

415,000

324,045
2,759,711
1,048,300
108,044

1,453,665
0
0

75,900
600,000

1,428,068
 

会報90､91号発行
会報90､91号発行
郵便振替
専任事務局員給与等
正副会長会議等
卒業祝賀会中止
5万＋R２年度新入会員数×100円

2.越嶺奨学基金会計
収　入　の　部 決算額 支　出　の　部 決算額 備　　考

備　　考

前 年 度 繰 越 金
利 息 収 入
越嶺奨学基金より

11,303
0

100,000

事 業 費
予 備 費
翌 年 度 繰 越

100,000
0

11,303

7,797,733 7,797,733

合　　　　計 合　　　　計121,303 121,303

3.基金
基　金　名 R３年４月１日
越嶺会基金
越嶺奨学基金

24,400,000
29,200,000

合　　　　計 53,600,000

R３年３月31日
24,400,000
29,300,000
53,700,000

R４年３月31日
25,000,000
29,200,000
54,200,000

収　入　の　部 決算額 支　出　の　部 決算額
前 年 度 繰 越 金
利 息 収 入
越嶺奨学基金より

11,303
10,000
100,000

事 業 費
予 備 費
翌 年 度 繰 越

100,000
21,303

合　　　　計 合　　　　計121,303 121,303

基　金　名
越嶺会基金
越嶺奨学基金
合　　　　計

R４年３月31日
25,000,000
29,200,000
54,200,000

R４年４月１日
25,000,000
29,100,000
54,100,000

会報93､94号発行
会報93､94号発行
郵便振替

専任事務局員給与等
正副会長会議等

5万＋R４年度新入会員数×100円

事務費PC入替ほか

事 務 費
通 信 費
印 刷 費
手 数 料
総 会 費
人 件 費
会 議 費
慶 弔 費
卒 業 祝 賀 会 経 費
同窓会連合会分担金
支 部 助 成 金
予 備 費

収　入　の　部 予算額 支　出　の　部

合　　　　計 合　　　　計

予算額 備　　　考
前 年 度 繰 越 金
入会金・終身会費
総 会 等 懇 親 会 費
会 報 発 行 協 力 金
利 息 収 入
名 簿 代 収 入
寄 付 金

1,428,068
5,500,000
400,000

1,000,000
15,000

330,000
2,800,000
1,250,000
140,000
500,000

1,460,000
50,000
15,000

1,300,000
78,700

0
419,368

8,343,068 8,343,068

越嶺会 予算（令和４年（2022）年４月１日～令和５（2023）年３月31日）
単位：円1.一般会計

2.越嶺奨学基金会計

３.基金
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同
窓
会
連
合
会
　
総
会
報
告

　

令
和
四
年
七
月
一
四
日
（
木
）

　

午
後
六
時
か
ら
富
山
電
気
ビ
ル

で
開
か
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
決
算
、
予
算
案
が

原
案
通
り
了
承
さ
れ
た
。
寺
林
会

長
の
交
代
が
了
承
さ
れ
、
仰
岳
会

出
身
の
坂
井
孝
幸
新
会
長
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　

講
演
会
で
は
、
越
嶺
会
長
の
伍

嶋
二
美
男
・
富
山
県
新
世
紀
産
業

機
構
理
事
長
が
、
「
も
の
づ
く
り

企
業
」
を
は
じ
め
と
し
た
県
内
産

業
の
成
長
発
展
に
向
け
た
創
業
、

人
材
育
成
や
商
品
開
発
・
技
術
開

発
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
熱
心
に
語
ら
れ
た
。

　
同
窓
会
連
合
会

　
　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会
報
告

二
〇
二
二
年
五
月
二
八
日
㈯

高
岡
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
者　

三
三
名

　
　
　
　

越
嶺
会
一
三
名

　
　
　
　

仰
岳
会
一
〇
名

　
　
　
　

薬
窓
会　

五
名

　
　
　
　

学
窓
会　

四
名

　
　
　
　

理
学
部　

一
名

個
人
優
勝　

木
村
昌
幸
さ
ん（
越
）

　
　

二
位　

西
川
友
之
さ
ん（
学
）

　
　

三
位　

大
内
将
斗
さ
ん（
薬
）

団
体
優
勝　

越
嶺
会
Ａ

　
　

二
位　

越
嶺
会
Ｄ

　
　

三
位　

仰
岳
会
Ｂ

　

次
回
二
〇
二
三
年
は
、
薬
窓
会

さ
ん
幹
事
で
、
五
月
二
七
日
㈯
八

尾
カ
ン
ト
リ
ー
で
開
催
予
定
で
す
。 　

石
田
五
十
六
様

　
　
　
　

（
学
部
一
四
回
）
よ
り

「
徒
然
な
男
の
ブ
ル
ー
ス

　

オ
ケ
ラ
の
戯
言
　
三
六
五
話
」

　
　
　
　
　
　
　

石
田
五
十
六
著

　

Ａ
五
判
四
八
五
頁
。

　

二
〇
二
二
年
九
月
二
二
日

　

幻
冬
社
発
行

　

二
二
一
〇
円
（
税
込
）

　

二
〇
二
〇
年
に
『
そ
ば
読
本
』

（
会
報
八
九
号
で
紹
介
）
を
出
版

し
た
著
者
が
数
十
年
書
き
溜
め
た

も
の
を
ま
と
め
た
〝
現
代
版
徒
然

草
〞
。
目
線
は
一
匹
の
螻
蛄
（
お

け
ら
）
の
立
ち
位
置
。
徹
底
し
た

庶
民
論
・
庶
民
史
観
に
立
つ
市
井

の
人
間
の
戯
言
ー
「
は
じ
め
に
」

よ
り
抜
粋
ー
。

　

一
〇
五
話
劇
団
ふ
だ
い

　

一
八
八
話
大
学
原
論

　

二
〇
五
話
学
生
寮

　

三
〇
七
話
富
山
市
内
の
思
い
出

な
ど
越
嶺
会
員
も
惹
か
れ
る
内
容
。 　

服
部
重
敬
様

　
　
　
　

（
学
部
二
四
回
）
よ
り

「
富
山
県
の
鉄
道

　

一
九
六
〇
年
代
〜
北
陸
新
幹
線

　
　
　
　
　

開
業
ま
で
の
記
録
」

　
　
　
　
　

著
者　

服
部
重
敬

　

二
〇
二
二
年
一
二
月
一
日

　

㈱
フ
ォ
ト
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

　

Ｂ
５
判
二
五
六
頁

　

三
九
六
〇
円
（
税
込
）

　　

懐
か
し
い
写
真
で
よ
み
が
え
る

県
内
各
地
の
鉄
道
史
、
富
山
県
の

鉄
道
小
史
と
し
て
一
八
九
七
年
の

中
越
鉄
道
開
業
以
来
の
歴
史
を
概

観
で
き
ま
す
。
富
山
地
方
鉄
道
に

統
合
さ
れ
る
鉄
道
路
線
が
電
力
資

本
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
産
業

県
と
し
て
の
発
展
に
寄
与
し
ま
し

た
。

　

国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
変
わ
る
な
か

で
東
京
行
き
特
急
が
速
く
な
っ
て

い
っ
た
こ
と
も
地
域
間
の
結
び
つ

き
の
変
遷
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

土
屋
民
雄
さ
ん
（
短
大
四
回
）

　
　
　

　

土
屋
先
輩
は
、
大
柄
で
人
当
り

も
よ
く
て
短
大
五
周
年
記
念
行
事

で
も
遺
憾
な
く
そ
の
人
柄
を
発
揮

さ
れ
、
短
大
五
年
制
昇
格
署
名
運

動
（
現
在
の
夜
間
学
部
に
な
り
ま

す
）
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
イ
、
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
運
動
会
な
ど

の
委
員
に
な
ら
れ
て
そ
の
力
を
い

か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

〈
関
東
越
嶺
会
常
任
理
事

　
　

短
大
四
回　

立
田　

征
夫
〉

　

土
屋
先
輩
は
、
本
年
四
月
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺
会
の

会
計
担
当
、
短
大
代
表
の
副
会
長

と
し
て
長
き
に
渡
り
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

先
輩
は
パ
ソ
コ
ン
等
が
あ
ま
り

得
意
で
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
会
合
の
出
欠
最
終
確
認
の

た
め
私
か
ら
電
話
を
す
る
と
、

「
あ
っ
、
ま
だ
メ
ー
ル
見
て
な
い
」、

「
パ
ソ
コ
ン
の
調
子
悪
く
て…

」

等
の
返
事
で
し
た
が
、
結
局
は
い

つ
も
参
加
の
回
答
で
、
会
合
で

様
々
な
意
見
を
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
癌
が
見
つ
か
り
治
療
を
開
始

さ
れ
て
か
ら
も
、
参
加
を
継
続
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
富
山
県
人
会
連
合

会
理
事
を
長
年
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

県
人
会
連
合
会
の
催
し
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
や
県
人
会
連
合
会
の
よ

う
な
「
富
山
つ
な
が
り
」
を
と
て

も
大
事
に
さ
れ
て
い
た
方
で
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
の

　
　
　
実
践
者
、
古
澤
英
雄
先
輩

　

私
が
関
東
越
嶺
会
総
会
に
毎
年

続
け
て
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年

頃
か
ら
で
す
。
当
時
、
会
長
は
木

田
川
和
夫
さ
ん
（
高
商
十
四
回
）

寄
贈
図
書
御
礼
・
紹
介

で
、
会
長
の
任
を
二
四
年
間
と
長

く
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
岡
高
商
ご
出
身
で

会
役
員
を
務
め
お
世
話
さ
れ
た
の

は
、
古
澤
英
雄
（
十
二
回
、
昭
和

十
四
年
三
月
卒
）
、
長
谷
重
信

（
十
五
）
、
吉
本
利
彦
（
十
七
）
、

蒲
田
弘
（
十
八
）
、
戸
谷
邦
弘

（
十
九
）
の
諸
先
輩
で
、
皆
様
か

ら
直
接
、
「
同
窓
」
の
意
義
と
大

切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
古
澤
先
輩
は
本
年
九
月

四
日
、
ご
長
寿
の
満
一
〇
四
歳
で

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
一
〇
〇
歳
の

際
も
総
会
や
講
演
会
・
新
年
会
に

出
席
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
毎
回
、
後

輩
の
私
ど
も
を
励
ま
し
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
深
い
の
は
、
毎
年
一

月
開
催
の
講
演
会
の
後
の
先
輩
の

コ
メ
ン
ト
で
し
た
。
講
師
は
役
員

会
で
推
選
し
た
卒
業
生
が
大
半
で
、

毎
回
、
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

先
輩
は
講
演
内
容
の
み
な
ら
ず
、

講
師
の
業
界
や
所
属
先
で
の
活
躍

や
人
と
な
り
に
つ
い
て
も
、
高
い

評
価
と
敬
意
の
言
葉
を
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
講
師
や
演
題

の
周
辺
情
報
に
つ
い
て
、
事
前
の

準
備
を
さ
れ
て
い
た
と
察
し
、
毎

回
、
感
服
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
世
話
人
を
し
て
い
た
頃
の

「
ｅ
ワ
イ
ン
会
」
に
も
度
々
ご
出

席
く
だ
さ
り
、
車
座
で
歓
談
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、

ご
先
祖
が
加
賀
藩
の
勘
定
方(

会

計
担
当)

で
あ
っ
た
内
容
の
古
文

書
が
金
沢
市
の
ご
実
家
で
見
つ
か

っ
た
と
ご
披
露
。
こ
の
時
、
私
は

先
輩
と
ご
先
祖
の
血
の
つ
な
が
り

が
、
高
岡
高
商
で
学
ば
れ
た
由
縁

か
と
合
点
し
た
次
第
で
す
。

　

古
澤
先
輩
は
、
ま
わ
り
の
人
た

ち
に
温
か
く
、
そ
し
て
元
気
づ
け

る
オ
ー
ラ
を
お
持
ち
の
人
で
し
た
。

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
を
実
践

さ
れ
た
達
人
で
し
た
。

　

関
東
越
嶺
会
を
育
て
、
後
輩
を

温
か
く
見
守
り
続
け
て
く
だ
さ
っ

た
古
澤
英
雄
先
輩
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
元
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
四
回　

渡
邉
慶
孝
〉

　

古
澤
英
雄
さ
ん
が
一
〇
四
歳
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺

会
（
高
岡
高
等
商
業
、
富
山
大
学

同
窓
会
の
関
東
支
部
）
で
お
会
い

し
た
の
は
私
が
同
窓
会
に
参
加
し

始
め
た
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二

年
）
頃
で
し
た
。
古
澤
先
輩
は
伝

統
あ
る
高
岡
高
商
十
二
回
卒
で
、

多
大
な
る
ご
指
導
と
激
励
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
豊
富
な
経
験
と
幅

広
い
見
識
が
あ
り
、
総
会
、
新
年

会
で
お
会
い
す
る
都
度
お
話
し
を

伺
い
、
刺
激
を
受
け
、
毎
回
参
加

す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）

に
関
東
越
嶺
会
設
立
八
〇
周
年
記

念
誌
の
発
行
に
際
し
編
集
委
員
会

で
ご
一
緒
し
ま
し
た
が
、
古
澤
さ

ん
よ
り
高
岡
高
商
の
歴
史
、
当
時

の
様
子
を
お
聞
き
し
高
商
の
素
晴

ら
し
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。
古
澤

先
輩
は
昭
和
二
九
年
か
ら
同
窓
会

へ
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
九
〇

周
年
大
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
で
開
催

で
き
ず
残
念
で
し
た
。

　

気
さ
く
で
世
代
を
超
え
て
声
を

か
け
て
も
ら
い
、
新
年
会
の
後
は

銀
座
へ
も
連
れ
て
行
っ
て
頂
い
た

り
、
文
京
区
白
山
の
店
で
夜
遅
く

ま
で
一
緒
に
騒
ぎ
ま
し
た
。
大
変

楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
さ
せ

て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
に
感
謝
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

〈
前
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
八
回　

福
田
哲
郎
〉

　

古
澤
大
先
輩
は
関
東
越
嶺
会
の

名
実
と
も
に
最
高
顧
問
と
し
て
、

長
き
に
わ
た
り
当
会
を
牽
引
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
先
輩
は
高
岡
高
商
十
二
回
生

（
今
か
ら
八
三
年
前
の
昭
和
十
四

年
三
月
卒
）
で
す
。
私
は
高
岡
高

商
の
名
前
は
高
校
時
代
に
知
っ
て

は
い
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
優
秀

な
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
等

の
詳
し
い
こ
と
は
、
富
山
大
学
卒

業
後
ず
っ
と
後
で
認
識
し
た
こ
と

で
す
。
関
東
越
嶺
会
で
多
く
の
高

岡
高
商
の
人
望
あ
る
先
輩
に
お
会

い
し
ま
し
た
が
、
大
先
輩
が
正
に

そ
の
お
一
人
で
す
。

　

大
先
輩
に
は
各
会
合
で
ス
ピ
ー

チ
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
古
い
こ

と
で
な
く
昨
今
や
当
日
の
話
題
を

取
り
上
げ
、
ま
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
、
会
場
内
が
よ
り
明
る
く
な

り
ま
し
た
。
毎
回
こ
の
ス
ピ
ー
チ

を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
会
員
も

多
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

大
先
輩
に
少
し
だ
け
恩
返
し
が

で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
年

一
月
に
高
岡
高
商
十
五
回
生
本
田

健
士
さ
ん
の
遺
品
か
ら
、
当
時
の

卒
業
式
典
資
料
・
高
岡
高
商
や
高

岡
市
街
の
写
真
等
が
数
多
く
見
つ

か
り
ま
し
た
。
（
甥
の
本
田
孝
範

さ
ん
よ
り
ご
提
供
、
本
部
会
報
第

九
二
号
参
照
）
私
は
こ
れ
ら
の
貴

重
な
資
料
を
大
先
輩
に
お
送
り
し

ま
し
た
の
で
、
懐
か
し
く
ご
覧
に

な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

安
倍
樹
大
兄
に
先
立
た
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
河
合
健
夫

　

過
ぎ
去
っ
た
半
世
紀
以
上
の
私

の
交
友
関
係
を
振
り
返
る
と
、
決

ま
っ
て
今
は
亡
き
貴
君
の
温
顔
と

行
動
力
の
確
か
さ
に
思
い
当
た
り

ま
す
。
長
か
っ
た
闘
病
生
活
に
ピ

リ
オ
ド
を
打
ち
、
と
う
と
う
旅
立

た
れ
た
の
で
す
ね
。

　

私
た
ち
は
経
済
学
部
の
高
光
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

　

交
友
を
深
め
た
の
は
、
卒
業
し

て
か
ら
数
年
後
で
、
互
い
に
勤
務

生
活
で
の
希
望
や
不
安
を
語
り
合

っ
た
頃
か
ら
で
し
た
。

　

貴
君
は
印
刷
会
社
の
役
員
に
ま

で
昇
進
さ
れ
、
一
方
で
は
同
窓
生

の
集
う
関
東
越
嶺
会
に
於
い
て
、

そ
の
会
長
ま
で
こ
な
し
て
こ
ら
れ

た
こ
と
は
、
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
頃
に
も
ゼ
ミ
生
の
結
束

は
堅
く
、
家
族
と
も
ど
も
の
交
友

を
図
ろ
う
と
三
年
ご
と
に
北
陸
、

関
東
、
関
西
各
地
の
保
養
地
に
集

っ
て
談
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
で
十
名
全
員
が
家
庭
円
満
、

仕
事
も
順
調
、
み
ん
な
貴
兄
の
リ

ー
ド
が
あ
っ
た
お
か
げ
と
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。

　

あ
な
た
は
、
ま
た
、
故
郷
や
友

人
へ
の
思
慕
の
念
の
ひ
と
き
わ
強

い
人
で
し
た
。

　

一
時
期
、
私
が
仕
事
で
上
京
し

て
い
た
こ
ろ
数
人
の
旧
友
と
訪
ね

て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
今
朝
富
山
湾
で
上
が
っ
た
福

来
魚
を
買
っ
て
き
た
か
ら
と
、
ご

自
身
で
上
手
く
捌
い
て
振
舞
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
貴
君
の
器
用
な
こ

と
と
故
郷
の
味
噌
が
マ
ッ
チ
し
て

み
ん
な
で
舌
鼓
を
打
っ
た
こ
と
も

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ

さ
い
。
私
も
近
い
う
ち
に
貴
君
の

お
そ
ば
に
参
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
か
ら
、
ま
た
楽
し
い
語
り
合

い
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　
　

〈
学
部
七
回

　
　
　

か
わ
い
・
た
け
お
〉

　

関
東
越
嶺
会
会
長
を
平
成
十
二

（
二
〇
〇
〇
）
年
か
ら
六
年
間
務

め
ら
れ
た
安
倍
樹
さ
ん
が
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
同
窓

会
を
牽
引
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

数
年
前
に
脳
梗
塞
を
患
っ
た
と
は

お
聞
き
し
て
い
た
の
で
す
が…

。

　

先
輩
は
会
長
の
前
に
代
表
幹
事

を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
の
平
成

七
年
、
関
東
越
嶺
会
の
会
報
発
行

を
先
頭
に
立
っ
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
が
、
関
東

越
嶺
会
に
関
わ
り
出
し
た
頃
で
し

た
。

　

私
は
卒
業
後
三
年
目
二
五
歳
の

時
（
昭
和
五
四
年
）
に
、
サ
ッ
カ

ー
部
先
輩
の
学
部
二
二
回
松
澤
哲

夫
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
東
京
駅
近
く

の
鉄
鋼
会
館
で
開
催
の
関
東
越
嶺

会
総
会
・
懇
親
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
若
い
方
が
少
な
く
思
え
て
、

そ
れ
以
来
は
長
年
当
会
と
距
離
を

置
い
て
い
ま
し
た
。
平
成
七
年
で

し
た
か
、
平
日
の
あ
る
日
、
会
社

に
安
倍
先
輩
か
ら
「
幹
事
や
っ
て

ほ
し
い
」
と
一
本
釣
り
的
な
電
話

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、

経
済
学
部
創
立
七
〇
周
年
の
寄
付

金
納
入
者
リ
ス
ト
を
ご
覧
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
の
私
は

「
頼
ま
れ
た
、
仕
方
な
い
」
と
思

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
二
七
年

経
過
し
た
今
で
は
、
先
輩
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

先
輩
は
、
東
京
富
山
県
人
会
連

合
会
に
所
属
の
東
京
富
山
市
友
会

や
東
京
神
通
会(

富
山
中
部
高
校)

等
で
も
ご
活
躍
さ
れ
た
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉
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　私
の
卒
業
論
文

ー
五
〇
年
前
の

　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
澤　

喜
孝

　

「
越
嶺
会
報
」
に
は
事
務
局
か

ら
皆
さ
ん
の
卒
業
論
文
の
返
却
す

る
旨
の
事
務
記
載
が
あ
り
ま
す
。

以
前
か
ら
こ
の
卒
業
論
文
の
返
却

の
記
載
に
つ
い
て
は
わ
た
し
自
身

何
と
な
く
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

た
だ
返
却
ま
で
は
と
思
い
つ
つ
、

何
年
か
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
返
却

す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、

令
和
四
年
七
月
一
日
発
行
の
第
九

二
号
「
越
嶺
会
報
」
で
す
。
そ
こ

に
同
窓
生
の
方
々
の
卒
業
論
文
を

手
元
に
返
却
さ
れ
そ
の
思
い
を
記

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
拝
読
し
そ

の
感
動
が
私
の
心
を
揺
る
が
せ
ま

し
た
。
そ
こ
で
思
い
切
っ
て
、
越

嶺
会
の
事
務
局
に
返
却
の
お
願
い

し
ま
し
た
。

 

届
い
て
、
開
け
て
ビ
ッ
ク
リ
で

す
!!
五
〇
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
で
す
。
苦
労
し
て
書
い
た
こ
と

は
覚
え
て
い
ま
す
が
、
卒
題
は
全

然
思
い
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
わ
が
国
の
社
会
保
障
の
課
題
ー

高
福
祉
社
会
実
現
の
た
め
に
ー
」

と
た
い
そ
う
な
卒
題
を
掲
げ
て
い

た
の
で
す
。
今
の
時
代
を
先
取
り

し
た
。
ま
あ
、
当
時
は
ま
だ
福
祉

制
度
は
貧
弱
で
し
た
。
経
済
成
長

に
舵
を
取
り
つ
つ
あ
っ
た
時
代
背

景
を
考
え
る
と
自
分
な
り
に
結
構
、

社
会
福
祉
に
つ
い
て
問
題
意
識
を

潜
在
的
に
も
っ
て
い
た
と
自
分
を

誉
め
ま
し
た
。
そ
の
意
識
が
今
定

年
退
職
後
、
誰
も
成
り
手
の
な
い

地
域
の
自
治
会
長
・
民
生
委
員
を

引
き
受
け
て
い
ま
す
。
社
会
・
地

域
の
最
前
線
で
人
の
た
め
世
の
た

め
に
支
え
合
い
の
〝
一
手
〞
と
し

て
孤
軍
奮
闘
し
て
い
ま
す
。(

笑)

　

も
う
一
つ
の
驚
い
た
の
は
、
今

は
パ
ソ
コ
ン
か
と
思
い
ま
す
。
当

時
は
四
百
詰
め
の
富
山
大
学
経
済

学
部
所
定
の
論
文
用
紙
に
一
字
一

句
丁
寧
に
そ
れ
も
万
年
筆
で
書
い

て
い
た
の
で
す
ね
。
（
こ
れ
も
覚

え
て
い
ま
せ
ん
が
。
）
参
考
に
使

っ
た
表
や
図
も
所
定
の
四
百
詰
め

の
富
山
大
学
経
済
学
部
論
文
用
紙

を
横
書
し
て
書
い
て
い
た
の
で
す
。

今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
で
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
同
窓
生
の
み

な
さ
ん
！
未
だ
ご
自
分
の
卒
業
論

文
を
返
却
さ
れ
て
な
い
方
は
、
ご

自
分
の
大
学
生
活
の
集
大
成
の
想

い
出
の
ひ
と
つ
と
し
て
卒
業
論
文

を
手
元
に
置
か
れ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
是
非
、

越
嶺
会
事
務
局
へ
ご
一
報
を
！

余
談

　

時
々
、
卒
業
論
文
を
締
切
日
に

提
出
し
て
い
な
く
て
、
学
務
係
の

掲
示
板
に
未
提
出
者
の
紙
が
貼
ら

れ
て
い
る
夢
を
見
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
回
、
自
分
の
卒
論
を
手

元
に
置
い
て
実
物
を
目
の
前
で
確

認
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
こ
の
悩
ま

し
い
夢
は
解
消
し
、
も
う
二
度
と

出
て
き
ま
せ
ん
ネ
！
（
笑
）

　

写
真
は
福
祉
・
介
護
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
全
国
大
会
「
い
き
が

い
・
助
け
合
い
サ
ミ
ッ
ト
in
東

京
」
（
通
称
：
東
京
サ
ミ
ッ
ト
）

に
私
が
世
話
役
代
表
し
て
い
る

「
支
え
合
い
会
議
板
橋
」
の
一
人

と
し
て
参
加
し
た
時
の
も
の
で
す
。

＊
＊
こ
の
「
支
え
合
い
会
議
板

橋
」
は
一
地
域
の
協
議
体
で
、
厚

労
省
の
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

で
す
。
国
の
生
活
支
援
整
備
の
一

環
と
し
て
四
年
前
か
ら
全
国
の
市

区
町
村
単
位
で
組
織
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
我
が
板
橋
区
は
十
八
ブ
ロ

ッ
ク
で
活
発
に
住
民
主
体
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
「
支
え
合
い
会

議
板
橋
」
は
そ
の
十
八
ブ
ロ
ッ
ク

の
協
議
体
の
一
つ
で
す
。
全
国
レ

ベ
ル
で
も
一
番
進
ん
で
い
る
ひ
と

つ
で
す
。

　

今
ま
で
高
齢
者
へ
の
地
域
の
対

応
は
、
行
政
、
町
会
、
民
生
委
員
、

老
人
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
各
福
祉

施
設
等
縦
軸
で
の
サ
ポ
ー
ト
で
し

た
。
厚
労
省
は
こ
れ
を
横
軸
に
し

て
、
高
齢
化
が
格
段
に
進
む
中
、

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
て
い

く
協
議
体
を
立
ち
上
げ
て
い
る
わ

け
で
す
。
地
域
の
高
齢
者
の
困
り

ご
と
、
高
齢
者
が
元
気
に
地
域
と

交
わ
っ
て
い
く
具
体
的
な
方
策
な

ど
を
考
え
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
推
進
母
体
は
や
は
り
各
市
区

町
村
に
あ
る
「
社
会
福
祉
協
議

会
」
で
す
。

（
22
回　

た
け
ざ
わ　

よ
し
た
か
）

わ
が
国
の
圧
力
団
体

　
こ
れ
が
私
の
卒
業
論
文
の

　
タ
イ
ト
ル
で
し
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

恵
雄

　

「
卒
業
論
文
を
お
返
し
し
ま

す
」
い
つ
も
ご
送
付
い
た
だ
い
て

い
る
越
嶺
会
報
に
こ
の
記
事
を
見

つ
け
、
ま
た
、
経
験
者
の
投
稿
を

拝
読
し
て
自
分
も
卒
論
を
返
却
し

て
も
ら
お
う
と
思
い
立
ち
事
務
局

あ
て
依
頼
の
文
書
を
送
付
し
ま
し

た
。

　

果
た
し
て
自
分
の
卒
論
は
き
ち

ん
と
保
管
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
一
抹
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ほ
ど
な
く
し
て
メ
ー
ル
を
い

た
だ
き
、
現
物
も
届
き
ま
し
た
。

原
稿
用
紙
五
〇
枚
ほ
ど
書
い
た
記

憶
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
こ

ん
な
風
に
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
ら
れ

て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
の
所
属
し
た
大
谷
ゼ
ミ
は
政

治
学
の
ゼ
ミ
で
し
た
。
当
時
の
日

本
社
会
で
は
、
財
界
や
労
働
団
体

の
動
き
に
加
え
て
、
国
鉄
の
全
国

ス
ト
ラ
イ
キ
、
日
本
医
師
会
に
よ

る
保
険
診
療
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
農
協

に
よ
る
生
産
者
米
価
引
き
上
げ
要

求
運
動
（
米
価
審
議
会
に
出
席
す

る
委
員
の
肩
を
た
た
い
て
激
励
す

る
光
景
が
テ
レ
ビ
で
よ
く
流
れ

た
）
な
ど
が
、
し
ば
し
ば
マ
ス
コ

ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
う
し
た

団
体
が
政
治
に
圧
力
を
か
け
、
自

分
達
の
生
活
に
も
少
な
か
ら
ず
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
、
こ
の

テ
ー
マ
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

　

今
読
み
返
し
て
み
る
と
な
か
な

か
立
派
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま

す
。
参
考
文
献
の
中
に
、
石
田
雄

東
大
名
誉
教
授
の
お
名
前
が
あ
り

ま
し
た
。
政
治
学
の
大
家
で
す
。

こ
の
方
の
「
現
代
組
織
論
」
と
い

う
著
書
を
参
考
に
し
て
（
と
言
う

か
ほ
と
ん
ど
引
き
写
し
？
）
卒
論

を
仕
上
げ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

当
時
は
ま
だ
ワ
ー
プ
ロ
も
パ
ソ
コ

ン
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
卒
論

を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
万
年
筆
を

新
調
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
万
年
筆
で
原
稿
用
紙
に
書
き

ま
し
た
。

　

成
績
が
悪
く
、
口
下
手
で
社
交

性
も
な
い
の
で
民
間
企
業
へ
の
就

職
は
無
理
と
考
え
、
卒
業
を
一
年

延
期
し
て
公
務
員
試
験
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
悪
い
こ
と
に
そ
の
数
年

前
に
起
き
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
り
、
就
職
戦
線
は
最
悪
で
し
た
。

世
は
不
景
気
と
な
り
学
生
は
公
務

員
試
験
に
殺
到
し
、
と
ん
で
も
な

い
競
争
倍
率
と
な
っ
て
い
た
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
拾
っ
て
く
れ
る
神

も
い
る
も
の
で
、
見
事
試
験
に
合

格
し
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
し
た
。

（
奇
跡
的
な
出
来
事
）

　

い
く
つ
か
二
次
試
験
を
受
け
、

結
局
、
東
京
大
学
に
就
職
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
（
当
時
国
立
大

学
職
員
は
、
文
部
事
務
官
と
呼
ば

れ
る
公
務
員
）
。
職
場
は
、
新
潟

や
長
野
、
茨
城
や
千
葉
と
い
っ
た

地
方
出
身
者
が
多
く
、
地
方
し
か

知
ら
な
い
中
途
半
端
な
自
分
で
も

徐
々
に
都
会
の
職
場
に
馴
染
ん
で

い
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
当

時
の
私
の
仕
事
は
、
部
局
長
の
集

ま
る
会
議
の
お
世
話
役
で
し
た
。

そ
こ
で
石
田
先
生
に
お
会
い
し
た

の
で
す
。
社
会
科
学
研
究
所
の
所

長
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
方
に
卒
論
で
お
世
話
に
な

っ
た
の
か
！
」
そ
の
お
姿
を
拝
見

し
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
昼
休
み
に
よ
く
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
は
そ
の
後
、
本
省
に
転
任
し
、

本
省
と
い
く
つ
か
の
国
立
大
学
を

経
験
し
て
数
年
前
に
定
年
退
職
し

て
い
ま
す
。
実
は
、
一
四
、
五
年

前
に
母
校
に
も
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
時
点
ま
で
活
動
家
が

居
座
っ
て
い
た
の
に
は
が
っ
か
り

し
ま
し
た
が
、
そ
の
勢
力
の
一
掃

に
西
川
学
長
特
別
補
佐
（
当
時
）

と
、
汗
を
か
き
ま
し
た
。
今
は
東

海
地
区
の
私
立
大
学
に
再
就
職
し
、

そ
れ
も
今
年
度
末
で
任
期
満
了
と

な
り
ま
す
。

　

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
は
何
か
な
、

と
時
折
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
谷
先
生
の
授
業
は
次
第
に
熱
を

帯
び
、
最
後
の
方
で
は
黒
板
が
真

っ
白
に
な
る
ほ
ど
チ
ョ
ー
ク
で
書

き
な
ぐ
っ
て
熱
弁
を
ふ
る
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
一
体
い
つ
の
時

代
の
ど
こ
の
国
の
話
を
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
と
、
い
つ
も
冷
め
た

目
で
見
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す

（
失
礼
）
。
他
の
授
業
も
同
様
で
、

経
済
学
部
は
、
西
洋
文
化
の
翻

訳
・
紹
介
業
で
、
現
実
性
に
乏
し

い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し

た
経
験
か
ら
他
の
意
見
や
見
解
に

は
一
定
の
距
離
を
と
り
、
自
分
な

り
に
物
事
を
見
極
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
「
批
判
的

思
考
力
」
だ
け
は
し
っ
か
り
身
に

付
い
た
よ
う
で
す
。
母
校
の
先
生

方
に
は
、
現
実
の
経
済
・
社
会
を

分
析
・
解
説
で
き
る
学
生
を
輩
出

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
改
め
て
事
務
局
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
長
い
間
保
管
し

ご
返
送
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
何
か
書
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

（
お
お
た
・
し
げ
お

　
　
　
　
　
　

昭
和
49
年
度
入
学

　
　
　
　
　
　

学
部
27
回
卒
業
）

　

土
屋
民
雄
さ
ん
（
短
大
四
回
）

　
　
　

　

土
屋
先
輩
は
、
大
柄
で
人
当
り

も
よ
く
て
短
大
五
周
年
記
念
行
事

で
も
遺
憾
な
く
そ
の
人
柄
を
発
揮

さ
れ
、
短
大
五
年
制
昇
格
署
名
運

動
（
現
在
の
夜
間
学
部
に
な
り
ま

す
）
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
イ
、
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
運
動
会
な
ど

の
委
員
に
な
ら
れ
て
そ
の
力
を
い

か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

〈
関
東
越
嶺
会
常
任
理
事

　
　

短
大
四
回　

立
田　

征
夫
〉

　

土
屋
先
輩
は
、
本
年
四
月
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺
会
の

会
計
担
当
、
短
大
代
表
の
副
会
長

と
し
て
長
き
に
渡
り
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

先
輩
は
パ
ソ
コ
ン
等
が
あ
ま
り

得
意
で
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
会
合
の
出
欠
最
終
確
認
の

た
め
私
か
ら
電
話
を
す
る
と
、

「
あ
っ
、
ま
だ
メ
ー
ル
見
て
な
い
」、

「
パ
ソ
コ
ン
の
調
子
悪
く
て…

」

等
の
返
事
で
し
た
が
、
結
局
は
い

つ
も
参
加
の
回
答
で
、
会
合
で

様
々
な
意
見
を
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
癌
が
見
つ
か
り
治
療
を
開
始

さ
れ
て
か
ら
も
、
参
加
を
継
続
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
富
山
県
人
会
連
合

会
理
事
を
長
年
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

県
人
会
連
合
会
の
催
し
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
や
県
人
会
連
合
会
の
よ

う
な
「
富
山
つ
な
が
り
」
を
と
て

も
大
事
に
さ
れ
て
い
た
方
で
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
の

　
　
　
実
践
者
、
古
澤
英
雄
先
輩

　

私
が
関
東
越
嶺
会
総
会
に
毎
年

続
け
て
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年

頃
か
ら
で
す
。
当
時
、
会
長
は
木

田
川
和
夫
さ
ん
（
高
商
十
四
回
）

で
、
会
長
の
任
を
二
四
年
間
と
長

く
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
岡
高
商
ご
出
身
で

会
役
員
を
務
め
お
世
話
さ
れ
た
の

は
、
古
澤
英
雄
（
十
二
回
、
昭
和

十
四
年
三
月
卒
）
、
長
谷
重
信

（
十
五
）
、
吉
本
利
彦
（
十
七
）
、

蒲
田
弘
（
十
八
）
、
戸
谷
邦
弘

（
十
九
）
の
諸
先
輩
で
、
皆
様
か

ら
直
接
、
「
同
窓
」
の
意
義
と
大

切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
古
澤
先
輩
は
本
年
九
月

四
日
、
ご
長
寿
の
満
一
〇
四
歳
で

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
一
〇
〇
歳
の

際
も
総
会
や
講
演
会
・
新
年
会
に

出
席
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
毎
回
、
後

輩
の
私
ど
も
を
励
ま
し
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
深
い
の
は
、
毎
年
一

月
開
催
の
講
演
会
の
後
の
先
輩
の

コ
メ
ン
ト
で
し
た
。
講
師
は
役
員

会
で
推
選
し
た
卒
業
生
が
大
半
で
、

毎
回
、
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

先
輩
は
講
演
内
容
の
み
な
ら
ず
、

講
師
の
業
界
や
所
属
先
で
の
活
躍

や
人
と
な
り
に
つ
い
て
も
、
高
い

評
価
と
敬
意
の
言
葉
を
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
講
師
や
演
題

の
周
辺
情
報
に
つ
い
て
、
事
前
の

準
備
を
さ
れ
て
い
た
と
察
し
、
毎

回
、
感
服
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
世
話
人
を
し
て
い
た
頃
の

「
ｅ
ワ
イ
ン
会
」
に
も
度
々
ご
出

席
く
だ
さ
り
、
車
座
で
歓
談
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、

ご
先
祖
が
加
賀
藩
の
勘
定
方(

会

計
担
当)

で
あ
っ
た
内
容
の
古
文

書
が
金
沢
市
の
ご
実
家
で
見
つ
か

っ
た
と
ご
披
露
。
こ
の
時
、
私
は

先
輩
と
ご
先
祖
の
血
の
つ
な
が
り

が
、
高
岡
高
商
で
学
ば
れ
た
由
縁

か
と
合
点
し
た
次
第
で
す
。

　

古
澤
先
輩
は
、
ま
わ
り
の
人
た

ち
に
温
か
く
、
そ
し
て
元
気
づ
け

る
オ
ー
ラ
を
お
持
ち
の
人
で
し
た
。

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
を
実
践

さ
れ
た
達
人
で
し
た
。

　

関
東
越
嶺
会
を
育
て
、
後
輩
を

温
か
く
見
守
り
続
け
て
く
だ
さ
っ

た
古
澤
英
雄
先
輩
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
元
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
四
回　

渡
邉
慶
孝
〉

　

古
澤
英
雄
さ
ん
が
一
〇
四
歳
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺

会
（
高
岡
高
等
商
業
、
富
山
大
学

同
窓
会
の
関
東
支
部
）
で
お
会
い

し
た
の
は
私
が
同
窓
会
に
参
加
し

始
め
た
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二

年
）
頃
で
し
た
。
古
澤
先
輩
は
伝

統
あ
る
高
岡
高
商
十
二
回
卒
で
、

多
大
な
る
ご
指
導
と
激
励
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
豊
富
な
経
験
と
幅

広
い
見
識
が
あ
り
、
総
会
、
新
年

会
で
お
会
い
す
る
都
度
お
話
し
を

伺
い
、
刺
激
を
受
け
、
毎
回
参
加

す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）

に
関
東
越
嶺
会
設
立
八
〇
周
年
記

念
誌
の
発
行
に
際
し
編
集
委
員
会

で
ご
一
緒
し
ま
し
た
が
、
古
澤
さ

ん
よ
り
高
岡
高
商
の
歴
史
、
当
時

の
様
子
を
お
聞
き
し
高
商
の
素
晴

ら
し
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。
古
澤

先
輩
は
昭
和
二
九
年
か
ら
同
窓
会

へ
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
九
〇

周
年
大
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
で
開
催

で
き
ず
残
念
で
し
た
。

　

気
さ
く
で
世
代
を
超
え
て
声
を

か
け
て
も
ら
い
、
新
年
会
の
後
は

銀
座
へ
も
連
れ
て
行
っ
て
頂
い
た

り
、
文
京
区
白
山
の
店
で
夜
遅
く

ま
で
一
緒
に
騒
ぎ
ま
し
た
。
大
変

楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
さ
せ

て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
に
感
謝
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

〈
前
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
八
回　

福
田
哲
郎
〉

　

古
澤
大
先
輩
は
関
東
越
嶺
会
の

名
実
と
も
に
最
高
顧
問
と
し
て
、

長
き
に
わ
た
り
当
会
を
牽
引
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
先
輩
は
高
岡
高
商
十
二
回
生

（
今
か
ら
八
三
年
前
の
昭
和
十
四

年
三
月
卒
）
で
す
。
私
は
高
岡
高

商
の
名
前
は
高
校
時
代
に
知
っ
て

は
い
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
優
秀

な
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
等

の
詳
し
い
こ
と
は
、
富
山
大
学
卒

業
後
ず
っ
と
後
で
認
識
し
た
こ
と

で
す
。
関
東
越
嶺
会
で
多
く
の
高

岡
高
商
の
人
望
あ
る
先
輩
に
お
会

い
し
ま
し
た
が
、
大
先
輩
が
正
に

そ
の
お
一
人
で
す
。

　

大
先
輩
に
は
各
会
合
で
ス
ピ
ー

チ
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
古
い
こ

と
で
な
く
昨
今
や
当
日
の
話
題
を

取
り
上
げ
、
ま
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
、
会
場
内
が
よ
り
明
る
く
な

り
ま
し
た
。
毎
回
こ
の
ス
ピ
ー
チ

を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
会
員
も

多
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

大
先
輩
に
少
し
だ
け
恩
返
し
が

で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
年

一
月
に
高
岡
高
商
十
五
回
生
本
田

健
士
さ
ん
の
遺
品
か
ら
、
当
時
の

卒
業
式
典
資
料
・
高
岡
高
商
や
高

岡
市
街
の
写
真
等
が
数
多
く
見
つ

か
り
ま
し
た
。
（
甥
の
本
田
孝
範

さ
ん
よ
り
ご
提
供
、
本
部
会
報
第

九
二
号
参
照
）
私
は
こ
れ
ら
の
貴

重
な
資
料
を
大
先
輩
に
お
送
り
し

ま
し
た
の
で
、
懐
か
し
く
ご
覧
に

な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

安
倍
樹
大
兄
に
先
立
た
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
河
合
健
夫

　

過
ぎ
去
っ
た
半
世
紀
以
上
の
私

の
交
友
関
係
を
振
り
返
る
と
、
決

ま
っ
て
今
は
亡
き
貴
君
の
温
顔
と

行
動
力
の
確
か
さ
に
思
い
当
た
り

ま
す
。
長
か
っ
た
闘
病
生
活
に
ピ

リ
オ
ド
を
打
ち
、
と
う
と
う
旅
立

た
れ
た
の
で
す
ね
。

　

私
た
ち
は
経
済
学
部
の
高
光
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

　

交
友
を
深
め
た
の
は
、
卒
業
し

て
か
ら
数
年
後
で
、
互
い
に
勤
務

生
活
で
の
希
望
や
不
安
を
語
り
合

っ
た
頃
か
ら
で
し
た
。

　

貴
君
は
印
刷
会
社
の
役
員
に
ま

で
昇
進
さ
れ
、
一
方
で
は
同
窓
生

の
集
う
関
東
越
嶺
会
に
於
い
て
、

そ
の
会
長
ま
で
こ
な
し
て
こ
ら
れ

た
こ
と
は
、
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
頃
に
も
ゼ
ミ
生
の
結
束

は
堅
く
、
家
族
と
も
ど
も
の
交
友

を
図
ろ
う
と
三
年
ご
と
に
北
陸
、

関
東
、
関
西
各
地
の
保
養
地
に
集

っ
て
談
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
で
十
名
全
員
が
家
庭
円
満
、

仕
事
も
順
調
、
み
ん
な
貴
兄
の
リ

ー
ド
が
あ
っ
た
お
か
げ
と
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。

　

あ
な
た
は
、
ま
た
、
故
郷
や
友

人
へ
の
思
慕
の
念
の
ひ
と
き
わ
強

い
人
で
し
た
。

　

一
時
期
、
私
が
仕
事
で
上
京
し

て
い
た
こ
ろ
数
人
の
旧
友
と
訪
ね

て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
今
朝
富
山
湾
で
上
が
っ
た
福

来
魚
を
買
っ
て
き
た
か
ら
と
、
ご

自
身
で
上
手
く
捌
い
て
振
舞
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
貴
君
の
器
用
な
こ

と
と
故
郷
の
味
噌
が
マ
ッ
チ
し
て

み
ん
な
で
舌
鼓
を
打
っ
た
こ
と
も

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ

さ
い
。
私
も
近
い
う
ち
に
貴
君
の

お
そ
ば
に
参
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
か
ら
、
ま
た
楽
し
い
語
り
合

い
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　
　

〈
学
部
七
回

　
　
　

か
わ
い
・
た
け
お
〉

　

関
東
越
嶺
会
会
長
を
平
成
十
二

（
二
〇
〇
〇
）
年
か
ら
六
年
間
務

め
ら
れ
た
安
倍
樹
さ
ん
が
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
同
窓

会
を
牽
引
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

数
年
前
に
脳
梗
塞
を
患
っ
た
と
は

お
聞
き
し
て
い
た
の
で
す
が…

。

　

先
輩
は
会
長
の
前
に
代
表
幹
事

を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
の
平
成

七
年
、
関
東
越
嶺
会
の
会
報
発
行

を
先
頭
に
立
っ
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
が
、
関
東

越
嶺
会
に
関
わ
り
出
し
た
頃
で
し

た
。

　

私
は
卒
業
後
三
年
目
二
五
歳
の

時
（
昭
和
五
四
年
）
に
、
サ
ッ
カ

ー
部
先
輩
の
学
部
二
二
回
松
澤
哲

夫
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
東
京
駅
近
く

の
鉄
鋼
会
館
で
開
催
の
関
東
越
嶺

会
総
会
・
懇
親
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
若
い
方
が
少
な
く
思
え
て
、

そ
れ
以
来
は
長
年
当
会
と
距
離
を

置
い
て
い
ま
し
た
。
平
成
七
年
で

し
た
か
、
平
日
の
あ
る
日
、
会
社

に
安
倍
先
輩
か
ら
「
幹
事
や
っ
て

ほ
し
い
」
と
一
本
釣
り
的
な
電
話

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、

経
済
学
部
創
立
七
〇
周
年
の
寄
付

金
納
入
者
リ
ス
ト
を
ご
覧
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
の
私
は

「
頼
ま
れ
た
、
仕
方
な
い
」
と
思

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
二
七
年

経
過
し
た
今
で
は
、
先
輩
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

先
輩
は
、
東
京
富
山
県
人
会
連

合
会
に
所
属
の
東
京
富
山
市
友
会

や
東
京
神
通
会(

富
山
中
部
高
校)

等
で
も
ご
活
躍
さ
れ
た
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉
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　私
の
卒
業
論
文

ー
五
〇
年
前
の

　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
澤　

喜
孝

　

「
越
嶺
会
報
」
に
は
事
務
局
か

ら
皆
さ
ん
の
卒
業
論
文
の
返
却
す

る
旨
の
事
務
記
載
が
あ
り
ま
す
。

以
前
か
ら
こ
の
卒
業
論
文
の
返
却

の
記
載
に
つ
い
て
は
わ
た
し
自
身

何
と
な
く
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

た
だ
返
却
ま
で
は
と
思
い
つ
つ
、

何
年
か
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
返
却

す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、

令
和
四
年
七
月
一
日
発
行
の
第
九

二
号
「
越
嶺
会
報
」
で
す
。
そ
こ

に
同
窓
生
の
方
々
の
卒
業
論
文
を

手
元
に
返
却
さ
れ
そ
の
思
い
を
記

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
拝
読
し
そ

の
感
動
が
私
の
心
を
揺
る
が
せ
ま

し
た
。
そ
こ
で
思
い
切
っ
て
、
越

嶺
会
の
事
務
局
に
返
却
の
お
願
い

し
ま
し
た
。

 

届
い
て
、
開
け
て
ビ
ッ
ク
リ
で

す
!!
五
〇
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
で
す
。
苦
労
し
て
書
い
た
こ
と

は
覚
え
て
い
ま
す
が
、
卒
題
は
全

然
思
い
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
わ
が
国
の
社
会
保
障
の
課
題
ー

高
福
祉
社
会
実
現
の
た
め
に
ー
」

と
た
い
そ
う
な
卒
題
を
掲
げ
て
い

た
の
で
す
。
今
の
時
代
を
先
取
り

し
た
。
ま
あ
、
当
時
は
ま
だ
福
祉

制
度
は
貧
弱
で
し
た
。
経
済
成
長

に
舵
を
取
り
つ
つ
あ
っ
た
時
代
背

景
を
考
え
る
と
自
分
な
り
に
結
構
、

社
会
福
祉
に
つ
い
て
問
題
意
識
を

潜
在
的
に
も
っ
て
い
た
と
自
分
を

誉
め
ま
し
た
。
そ
の
意
識
が
今
定

年
退
職
後
、
誰
も
成
り
手
の
な
い

地
域
の
自
治
会
長
・
民
生
委
員
を

引
き
受
け
て
い
ま
す
。
社
会
・
地

域
の
最
前
線
で
人
の
た
め
世
の
た

め
に
支
え
合
い
の
〝
一
手
〞
と
し

て
孤
軍
奮
闘
し
て
い
ま
す
。(

笑)

　

も
う
一
つ
の
驚
い
た
の
は
、
今

は
パ
ソ
コ
ン
か
と
思
い
ま
す
。
当

時
は
四
百
詰
め
の
富
山
大
学
経
済

学
部
所
定
の
論
文
用
紙
に
一
字
一

句
丁
寧
に
そ
れ
も
万
年
筆
で
書
い

て
い
た
の
で
す
ね
。
（
こ
れ
も
覚

え
て
い
ま
せ
ん
が
。
）
参
考
に
使

っ
た
表
や
図
も
所
定
の
四
百
詰
め

の
富
山
大
学
経
済
学
部
論
文
用
紙

を
横
書
し
て
書
い
て
い
た
の
で
す
。

今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
で
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
同
窓
生
の
み

な
さ
ん
！
未
だ
ご
自
分
の
卒
業
論

文
を
返
却
さ
れ
て
な
い
方
は
、
ご

自
分
の
大
学
生
活
の
集
大
成
の
想

い
出
の
ひ
と
つ
と
し
て
卒
業
論
文

を
手
元
に
置
か
れ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
是
非
、

越
嶺
会
事
務
局
へ
ご
一
報
を
！

余
談

　

時
々
、
卒
業
論
文
を
締
切
日
に

提
出
し
て
い
な
く
て
、
学
務
係
の

掲
示
板
に
未
提
出
者
の
紙
が
貼
ら

れ
て
い
る
夢
を
見
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
回
、
自
分
の
卒
論
を
手

元
に
置
い
て
実
物
を
目
の
前
で
確

認
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
こ
の
悩
ま

し
い
夢
は
解
消
し
、
も
う
二
度
と

出
て
き
ま
せ
ん
ネ
！
（
笑
）

　

写
真
は
福
祉
・
介
護
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
全
国
大
会
「
い
き
が

い
・
助
け
合
い
サ
ミ
ッ
ト
in
東

京
」
（
通
称
：
東
京
サ
ミ
ッ
ト
）

に
私
が
世
話
役
代
表
し
て
い
る

「
支
え
合
い
会
議
板
橋
」
の
一
人

と
し
て
参
加
し
た
時
の
も
の
で
す
。

＊
＊
こ
の
「
支
え
合
い
会
議
板

橋
」
は
一
地
域
の
協
議
体
で
、
厚

労
省
の
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

で
す
。
国
の
生
活
支
援
整
備
の
一

環
と
し
て
四
年
前
か
ら
全
国
の
市

区
町
村
単
位
で
組
織
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
我
が
板
橋
区
は
十
八
ブ
ロ

ッ
ク
で
活
発
に
住
民
主
体
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
「
支
え
合
い
会

議
板
橋
」
は
そ
の
十
八
ブ
ロ
ッ
ク

の
協
議
体
の
一
つ
で
す
。
全
国
レ

ベ
ル
で
も
一
番
進
ん
で
い
る
ひ
と

つ
で
す
。

　

今
ま
で
高
齢
者
へ
の
地
域
の
対

応
は
、
行
政
、
町
会
、
民
生
委
員
、

老
人
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
各
福
祉

施
設
等
縦
軸
で
の
サ
ポ
ー
ト
で
し

た
。
厚
労
省
は
こ
れ
を
横
軸
に
し

て
、
高
齢
化
が
格
段
に
進
む
中
、

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
て
い

く
協
議
体
を
立
ち
上
げ
て
い
る
わ

け
で
す
。
地
域
の
高
齢
者
の
困
り

ご
と
、
高
齢
者
が
元
気
に
地
域
と

交
わ
っ
て
い
く
具
体
的
な
方
策
な

ど
を
考
え
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
推
進
母
体
は
や
は
り
各
市
区

町
村
に
あ
る
「
社
会
福
祉
協
議

会
」
で
す
。

（
22
回　

た
け
ざ
わ　

よ
し
た
か
）

わ
が
国
の
圧
力
団
体

　
こ
れ
が
私
の
卒
業
論
文
の

　
タ
イ
ト
ル
で
し
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

恵
雄

　

「
卒
業
論
文
を
お
返
し
し
ま

す
」
い
つ
も
ご
送
付
い
た
だ
い
て

い
る
越
嶺
会
報
に
こ
の
記
事
を
見

つ
け
、
ま
た
、
経
験
者
の
投
稿
を

拝
読
し
て
自
分
も
卒
論
を
返
却
し

て
も
ら
お
う
と
思
い
立
ち
事
務
局

あ
て
依
頼
の
文
書
を
送
付
し
ま
し

た
。

　

果
た
し
て
自
分
の
卒
論
は
き
ち

ん
と
保
管
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
一
抹
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ほ
ど
な
く
し
て
メ
ー
ル
を
い

た
だ
き
、
現
物
も
届
き
ま
し
た
。

原
稿
用
紙
五
〇
枚
ほ
ど
書
い
た
記

憶
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
こ

ん
な
風
に
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
ら
れ

て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
の
所
属
し
た
大
谷
ゼ
ミ
は
政

治
学
の
ゼ
ミ
で
し
た
。
当
時
の
日

本
社
会
で
は
、
財
界
や
労
働
団
体

の
動
き
に
加
え
て
、
国
鉄
の
全
国

ス
ト
ラ
イ
キ
、
日
本
医
師
会
に
よ

る
保
険
診
療
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
農
協

に
よ
る
生
産
者
米
価
引
き
上
げ
要

求
運
動
（
米
価
審
議
会
に
出
席
す

る
委
員
の
肩
を
た
た
い
て
激
励
す

る
光
景
が
テ
レ
ビ
で
よ
く
流
れ

た
）
な
ど
が
、
し
ば
し
ば
マ
ス
コ

ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
う
し
た

団
体
が
政
治
に
圧
力
を
か
け
、
自

分
達
の
生
活
に
も
少
な
か
ら
ず
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
、
こ
の

テ
ー
マ
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

　

今
読
み
返
し
て
み
る
と
な
か
な

か
立
派
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま

す
。
参
考
文
献
の
中
に
、
石
田
雄

東
大
名
誉
教
授
の
お
名
前
が
あ
り

ま
し
た
。
政
治
学
の
大
家
で
す
。

こ
の
方
の
「
現
代
組
織
論
」
と
い

う
著
書
を
参
考
に
し
て
（
と
言
う

か
ほ
と
ん
ど
引
き
写
し
？
）
卒
論

を
仕
上
げ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

当
時
は
ま
だ
ワ
ー
プ
ロ
も
パ
ソ
コ

ン
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
卒
論

を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
万
年
筆
を

新
調
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
万
年
筆
で
原
稿
用
紙
に
書
き

ま
し
た
。

　

成
績
が
悪
く
、
口
下
手
で
社
交

性
も
な
い
の
で
民
間
企
業
へ
の
就

職
は
無
理
と
考
え
、
卒
業
を
一
年

延
期
し
て
公
務
員
試
験
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
悪
い
こ
と
に
そ
の
数
年

前
に
起
き
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
り
、
就
職
戦
線
は
最
悪
で
し
た
。

世
は
不
景
気
と
な
り
学
生
は
公
務

員
試
験
に
殺
到
し
、
と
ん
で
も
な

い
競
争
倍
率
と
な
っ
て
い
た
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
拾
っ
て
く
れ
る
神

も
い
る
も
の
で
、
見
事
試
験
に
合

格
し
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
し
た
。

（
奇
跡
的
な
出
来
事
）

　

い
く
つ
か
二
次
試
験
を
受
け
、

結
局
、
東
京
大
学
に
就
職
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
（
当
時
国
立
大

学
職
員
は
、
文
部
事
務
官
と
呼
ば

れ
る
公
務
員
）
。
職
場
は
、
新
潟

や
長
野
、
茨
城
や
千
葉
と
い
っ
た

地
方
出
身
者
が
多
く
、
地
方
し
か

知
ら
な
い
中
途
半
端
な
自
分
で
も

徐
々
に
都
会
の
職
場
に
馴
染
ん
で

い
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
当

時
の
私
の
仕
事
は
、
部
局
長
の
集

ま
る
会
議
の
お
世
話
役
で
し
た
。

そ
こ
で
石
田
先
生
に
お
会
い
し
た

の
で
す
。
社
会
科
学
研
究
所
の
所

長
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
方
に
卒
論
で
お
世
話
に
な

っ
た
の
か
！
」
そ
の
お
姿
を
拝
見

し
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
昼
休
み
に
よ
く
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
は
そ
の
後
、
本
省
に
転
任
し
、

本
省
と
い
く
つ
か
の
国
立
大
学
を

経
験
し
て
数
年
前
に
定
年
退
職
し

て
い
ま
す
。
実
は
、
一
四
、
五
年

前
に
母
校
に
も
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
時
点
ま
で
活
動
家
が

居
座
っ
て
い
た
の
に
は
が
っ
か
り

し
ま
し
た
が
、
そ
の
勢
力
の
一
掃

に
西
川
学
長
特
別
補
佐
（
当
時
）

と
、
汗
を
か
き
ま
し
た
。
今
は
東

海
地
区
の
私
立
大
学
に
再
就
職
し
、

そ
れ
も
今
年
度
末
で
任
期
満
了
と

な
り
ま
す
。

　

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
は
何
か
な
、

と
時
折
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
谷
先
生
の
授
業
は
次
第
に
熱
を

帯
び
、
最
後
の
方
で
は
黒
板
が
真

っ
白
に
な
る
ほ
ど
チ
ョ
ー
ク
で
書

き
な
ぐ
っ
て
熱
弁
を
ふ
る
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
一
体
い
つ
の
時

代
の
ど
こ
の
国
の
話
を
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
と
、
い
つ
も
冷
め
た

目
で
見
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す

（
失
礼
）
。
他
の
授
業
も
同
様
で
、

経
済
学
部
は
、
西
洋
文
化
の
翻

訳
・
紹
介
業
で
、
現
実
性
に
乏
し

い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し

た
経
験
か
ら
他
の
意
見
や
見
解
に

は
一
定
の
距
離
を
と
り
、
自
分
な

り
に
物
事
を
見
極
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
「
批
判
的

思
考
力
」
だ
け
は
し
っ
か
り
身
に

付
い
た
よ
う
で
す
。
母
校
の
先
生

方
に
は
、
現
実
の
経
済
・
社
会
を

分
析
・
解
説
で
き
る
学
生
を
輩
出

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
改
め
て
事
務
局
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
長
い
間
保
管
し

ご
返
送
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
何
か
書
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

（
お
お
た
・
し
げ
お

　
　
　
　
　
　

昭
和
49
年
度
入
学

　
　
　
　
　
　

学
部
27
回
卒
業
）

　

土
屋
民
雄
さ
ん
（
短
大
四
回
）

　
　
　

　

土
屋
先
輩
は
、
大
柄
で
人
当
り

も
よ
く
て
短
大
五
周
年
記
念
行
事

で
も
遺
憾
な
く
そ
の
人
柄
を
発
揮

さ
れ
、
短
大
五
年
制
昇
格
署
名
運

動
（
現
在
の
夜
間
学
部
に
な
り
ま

す
）
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
イ
、
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
運
動
会
な
ど

の
委
員
に
な
ら
れ
て
そ
の
力
を
い

か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

〈
関
東
越
嶺
会
常
任
理
事

　
　

短
大
四
回　

立
田　

征
夫
〉

　

土
屋
先
輩
は
、
本
年
四
月
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺
会
の

会
計
担
当
、
短
大
代
表
の
副
会
長

と
し
て
長
き
に
渡
り
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

先
輩
は
パ
ソ
コ
ン
等
が
あ
ま
り

得
意
で
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
会
合
の
出
欠
最
終
確
認
の

た
め
私
か
ら
電
話
を
す
る
と
、

「
あ
っ
、
ま
だ
メ
ー
ル
見
て
な
い
」、

「
パ
ソ
コ
ン
の
調
子
悪
く
て…

」

等
の
返
事
で
し
た
が
、
結
局
は
い

つ
も
参
加
の
回
答
で
、
会
合
で

様
々
な
意
見
を
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
癌
が
見
つ
か
り
治
療
を
開
始

さ
れ
て
か
ら
も
、
参
加
を
継
続
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
富
山
県
人
会
連
合

会
理
事
を
長
年
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

県
人
会
連
合
会
の
催
し
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
や
県
人
会
連
合
会
の
よ

う
な
「
富
山
つ
な
が
り
」
を
と
て

も
大
事
に
さ
れ
て
い
た
方
で
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
の

　
　
　
実
践
者
、
古
澤
英
雄
先
輩

　

私
が
関
東
越
嶺
会
総
会
に
毎
年

続
け
て
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年

頃
か
ら
で
す
。
当
時
、
会
長
は
木

田
川
和
夫
さ
ん
（
高
商
十
四
回
）

で
、
会
長
の
任
を
二
四
年
間
と
長

く
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
岡
高
商
ご
出
身
で

会
役
員
を
務
め
お
世
話
さ
れ
た
の

は
、
古
澤
英
雄
（
十
二
回
、
昭
和

十
四
年
三
月
卒
）
、
長
谷
重
信

（
十
五
）
、
吉
本
利
彦
（
十
七
）
、

蒲
田
弘
（
十
八
）
、
戸
谷
邦
弘

（
十
九
）
の
諸
先
輩
で
、
皆
様
か

ら
直
接
、
「
同
窓
」
の
意
義
と
大

切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
古
澤
先
輩
は
本
年
九
月

四
日
、
ご
長
寿
の
満
一
〇
四
歳
で

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
一
〇
〇
歳
の

際
も
総
会
や
講
演
会
・
新
年
会
に

出
席
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
毎
回
、
後

輩
の
私
ど
も
を
励
ま
し
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
深
い
の
は
、
毎
年
一

月
開
催
の
講
演
会
の
後
の
先
輩
の

コ
メ
ン
ト
で
し
た
。
講
師
は
役
員

会
で
推
選
し
た
卒
業
生
が
大
半
で
、

毎
回
、
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

先
輩
は
講
演
内
容
の
み
な
ら
ず
、

講
師
の
業
界
や
所
属
先
で
の
活
躍

や
人
と
な
り
に
つ
い
て
も
、
高
い

評
価
と
敬
意
の
言
葉
を
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
講
師
や
演
題

の
周
辺
情
報
に
つ
い
て
、
事
前
の

準
備
を
さ
れ
て
い
た
と
察
し
、
毎

回
、
感
服
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
世
話
人
を
し
て
い
た
頃
の

「
ｅ
ワ
イ
ン
会
」
に
も
度
々
ご
出

席
く
だ
さ
り
、
車
座
で
歓
談
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、

ご
先
祖
が
加
賀
藩
の
勘
定
方(

会

計
担
当)

で
あ
っ
た
内
容
の
古
文

書
が
金
沢
市
の
ご
実
家
で
見
つ
か

っ
た
と
ご
披
露
。
こ
の
時
、
私
は

先
輩
と
ご
先
祖
の
血
の
つ
な
が
り

が
、
高
岡
高
商
で
学
ば
れ
た
由
縁

か
と
合
点
し
た
次
第
で
す
。

　

古
澤
先
輩
は
、
ま
わ
り
の
人
た

ち
に
温
か
く
、
そ
し
て
元
気
づ
け

る
オ
ー
ラ
を
お
持
ち
の
人
で
し
た
。

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
を
実
践

さ
れ
た
達
人
で
し
た
。

　

関
東
越
嶺
会
を
育
て
、
後
輩
を

温
か
く
見
守
り
続
け
て
く
だ
さ
っ

た
古
澤
英
雄
先
輩
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
元
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
四
回　

渡
邉
慶
孝
〉

　

古
澤
英
雄
さ
ん
が
一
〇
四
歳
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺

会
（
高
岡
高
等
商
業
、
富
山
大
学

同
窓
会
の
関
東
支
部
）
で
お
会
い

し
た
の
は
私
が
同
窓
会
に
参
加
し

始
め
た
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二

年
）
頃
で
し
た
。
古
澤
先
輩
は
伝

統
あ
る
高
岡
高
商
十
二
回
卒
で
、

多
大
な
る
ご
指
導
と
激
励
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
豊
富
な
経
験
と
幅

広
い
見
識
が
あ
り
、
総
会
、
新
年

会
で
お
会
い
す
る
都
度
お
話
し
を

伺
い
、
刺
激
を
受
け
、
毎
回
参
加

す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）

に
関
東
越
嶺
会
設
立
八
〇
周
年
記

念
誌
の
発
行
に
際
し
編
集
委
員
会

で
ご
一
緒
し
ま
し
た
が
、
古
澤
さ

ん
よ
り
高
岡
高
商
の
歴
史
、
当
時

の
様
子
を
お
聞
き
し
高
商
の
素
晴

ら
し
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。
古
澤

先
輩
は
昭
和
二
九
年
か
ら
同
窓
会

へ
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
九
〇

周
年
大
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
で
開
催

で
き
ず
残
念
で
し
た
。

　

気
さ
く
で
世
代
を
超
え
て
声
を

か
け
て
も
ら
い
、
新
年
会
の
後
は

銀
座
へ
も
連
れ
て
行
っ
て
頂
い
た

り
、
文
京
区
白
山
の
店
で
夜
遅
く

ま
で
一
緒
に
騒
ぎ
ま
し
た
。
大
変

楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
さ
せ

て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
に
感
謝
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

〈
前
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
八
回　

福
田
哲
郎
〉

　

古
澤
大
先
輩
は
関
東
越
嶺
会
の

名
実
と
も
に
最
高
顧
問
と
し
て
、

長
き
に
わ
た
り
当
会
を
牽
引
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
先
輩
は
高
岡
高
商
十
二
回
生

（
今
か
ら
八
三
年
前
の
昭
和
十
四

年
三
月
卒
）
で
す
。
私
は
高
岡
高

商
の
名
前
は
高
校
時
代
に
知
っ
て

は
い
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
優
秀

な
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
等

の
詳
し
い
こ
と
は
、
富
山
大
学
卒

業
後
ず
っ
と
後
で
認
識
し
た
こ
と

で
す
。
関
東
越
嶺
会
で
多
く
の
高

岡
高
商
の
人
望
あ
る
先
輩
に
お
会

い
し
ま
し
た
が
、
大
先
輩
が
正
に

そ
の
お
一
人
で
す
。

　

大
先
輩
に
は
各
会
合
で
ス
ピ
ー

チ
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
古
い
こ

と
で
な
く
昨
今
や
当
日
の
話
題
を

取
り
上
げ
、
ま
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
、
会
場
内
が
よ
り
明
る
く
な

り
ま
し
た
。
毎
回
こ
の
ス
ピ
ー
チ

を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
会
員
も

多
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

大
先
輩
に
少
し
だ
け
恩
返
し
が

で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
年

一
月
に
高
岡
高
商
十
五
回
生
本
田

健
士
さ
ん
の
遺
品
か
ら
、
当
時
の

卒
業
式
典
資
料
・
高
岡
高
商
や
高

岡
市
街
の
写
真
等
が
数
多
く
見
つ

か
り
ま
し
た
。
（
甥
の
本
田
孝
範

さ
ん
よ
り
ご
提
供
、
本
部
会
報
第

九
二
号
参
照
）
私
は
こ
れ
ら
の
貴

重
な
資
料
を
大
先
輩
に
お
送
り
し

ま
し
た
の
で
、
懐
か
し
く
ご
覧
に

な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

安
倍
樹
大
兄
に
先
立
た
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
河
合
健
夫

　

過
ぎ
去
っ
た
半
世
紀
以
上
の
私

の
交
友
関
係
を
振
り
返
る
と
、
決

ま
っ
て
今
は
亡
き
貴
君
の
温
顔
と

行
動
力
の
確
か
さ
に
思
い
当
た
り

ま
す
。
長
か
っ
た
闘
病
生
活
に
ピ

リ
オ
ド
を
打
ち
、
と
う
と
う
旅
立

た
れ
た
の
で
す
ね
。

　

私
た
ち
は
経
済
学
部
の
高
光
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

　

交
友
を
深
め
た
の
は
、
卒
業
し

て
か
ら
数
年
後
で
、
互
い
に
勤
務

生
活
で
の
希
望
や
不
安
を
語
り
合

っ
た
頃
か
ら
で
し
た
。

　

貴
君
は
印
刷
会
社
の
役
員
に
ま

で
昇
進
さ
れ
、
一
方
で
は
同
窓
生

の
集
う
関
東
越
嶺
会
に
於
い
て
、

そ
の
会
長
ま
で
こ
な
し
て
こ
ら
れ

た
こ
と
は
、
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
頃
に
も
ゼ
ミ
生
の
結
束

は
堅
く
、
家
族
と
も
ど
も
の
交
友

を
図
ろ
う
と
三
年
ご
と
に
北
陸
、

関
東
、
関
西
各
地
の
保
養
地
に
集

っ
て
談
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
で
十
名
全
員
が
家
庭
円
満
、

仕
事
も
順
調
、
み
ん
な
貴
兄
の
リ

ー
ド
が
あ
っ
た
お
か
げ
と
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。

　

あ
な
た
は
、
ま
た
、
故
郷
や
友

人
へ
の
思
慕
の
念
の
ひ
と
き
わ
強

い
人
で
し
た
。

　

一
時
期
、
私
が
仕
事
で
上
京
し

て
い
た
こ
ろ
数
人
の
旧
友
と
訪
ね

て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
今
朝
富
山
湾
で
上
が
っ
た
福

来
魚
を
買
っ
て
き
た
か
ら
と
、
ご

自
身
で
上
手
く
捌
い
て
振
舞
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
貴
君
の
器
用
な
こ

と
と
故
郷
の
味
噌
が
マ
ッ
チ
し
て

み
ん
な
で
舌
鼓
を
打
っ
た
こ
と
も

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ

さ
い
。
私
も
近
い
う
ち
に
貴
君
の

お
そ
ば
に
参
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
か
ら
、
ま
た
楽
し
い
語
り
合

い
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　
　

〈
学
部
七
回

　
　
　

か
わ
い
・
た
け
お
〉

　

関
東
越
嶺
会
会
長
を
平
成
十
二

（
二
〇
〇
〇
）
年
か
ら
六
年
間
務

め
ら
れ
た
安
倍
樹
さ
ん
が
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
同
窓

会
を
牽
引
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

数
年
前
に
脳
梗
塞
を
患
っ
た
と
は

お
聞
き
し
て
い
た
の
で
す
が…

。

　

先
輩
は
会
長
の
前
に
代
表
幹
事

を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
の
平
成

七
年
、
関
東
越
嶺
会
の
会
報
発
行

を
先
頭
に
立
っ
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
が
、
関
東

越
嶺
会
に
関
わ
り
出
し
た
頃
で
し

た
。

　

私
は
卒
業
後
三
年
目
二
五
歳
の

時
（
昭
和
五
四
年
）
に
、
サ
ッ
カ

ー
部
先
輩
の
学
部
二
二
回
松
澤
哲

夫
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
東
京
駅
近
く

の
鉄
鋼
会
館
で
開
催
の
関
東
越
嶺

会
総
会
・
懇
親
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
若
い
方
が
少
な
く
思
え
て
、

そ
れ
以
来
は
長
年
当
会
と
距
離
を

置
い
て
い
ま
し
た
。
平
成
七
年
で

し
た
か
、
平
日
の
あ
る
日
、
会
社

に
安
倍
先
輩
か
ら
「
幹
事
や
っ
て

ほ
し
い
」
と
一
本
釣
り
的
な
電
話

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、

経
済
学
部
創
立
七
〇
周
年
の
寄
付

金
納
入
者
リ
ス
ト
を
ご
覧
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
の
私
は

「
頼
ま
れ
た
、
仕
方
な
い
」
と
思

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
二
七
年

経
過
し
た
今
で
は
、
先
輩
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

先
輩
は
、
東
京
富
山
県
人
会
連

合
会
に
所
属
の
東
京
富
山
市
友
会

や
東
京
神
通
会(

富
山
中
部
高
校)

等
で
も
ご
活
躍
さ
れ
た
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉
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謹んでお悔やみ申し上げます会員の訃報
高商12回
高商17回
高商18回

学部２回
学部３回
学部４回

学部５回
学部６回
学部７回

学部９回

学部10回
学部11回

卒業回 お名前 ご命日
古澤　英雄
藤川　勝喜
二元喜一郎
南井甲子郎
長井　諭吉
田辺　昭吉
北村　洋誠
尾山　昌吾
澤田　武彬
堀埜　豊三
長澤　　武
宮保　　孝
清水　和明
四津谷征志
栂野　峯雄
安倍　　樹
北野　敏治
中野　明彦
奥田　　弘
塩井　　努
竹迫　弘隆
蜷川　順夫

令
令
令
令
令
令
平
令
令

令
令
令
令
令
令
令
令
平
令
令
令

4
4
2
4
4
4
4
2
4

4
4
4
4
4
4
4
4
30
3
3
4

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

9
8

8
1
11
2
10
6

11
5
7
3
8
11
10
3
6
12
11
8

4
29

27
30
22
23
7
13

28
31
10
26
4
6
4
18
8
3
22
6

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

学部13回
学部14回

学部15回
学部16回

学部18回
学部19回

学部20回

学部22回
学部28回
短大１回
短大２回
短大３回
短大４回
短大６回
短大７回

卒業回 お名前 ご命日
宮本　　孝
平井　修一
小山　剛司
堀江　　弘
山本　政男
井坂　　功
小山　英昭
岡崎　　毅
新村　知彦
吉原　澄夫
小谷内　務
森下　慶三
樋樫健治郎
上野　　潤
野尻　光男
駒澤　信雄
石丸　裕造
吉田　敏夫
尾﨑　栄輝
土屋　民雄
西ノ宮輝幸
川上　暁彦
大島　鎮久

令
令
令
令
令
令
令
平
令
平
平
平
平
平
令
令
令
令
平
令
令
令
令

4
4
4
4
4
4
4
28
4
19
31
17
21
26
4
4
4
3
28
4
3
3
4

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

9
2
4
10
8
1
2
1
9
12
4
12
3
9
5
12
4
10
8
4
12
4
9

21
13
4
15
5
19
7
14
29
22
22
26
5
20
9
27
7
29
16
19
30
1
23

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

　

土
屋
民
雄
さ
ん
（
短
大
四
回
）

　
　
　

　

土
屋
先
輩
は
、
大
柄
で
人
当
り

も
よ
く
て
短
大
五
周
年
記
念
行
事

で
も
遺
憾
な
く
そ
の
人
柄
を
発
揮

さ
れ
、
短
大
五
年
制
昇
格
署
名
運

動
（
現
在
の
夜
間
学
部
に
な
り
ま

す
）
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
イ
、
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
運
動
会
な
ど

の
委
員
に
な
ら
れ
て
そ
の
力
を
い

か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

〈
関
東
越
嶺
会
常
任
理
事

　
　

短
大
四
回　

立
田　

征
夫
〉

　

土
屋
先
輩
は
、
本
年
四
月
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺
会
の

会
計
担
当
、
短
大
代
表
の
副
会
長

と
し
て
長
き
に
渡
り
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

先
輩
は
パ
ソ
コ
ン
等
が
あ
ま
り

得
意
で
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
会
合
の
出
欠
最
終
確
認
の

た
め
私
か
ら
電
話
を
す
る
と
、

「
あ
っ
、
ま
だ
メ
ー
ル
見
て
な
い
」、

「
パ
ソ
コ
ン
の
調
子
悪
く
て…

」

等
の
返
事
で
し
た
が
、
結
局
は
い

つ
も
参
加
の
回
答
で
、
会
合
で

様
々
な
意
見
を
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
癌
が
見
つ
か
り
治
療
を
開
始

さ
れ
て
か
ら
も
、
参
加
を
継
続
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
富
山
県
人
会
連
合

会
理
事
を
長
年
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

県
人
会
連
合
会
の
催
し
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
や
県
人
会
連
合
会
の
よ

う
な
「
富
山
つ
な
が
り
」
を
と
て

も
大
事
に
さ
れ
て
い
た
方
で
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
の

　
　
　
実
践
者
、
古
澤
英
雄
先
輩

　

私
が
関
東
越
嶺
会
総
会
に
毎
年

続
け
て
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年

頃
か
ら
で
す
。
当
時
、
会
長
は
木

田
川
和
夫
さ
ん
（
高
商
十
四
回
）

追
悼
　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

で
、
会
長
の
任
を
二
四
年
間
と
長

く
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
岡
高
商
ご
出
身
で

会
役
員
を
務
め
お
世
話
さ
れ
た
の

は
、
古
澤
英
雄
（
十
二
回
、
昭
和

十
四
年
三
月
卒
）
、
長
谷
重
信

（
十
五
）
、
吉
本
利
彦
（
十
七
）
、

蒲
田
弘
（
十
八
）
、
戸
谷
邦
弘

（
十
九
）
の
諸
先
輩
で
、
皆
様
か

ら
直
接
、
「
同
窓
」
の
意
義
と
大

切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
古
澤
先
輩
は
本
年
九
月

四
日
、
ご
長
寿
の
満
一
〇
四
歳
で

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
一
〇
〇
歳
の

際
も
総
会
や
講
演
会
・
新
年
会
に

出
席
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
毎
回
、
後

輩
の
私
ど
も
を
励
ま
し
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
深
い
の
は
、
毎
年
一

月
開
催
の
講
演
会
の
後
の
先
輩
の

コ
メ
ン
ト
で
し
た
。
講
師
は
役
員

会
で
推
選
し
た
卒
業
生
が
大
半
で
、

毎
回
、
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

先
輩
は
講
演
内
容
の
み
な
ら
ず
、

講
師
の
業
界
や
所
属
先
で
の
活
躍

や
人
と
な
り
に
つ
い
て
も
、
高
い

評
価
と
敬
意
の
言
葉
を
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
講
師
や
演
題

の
周
辺
情
報
に
つ
い
て
、
事
前
の

準
備
を
さ
れ
て
い
た
と
察
し
、
毎

回
、
感
服
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
世
話
人
を
し
て
い
た
頃
の

「
ｅ
ワ
イ
ン
会
」
に
も
度
々
ご
出

席
く
だ
さ
り
、
車
座
で
歓
談
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、

ご
先
祖
が
加
賀
藩
の
勘
定
方(

会

計
担
当)

で
あ
っ
た
内
容
の
古
文

書
が
金
沢
市
の
ご
実
家
で
見
つ
か

っ
た
と
ご
披
露
。
こ
の
時
、
私
は

先
輩
と
ご
先
祖
の
血
の
つ
な
が
り

が
、
高
岡
高
商
で
学
ば
れ
た
由
縁

か
と
合
点
し
た
次
第
で
す
。

　

古
澤
先
輩
は
、
ま
わ
り
の
人
た

ち
に
温
か
く
、
そ
し
て
元
気
づ
け

る
オ
ー
ラ
を
お
持
ち
の
人
で
し
た
。

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
を
実
践

さ
れ
た
達
人
で
し
た
。

　

関
東
越
嶺
会
を
育
て
、
後
輩
を

温
か
く
見
守
り
続
け
て
く
だ
さ
っ

た
古
澤
英
雄
先
輩
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
元
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
四
回　

渡
邉
慶
孝
〉

　

古
澤
英
雄
さ
ん
が
一
〇
四
歳
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺

会
（
高
岡
高
等
商
業
、
富
山
大
学

同
窓
会
の
関
東
支
部
）
で
お
会
い

し
た
の
は
私
が
同
窓
会
に
参
加
し

始
め
た
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二

年
）
頃
で
し
た
。
古
澤
先
輩
は
伝

統
あ
る
高
岡
高
商
十
二
回
卒
で
、

多
大
な
る
ご
指
導
と
激
励
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
豊
富
な
経
験
と
幅

広
い
見
識
が
あ
り
、
総
会
、
新
年

会
で
お
会
い
す
る
都
度
お
話
し
を

伺
い
、
刺
激
を
受
け
、
毎
回
参
加

す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）

に
関
東
越
嶺
会
設
立
八
〇
周
年
記

念
誌
の
発
行
に
際
し
編
集
委
員
会

で
ご
一
緒
し
ま
し
た
が
、
古
澤
さ

ん
よ
り
高
岡
高
商
の
歴
史
、
当
時

の
様
子
を
お
聞
き
し
高
商
の
素
晴

ら
し
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。
古
澤

先
輩
は
昭
和
二
九
年
か
ら
同
窓
会

へ
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
九
〇

周
年
大
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
で
開
催

で
き
ず
残
念
で
し
た
。

　

気
さ
く
で
世
代
を
超
え
て
声
を

か
け
て
も
ら
い
、
新
年
会
の
後
は

銀
座
へ
も
連
れ
て
行
っ
て
頂
い
た

り
、
文
京
区
白
山
の
店
で
夜
遅
く

ま
で
一
緒
に
騒
ぎ
ま
し
た
。
大
変

楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
さ
せ

て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
に
感
謝
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

〈
前
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
八
回　

福
田
哲
郎
〉

　

古
澤
大
先
輩
は
関
東
越
嶺
会
の

名
実
と
も
に
最
高
顧
問
と
し
て
、

長
き
に
わ
た
り
当
会
を
牽
引
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
先
輩
は
高
岡
高
商
十
二
回
生

（
今
か
ら
八
三
年
前
の
昭
和
十
四

年
三
月
卒
）
で
す
。
私
は
高
岡
高

商
の
名
前
は
高
校
時
代
に
知
っ
て

は
い
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
優
秀

な
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
等

の
詳
し
い
こ
と
は
、
富
山
大
学
卒

業
後
ず
っ
と
後
で
認
識
し
た
こ
と

で
す
。
関
東
越
嶺
会
で
多
く
の
高

岡
高
商
の
人
望
あ
る
先
輩
に
お
会

い
し
ま
し
た
が
、
大
先
輩
が
正
に

そ
の
お
一
人
で
す
。

　

大
先
輩
に
は
各
会
合
で
ス
ピ
ー

チ
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
古
い
こ

と
で
な
く
昨
今
や
当
日
の
話
題
を

取
り
上
げ
、
ま
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
、
会
場
内
が
よ
り
明
る
く
な

り
ま
し
た
。
毎
回
こ
の
ス
ピ
ー
チ

を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
会
員
も

多
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

大
先
輩
に
少
し
だ
け
恩
返
し
が

で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
年

一
月
に
高
岡
高
商
十
五
回
生
本
田

健
士
さ
ん
の
遺
品
か
ら
、
当
時
の

卒
業
式
典
資
料
・
高
岡
高
商
や
高

岡
市
街
の
写
真
等
が
数
多
く
見
つ

か
り
ま
し
た
。
（
甥
の
本
田
孝
範

さ
ん
よ
り
ご
提
供
、
本
部
会
報
第

九
二
号
参
照
）
私
は
こ
れ
ら
の
貴

重
な
資
料
を
大
先
輩
に
お
送
り
し

ま
し
た
の
で
、
懐
か
し
く
ご
覧
に

な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

安
倍
樹
大
兄
に
先
立
た
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
河
合
健
夫

　

過
ぎ
去
っ
た
半
世
紀
以
上
の
私

の
交
友
関
係
を
振
り
返
る
と
、
決

ま
っ
て
今
は
亡
き
貴
君
の
温
顔
と

行
動
力
の
確
か
さ
に
思
い
当
た
り

ま
す
。
長
か
っ
た
闘
病
生
活
に
ピ

リ
オ
ド
を
打
ち
、
と
う
と
う
旅
立

た
れ
た
の
で
す
ね
。

　

私
た
ち
は
経
済
学
部
の
高
光
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

　

交
友
を
深
め
た
の
は
、
卒
業
し

て
か
ら
数
年
後
で
、
互
い
に
勤
務

生
活
で
の
希
望
や
不
安
を
語
り
合

っ
た
頃
か
ら
で
し
た
。

　

貴
君
は
印
刷
会
社
の
役
員
に
ま

で
昇
進
さ
れ
、
一
方
で
は
同
窓
生

の
集
う
関
東
越
嶺
会
に
於
い
て
、

そ
の
会
長
ま
で
こ
な
し
て
こ
ら
れ

た
こ
と
は
、
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
頃
に
も
ゼ
ミ
生
の
結
束

は
堅
く
、
家
族
と
も
ど
も
の
交
友

を
図
ろ
う
と
三
年
ご
と
に
北
陸
、

関
東
、
関
西
各
地
の
保
養
地
に
集

っ
て
談
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
で
十
名
全
員
が
家
庭
円
満
、

仕
事
も
順
調
、
み
ん
な
貴
兄
の
リ

ー
ド
が
あ
っ
た
お
か
げ
と
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。

　

あ
な
た
は
、
ま
た
、
故
郷
や
友

人
へ
の
思
慕
の
念
の
ひ
と
き
わ
強

い
人
で
し
た
。

　

一
時
期
、
私
が
仕
事
で
上
京
し

て
い
た
こ
ろ
数
人
の
旧
友
と
訪
ね

て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
今
朝
富
山
湾
で
上
が
っ
た
福

来
魚
を
買
っ
て
き
た
か
ら
と
、
ご

自
身
で
上
手
く
捌
い
て
振
舞
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
貴
君
の
器
用
な
こ

と
と
故
郷
の
味
噌
が
マ
ッ
チ
し
て

み
ん
な
で
舌
鼓
を
打
っ
た
こ
と
も

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ

さ
い
。
私
も
近
い
う
ち
に
貴
君
の

お
そ
ば
に
参
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
か
ら
、
ま
た
楽
し
い
語
り
合

い
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　
　

〈
学
部
七
回

　
　
　

か
わ
い
・
た
け
お
〉

　

関
東
越
嶺
会
会
長
を
平
成
十
二

（
二
〇
〇
〇
）
年
か
ら
六
年
間
務

め
ら
れ
た
安
倍
樹
さ
ん
が
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
同
窓

会
を
牽
引
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

数
年
前
に
脳
梗
塞
を
患
っ
た
と
は

お
聞
き
し
て
い
た
の
で
す
が…

。

　

先
輩
は
会
長
の
前
に
代
表
幹
事

を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
の
平
成

七
年
、
関
東
越
嶺
会
の
会
報
発
行

を
先
頭
に
立
っ
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
が
、
関
東

越
嶺
会
に
関
わ
り
出
し
た
頃
で
し

た
。

　

私
は
卒
業
後
三
年
目
二
五
歳
の

時
（
昭
和
五
四
年
）
に
、
サ
ッ
カ

ー
部
先
輩
の
学
部
二
二
回
松
澤
哲

夫
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
東
京
駅
近
く

の
鉄
鋼
会
館
で
開
催
の
関
東
越
嶺

会
総
会
・
懇
親
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
若
い
方
が
少
な
く
思
え
て
、

そ
れ
以
来
は
長
年
当
会
と
距
離
を

置
い
て
い
ま
し
た
。
平
成
七
年
で

し
た
か
、
平
日
の
あ
る
日
、
会
社

に
安
倍
先
輩
か
ら
「
幹
事
や
っ
て

ほ
し
い
」
と
一
本
釣
り
的
な
電
話

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、

経
済
学
部
創
立
七
〇
周
年
の
寄
付

金
納
入
者
リ
ス
ト
を
ご
覧
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
の
私
は

「
頼
ま
れ
た
、
仕
方
な
い
」
と
思

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
二
七
年

経
過
し
た
今
で
は
、
先
輩
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

先
輩
は
、
東
京
富
山
県
人
会
連

合
会
に
所
属
の
東
京
富
山
市
友
会

や
東
京
神
通
会(

富
山
中
部
高
校)

等
で
も
ご
活
躍
さ
れ
た
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉
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土
屋
民
雄
さ
ん
（
短
大
四
回
）

　
　
　

　

土
屋
先
輩
は
、
大
柄
で
人
当
り

も
よ
く
て
短
大
五
周
年
記
念
行
事

で
も
遺
憾
な
く
そ
の
人
柄
を
発
揮

さ
れ
、
短
大
五
年
制
昇
格
署
名
運

動
（
現
在
の
夜
間
学
部
に
な
り
ま

す
）
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
イ
、
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
運
動
会
な
ど

の
委
員
に
な
ら
れ
て
そ
の
力
を
い

か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

〈
関
東
越
嶺
会
常
任
理
事

　
　

短
大
四
回　

立
田　

征
夫
〉

　

土
屋
先
輩
は
、
本
年
四
月
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺
会
の

会
計
担
当
、
短
大
代
表
の
副
会
長

と
し
て
長
き
に
渡
り
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

先
輩
は
パ
ソ
コ
ン
等
が
あ
ま
り

得
意
で
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
会
合
の
出
欠
最
終
確
認
の

た
め
私
か
ら
電
話
を
す
る
と
、

「
あ
っ
、
ま
だ
メ
ー
ル
見
て
な
い
」、

「
パ
ソ
コ
ン
の
調
子
悪
く
て…

」

等
の
返
事
で
し
た
が
、
結
局
は
い

つ
も
参
加
の
回
答
で
、
会
合
で

様
々
な
意
見
を
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
癌
が
見
つ
か
り
治
療
を
開
始

さ
れ
て
か
ら
も
、
参
加
を
継
続
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
富
山
県
人
会
連
合

会
理
事
を
長
年
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

県
人
会
連
合
会
の
催
し
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
や
県
人
会
連
合
会
の
よ

う
な
「
富
山
つ
な
が
り
」
を
と
て

も
大
事
に
さ
れ
て
い
た
方
で
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
の

　
　
　
実
践
者
、
古
澤
英
雄
先
輩

　

私
が
関
東
越
嶺
会
総
会
に
毎
年

続
け
て
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年

頃
か
ら
で
す
。
当
時
、
会
長
は
木

田
川
和
夫
さ
ん
（
高
商
十
四
回
）

で
、
会
長
の
任
を
二
四
年
間
と
長

く
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
岡
高
商
ご
出
身
で

会
役
員
を
務
め
お
世
話
さ
れ
た
の

は
、
古
澤
英
雄
（
十
二
回
、
昭
和

十
四
年
三
月
卒
）
、
長
谷
重
信

（
十
五
）
、
吉
本
利
彦
（
十
七
）
、

蒲
田
弘
（
十
八
）
、
戸
谷
邦
弘

（
十
九
）
の
諸
先
輩
で
、
皆
様
か

ら
直
接
、
「
同
窓
」
の
意
義
と
大

切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
古
澤
先
輩
は
本
年
九
月

四
日
、
ご
長
寿
の
満
一
〇
四
歳
で

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
一
〇
〇
歳
の

際
も
総
会
や
講
演
会
・
新
年
会
に

出
席
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
毎
回
、
後

輩
の
私
ど
も
を
励
ま
し
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
深
い
の
は
、
毎
年
一

月
開
催
の
講
演
会
の
後
の
先
輩
の

コ
メ
ン
ト
で
し
た
。
講
師
は
役
員

会
で
推
選
し
た
卒
業
生
が
大
半
で
、

毎
回
、
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

先
輩
は
講
演
内
容
の
み
な
ら
ず
、

講
師
の
業
界
や
所
属
先
で
の
活
躍

や
人
と
な
り
に
つ
い
て
も
、
高
い

評
価
と
敬
意
の
言
葉
を
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
講
師
や
演
題

の
周
辺
情
報
に
つ
い
て
、
事
前
の

準
備
を
さ
れ
て
い
た
と
察
し
、
毎

回
、
感
服
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
世
話
人
を
し
て
い
た
頃
の

「
ｅ
ワ
イ
ン
会
」
に
も
度
々
ご
出

席
く
だ
さ
り
、
車
座
で
歓
談
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、

ご
先
祖
が
加
賀
藩
の
勘
定
方(

会

計
担
当)

で
あ
っ
た
内
容
の
古
文

書
が
金
沢
市
の
ご
実
家
で
見
つ
か

っ
た
と
ご
披
露
。
こ
の
時
、
私
は

先
輩
と
ご
先
祖
の
血
の
つ
な
が
り

が
、
高
岡
高
商
で
学
ば
れ
た
由
縁

か
と
合
点
し
た
次
第
で
す
。

　

古
澤
先
輩
は
、
ま
わ
り
の
人
た

ち
に
温
か
く
、
そ
し
て
元
気
づ
け

る
オ
ー
ラ
を
お
持
ち
の
人
で
し
た
。

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
を
実
践

さ
れ
た
達
人
で
し
た
。

　

関
東
越
嶺
会
を
育
て
、
後
輩
を

温
か
く
見
守
り
続
け
て
く
だ
さ
っ

た
古
澤
英
雄
先
輩
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
元
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
四
回　

渡
邉
慶
孝
〉

　

古
澤
英
雄
さ
ん
が
一
〇
四
歳
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺

会
（
高
岡
高
等
商
業
、
富
山
大
学

同
窓
会
の
関
東
支
部
）
で
お
会
い

し
た
の
は
私
が
同
窓
会
に
参
加
し

始
め
た
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二

年
）
頃
で
し
た
。
古
澤
先
輩
は
伝

統
あ
る
高
岡
高
商
十
二
回
卒
で
、

多
大
な
る
ご
指
導
と
激
励
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
豊
富
な
経
験
と
幅

広
い
見
識
が
あ
り
、
総
会
、
新
年

会
で
お
会
い
す
る
都
度
お
話
し
を

伺
い
、
刺
激
を
受
け
、
毎
回
参
加

す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）

に
関
東
越
嶺
会
設
立
八
〇
周
年
記

念
誌
の
発
行
に
際
し
編
集
委
員
会

で
ご
一
緒
し
ま
し
た
が
、
古
澤
さ

ん
よ
り
高
岡
高
商
の
歴
史
、
当
時

の
様
子
を
お
聞
き
し
高
商
の
素
晴

ら
し
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。
古
澤

先
輩
は
昭
和
二
九
年
か
ら
同
窓
会

へ
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
九
〇

周
年
大
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
で
開
催

で
き
ず
残
念
で
し
た
。

　

気
さ
く
で
世
代
を
超
え
て
声
を

か
け
て
も
ら
い
、
新
年
会
の
後
は

銀
座
へ
も
連
れ
て
行
っ
て
頂
い
た

り
、
文
京
区
白
山
の
店
で
夜
遅
く

ま
で
一
緒
に
騒
ぎ
ま
し
た
。
大
変

楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
さ
せ

て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
に
感
謝
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

〈
前
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
八
回　

福
田
哲
郎
〉

　

古
澤
大
先
輩
は
関
東
越
嶺
会
の

名
実
と
も
に
最
高
顧
問
と
し
て
、

長
き
に
わ
た
り
当
会
を
牽
引
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
先
輩
は
高
岡
高
商
十
二
回
生

（
今
か
ら
八
三
年
前
の
昭
和
十
四

年
三
月
卒
）
で
す
。
私
は
高
岡
高

商
の
名
前
は
高
校
時
代
に
知
っ
て

は
い
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
優
秀

な
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
等

の
詳
し
い
こ
と
は
、
富
山
大
学
卒

業
後
ず
っ
と
後
で
認
識
し
た
こ
と

で
す
。
関
東
越
嶺
会
で
多
く
の
高

岡
高
商
の
人
望
あ
る
先
輩
に
お
会

い
し
ま
し
た
が
、
大
先
輩
が
正
に

そ
の
お
一
人
で
す
。

　

大
先
輩
に
は
各
会
合
で
ス
ピ
ー

チ
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
古
い
こ

と
で
な
く
昨
今
や
当
日
の
話
題
を

取
り
上
げ
、
ま
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
、
会
場
内
が
よ
り
明
る
く
な

り
ま
し
た
。
毎
回
こ
の
ス
ピ
ー
チ

を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
会
員
も

多
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

大
先
輩
に
少
し
だ
け
恩
返
し
が

で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
年

一
月
に
高
岡
高
商
十
五
回
生
本
田

健
士
さ
ん
の
遺
品
か
ら
、
当
時
の

卒
業
式
典
資
料
・
高
岡
高
商
や
高

岡
市
街
の
写
真
等
が
数
多
く
見
つ

か
り
ま
し
た
。
（
甥
の
本
田
孝
範

さ
ん
よ
り
ご
提
供
、
本
部
会
報
第

九
二
号
参
照
）
私
は
こ
れ
ら
の
貴

重
な
資
料
を
大
先
輩
に
お
送
り
し

ま
し
た
の
で
、
懐
か
し
く
ご
覧
に

な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

安
倍
樹
大
兄
に
先
立
た
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
河
合
健
夫

　

過
ぎ
去
っ
た
半
世
紀
以
上
の
私

の
交
友
関
係
を
振
り
返
る
と
、
決

ま
っ
て
今
は
亡
き
貴
君
の
温
顔
と

行
動
力
の
確
か
さ
に
思
い
当
た
り

ま
す
。
長
か
っ
た
闘
病
生
活
に
ピ

リ
オ
ド
を
打
ち
、
と
う
と
う
旅
立

た
れ
た
の
で
す
ね
。

　

私
た
ち
は
経
済
学
部
の
高
光
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

　

交
友
を
深
め
た
の
は
、
卒
業
し

て
か
ら
数
年
後
で
、
互
い
に
勤
務

生
活
で
の
希
望
や
不
安
を
語
り
合

っ
た
頃
か
ら
で
し
た
。

　

貴
君
は
印
刷
会
社
の
役
員
に
ま

で
昇
進
さ
れ
、
一
方
で
は
同
窓
生

の
集
う
関
東
越
嶺
会
に
於
い
て
、

そ
の
会
長
ま
で
こ
な
し
て
こ
ら
れ

た
こ
と
は
、
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
頃
に
も
ゼ
ミ
生
の
結
束

は
堅
く
、
家
族
と
も
ど
も
の
交
友

を
図
ろ
う
と
三
年
ご
と
に
北
陸
、

関
東
、
関
西
各
地
の
保
養
地
に
集

っ
て
談
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
で
十
名
全
員
が
家
庭
円
満
、

仕
事
も
順
調
、
み
ん
な
貴
兄
の
リ

ー
ド
が
あ
っ
た
お
か
げ
と
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。

　

あ
な
た
は
、
ま
た
、
故
郷
や
友

人
へ
の
思
慕
の
念
の
ひ
と
き
わ
強

い
人
で
し
た
。

　

一
時
期
、
私
が
仕
事
で
上
京
し

て
い
た
こ
ろ
数
人
の
旧
友
と
訪
ね

て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
今
朝
富
山
湾
で
上
が
っ
た
福

来
魚
を
買
っ
て
き
た
か
ら
と
、
ご

自
身
で
上
手
く
捌
い
て
振
舞
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
貴
君
の
器
用
な
こ

と
と
故
郷
の
味
噌
が
マ
ッ
チ
し
て

み
ん
な
で
舌
鼓
を
打
っ
た
こ
と
も

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ

さ
い
。
私
も
近
い
う
ち
に
貴
君
の

お
そ
ば
に
参
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
か
ら
、
ま
た
楽
し
い
語
り
合

い
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　
　

〈
学
部
七
回

　
　
　

か
わ
い
・
た
け
お
〉

　

関
東
越
嶺
会
会
長
を
平
成
十
二

（
二
〇
〇
〇
）
年
か
ら
六
年
間
務

め
ら
れ
た
安
倍
樹
さ
ん
が
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
同
窓

会
を
牽
引
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

数
年
前
に
脳
梗
塞
を
患
っ
た
と
は

お
聞
き
し
て
い
た
の
で
す
が…

。

　

先
輩
は
会
長
の
前
に
代
表
幹
事

を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
の
平
成

七
年
、
関
東
越
嶺
会
の
会
報
発
行

を
先
頭
に
立
っ
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
が
、
関
東

越
嶺
会
に
関
わ
り
出
し
た
頃
で
し

た
。

　

私
は
卒
業
後
三
年
目
二
五
歳
の

時
（
昭
和
五
四
年
）
に
、
サ
ッ
カ

ー
部
先
輩
の
学
部
二
二
回
松
澤
哲

夫
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
東
京
駅
近
く

の
鉄
鋼
会
館
で
開
催
の
関
東
越
嶺

会
総
会
・
懇
親
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
若
い
方
が
少
な
く
思
え
て
、

そ
れ
以
来
は
長
年
当
会
と
距
離
を

置
い
て
い
ま
し
た
。
平
成
七
年
で

し
た
か
、
平
日
の
あ
る
日
、
会
社

に
安
倍
先
輩
か
ら
「
幹
事
や
っ
て

ほ
し
い
」
と
一
本
釣
り
的
な
電
話

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、

経
済
学
部
創
立
七
〇
周
年
の
寄
付

金
納
入
者
リ
ス
ト
を
ご
覧
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
の
私
は

「
頼
ま
れ
た
、
仕
方
な
い
」
と
思

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
二
七
年

経
過
し
た
今
で
は
、
先
輩
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

先
輩
は
、
東
京
富
山
県
人
会
連

合
会
に
所
属
の
東
京
富
山
市
友
会

や
東
京
神
通
会(

富
山
中
部
高
校)

等
で
も
ご
活
躍
さ
れ
た
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉
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卒
業
論
文
を

　
　
お
返
し
し
ま
す

住
所
変
更
を

　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

越
嶺
会
事
務
局
は

表
紙
右
上
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

土
屋
民
雄
さ
ん
（
短
大
四
回
）

　
　
　

　

土
屋
先
輩
は
、
大
柄
で
人
当
り

も
よ
く
て
短
大
五
周
年
記
念
行
事

で
も
遺
憾
な
く
そ
の
人
柄
を
発
揮

さ
れ
、
短
大
五
年
制
昇
格
署
名
運

動
（
現
在
の
夜
間
学
部
に
な
り
ま

す
）
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
イ
、
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
運
動
会
な
ど

の
委
員
に
な
ら
れ
て
そ
の
力
を
い

か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

〈
関
東
越
嶺
会
常
任
理
事

　
　

短
大
四
回　

立
田　

征
夫
〉

　

土
屋
先
輩
は
、
本
年
四
月
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺
会
の

会
計
担
当
、
短
大
代
表
の
副
会
長

と
し
て
長
き
に
渡
り
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

先
輩
は
パ
ソ
コ
ン
等
が
あ
ま
り

得
意
で
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
会
合
の
出
欠
最
終
確
認
の

た
め
私
か
ら
電
話
を
す
る
と
、

「
あ
っ
、
ま
だ
メ
ー
ル
見
て
な
い
」、

「
パ
ソ
コ
ン
の
調
子
悪
く
て…

」

等
の
返
事
で
し
た
が
、
結
局
は
い

つ
も
参
加
の
回
答
で
、
会
合
で

様
々
な
意
見
を
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
癌
が
見
つ
か
り
治
療
を
開
始

さ
れ
て
か
ら
も
、
参
加
を
継
続
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
富
山
県
人
会
連
合

会
理
事
を
長
年
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

県
人
会
連
合
会
の
催
し
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
や
県
人
会
連
合
会
の
よ

う
な
「
富
山
つ
な
が
り
」
を
と
て

も
大
事
に
さ
れ
て
い
た
方
で
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
の

　
　
　
実
践
者
、
古
澤
英
雄
先
輩

　

私
が
関
東
越
嶺
会
総
会
に
毎
年

続
け
て
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年

頃
か
ら
で
す
。
当
時
、
会
長
は
木

田
川
和
夫
さ
ん
（
高
商
十
四
回
）

で
、
会
長
の
任
を
二
四
年
間
と
長

く
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
岡
高
商
ご
出
身
で

会
役
員
を
務
め
お
世
話
さ
れ
た
の

は
、
古
澤
英
雄
（
十
二
回
、
昭
和

十
四
年
三
月
卒
）
、
長
谷
重
信

（
十
五
）
、
吉
本
利
彦
（
十
七
）
、

蒲
田
弘
（
十
八
）
、
戸
谷
邦
弘

（
十
九
）
の
諸
先
輩
で
、
皆
様
か

ら
直
接
、
「
同
窓
」
の
意
義
と
大

切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
古
澤
先
輩
は
本
年
九
月

四
日
、
ご
長
寿
の
満
一
〇
四
歳
で

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
一
〇
〇
歳
の

際
も
総
会
や
講
演
会
・
新
年
会
に

出
席
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
毎
回
、
後

輩
の
私
ど
も
を
励
ま
し
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
深
い
の
は
、
毎
年
一

月
開
催
の
講
演
会
の
後
の
先
輩
の

コ
メ
ン
ト
で
し
た
。
講
師
は
役
員

会
で
推
選
し
た
卒
業
生
が
大
半
で
、

毎
回
、
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

先
輩
は
講
演
内
容
の
み
な
ら
ず
、

講
師
の
業
界
や
所
属
先
で
の
活
躍

や
人
と
な
り
に
つ
い
て
も
、
高
い

評
価
と
敬
意
の
言
葉
を
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
講
師
や
演
題

の
周
辺
情
報
に
つ
い
て
、
事
前
の

準
備
を
さ
れ
て
い
た
と
察
し
、
毎

回
、
感
服
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
世
話
人
を
し
て
い
た
頃
の

「
ｅ
ワ
イ
ン
会
」
に
も
度
々
ご
出

席
く
だ
さ
り
、
車
座
で
歓
談
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、

ご
先
祖
が
加
賀
藩
の
勘
定
方(

会

計
担
当)

で
あ
っ
た
内
容
の
古
文

書
が
金
沢
市
の
ご
実
家
で
見
つ
か

っ
た
と
ご
披
露
。
こ
の
時
、
私
は

先
輩
と
ご
先
祖
の
血
の
つ
な
が
り

が
、
高
岡
高
商
で
学
ば
れ
た
由
縁

か
と
合
点
し
た
次
第
で
す
。

　

古
澤
先
輩
は
、
ま
わ
り
の
人
た

ち
に
温
か
く
、
そ
し
て
元
気
づ
け

る
オ
ー
ラ
を
お
持
ち
の
人
で
し
た
。

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
を
実
践

さ
れ
た
達
人
で
し
た
。

　

関
東
越
嶺
会
を
育
て
、
後
輩
を

温
か
く
見
守
り
続
け
て
く
だ
さ
っ

た
古
澤
英
雄
先
輩
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
元
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
四
回　

渡
邉
慶
孝
〉

　

古
澤
英
雄
さ
ん
が
一
〇
四
歳
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺

会
（
高
岡
高
等
商
業
、
富
山
大
学

同
窓
会
の
関
東
支
部
）
で
お
会
い

し
た
の
は
私
が
同
窓
会
に
参
加
し

始
め
た
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二

年
）
頃
で
し
た
。
古
澤
先
輩
は
伝

統
あ
る
高
岡
高
商
十
二
回
卒
で
、

多
大
な
る
ご
指
導
と
激
励
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
豊
富
な
経
験
と
幅

広
い
見
識
が
あ
り
、
総
会
、
新
年

会
で
お
会
い
す
る
都
度
お
話
し
を

伺
い
、
刺
激
を
受
け
、
毎
回
参
加

す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）

に
関
東
越
嶺
会
設
立
八
〇
周
年
記

念
誌
の
発
行
に
際
し
編
集
委
員
会

で
ご
一
緒
し
ま
し
た
が
、
古
澤
さ

ん
よ
り
高
岡
高
商
の
歴
史
、
当
時

の
様
子
を
お
聞
き
し
高
商
の
素
晴

ら
し
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。
古
澤

先
輩
は
昭
和
二
九
年
か
ら
同
窓
会

へ
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
九
〇

周
年
大
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
で
開
催

で
き
ず
残
念
で
し
た
。

　

気
さ
く
で
世
代
を
超
え
て
声
を

か
け
て
も
ら
い
、
新
年
会
の
後
は

銀
座
へ
も
連
れ
て
行
っ
て
頂
い
た

り
、
文
京
区
白
山
の
店
で
夜
遅
く

ま
で
一
緒
に
騒
ぎ
ま
し
た
。
大
変

楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
さ
せ

て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
に
感
謝
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

〈
前
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
八
回　

福
田
哲
郎
〉

　

古
澤
大
先
輩
は
関
東
越
嶺
会
の

名
実
と
も
に
最
高
顧
問
と
し
て
、

長
き
に
わ
た
り
当
会
を
牽
引
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
先
輩
は
高
岡
高
商
十
二
回
生

（
今
か
ら
八
三
年
前
の
昭
和
十
四

年
三
月
卒
）
で
す
。
私
は
高
岡
高

商
の
名
前
は
高
校
時
代
に
知
っ
て

は
い
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
優
秀

な
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
等

の
詳
し
い
こ
と
は
、
富
山
大
学
卒

業
後
ず
っ
と
後
で
認
識
し
た
こ
と

で
す
。
関
東
越
嶺
会
で
多
く
の
高

岡
高
商
の
人
望
あ
る
先
輩
に
お
会

い
し
ま
し
た
が
、
大
先
輩
が
正
に

そ
の
お
一
人
で
す
。

　

大
先
輩
に
は
各
会
合
で
ス
ピ
ー

チ
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
古
い
こ

と
で
な
く
昨
今
や
当
日
の
話
題
を

取
り
上
げ
、
ま
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
、
会
場
内
が
よ
り
明
る
く
な

り
ま
し
た
。
毎
回
こ
の
ス
ピ
ー
チ

を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
会
員
も

多
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

大
先
輩
に
少
し
だ
け
恩
返
し
が

で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
年

一
月
に
高
岡
高
商
十
五
回
生
本
田

健
士
さ
ん
の
遺
品
か
ら
、
当
時
の

卒
業
式
典
資
料
・
高
岡
高
商
や
高

岡
市
街
の
写
真
等
が
数
多
く
見
つ

か
り
ま
し
た
。
（
甥
の
本
田
孝
範

さ
ん
よ
り
ご
提
供
、
本
部
会
報
第

九
二
号
参
照
）
私
は
こ
れ
ら
の
貴

重
な
資
料
を
大
先
輩
に
お
送
り
し

ま
し
た
の
で
、
懐
か
し
く
ご
覧
に

な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

安
倍
樹
大
兄
に
先
立
た
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
河
合
健
夫

　

過
ぎ
去
っ
た
半
世
紀
以
上
の
私

の
交
友
関
係
を
振
り
返
る
と
、
決

ま
っ
て
今
は
亡
き
貴
君
の
温
顔
と

行
動
力
の
確
か
さ
に
思
い
当
た
り

ま
す
。
長
か
っ
た
闘
病
生
活
に
ピ

リ
オ
ド
を
打
ち
、
と
う
と
う
旅
立

た
れ
た
の
で
す
ね
。

　

私
た
ち
は
経
済
学
部
の
高
光
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

　

交
友
を
深
め
た
の
は
、
卒
業
し

て
か
ら
数
年
後
で
、
互
い
に
勤
務

生
活
で
の
希
望
や
不
安
を
語
り
合

っ
た
頃
か
ら
で
し
た
。

　

貴
君
は
印
刷
会
社
の
役
員
に
ま

で
昇
進
さ
れ
、
一
方
で
は
同
窓
生

の
集
う
関
東
越
嶺
会
に
於
い
て
、

そ
の
会
長
ま
で
こ
な
し
て
こ
ら
れ

た
こ
と
は
、
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
頃
に
も
ゼ
ミ
生
の
結
束

は
堅
く
、
家
族
と
も
ど
も
の
交
友

を
図
ろ
う
と
三
年
ご
と
に
北
陸
、

関
東
、
関
西
各
地
の
保
養
地
に
集

っ
て
談
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
で
十
名
全
員
が
家
庭
円
満
、

仕
事
も
順
調
、
み
ん
な
貴
兄
の
リ

ー
ド
が
あ
っ
た
お
か
げ
と
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。

　

あ
な
た
は
、
ま
た
、
故
郷
や
友

人
へ
の
思
慕
の
念
の
ひ
と
き
わ
強

い
人
で
し
た
。

　

一
時
期
、
私
が
仕
事
で
上
京
し

て
い
た
こ
ろ
数
人
の
旧
友
と
訪
ね

て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
今
朝
富
山
湾
で
上
が
っ
た
福

来
魚
を
買
っ
て
き
た
か
ら
と
、
ご

自
身
で
上
手
く
捌
い
て
振
舞
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
貴
君
の
器
用
な
こ

と
と
故
郷
の
味
噌
が
マ
ッ
チ
し
て

み
ん
な
で
舌
鼓
を
打
っ
た
こ
と
も

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ

さ
い
。
私
も
近
い
う
ち
に
貴
君
の

お
そ
ば
に
参
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
か
ら
、
ま
た
楽
し
い
語
り
合

い
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　
　

〈
学
部
七
回

　
　
　

か
わ
い
・
た
け
お
〉

　

関
東
越
嶺
会
会
長
を
平
成
十
二

（
二
〇
〇
〇
）
年
か
ら
六
年
間
務

め
ら
れ
た
安
倍
樹
さ
ん
が
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
同
窓

会
を
牽
引
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

数
年
前
に
脳
梗
塞
を
患
っ
た
と
は

お
聞
き
し
て
い
た
の
で
す
が…

。

　

先
輩
は
会
長
の
前
に
代
表
幹
事

を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
の
平
成

七
年
、
関
東
越
嶺
会
の
会
報
発
行

を
先
頭
に
立
っ
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
が
、
関
東

越
嶺
会
に
関
わ
り
出
し
た
頃
で
し

た
。

　

私
は
卒
業
後
三
年
目
二
五
歳
の

時
（
昭
和
五
四
年
）
に
、
サ
ッ
カ

ー
部
先
輩
の
学
部
二
二
回
松
澤
哲

夫
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
東
京
駅
近
く

の
鉄
鋼
会
館
で
開
催
の
関
東
越
嶺

会
総
会
・
懇
親
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
若
い
方
が
少
な
く
思
え
て
、

そ
れ
以
来
は
長
年
当
会
と
距
離
を

置
い
て
い
ま
し
た
。
平
成
七
年
で

し
た
か
、
平
日
の
あ
る
日
、
会
社

に
安
倍
先
輩
か
ら
「
幹
事
や
っ
て

ほ
し
い
」
と
一
本
釣
り
的
な
電
話

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、

経
済
学
部
創
立
七
〇
周
年
の
寄
付

金
納
入
者
リ
ス
ト
を
ご
覧
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
の
私
は

「
頼
ま
れ
た
、
仕
方
な
い
」
と
思

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
二
七
年

経
過
し
た
今
で
は
、
先
輩
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

先
輩
は
、
東
京
富
山
県
人
会
連

合
会
に
所
属
の
東
京
富
山
市
友
会

や
東
京
神
通
会(

富
山
中
部
高
校)

等
で
も
ご
活
躍
さ
れ
た
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

　

返
却
ご
希
望
の
方
は
、
越
嶺
会

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
メ

ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き
、
電
話

な
ど
）
。

　

送
料
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
、
受

領
書
返
送
時
に
切
手
等
で
お
願
い

し
ま
す
。

　

住
所
や
姓
名
等
に
変
更
が
あ
っ

た
方
は
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

（
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き
等

で
）
。

二
〇
〇
四
年

80
周
年
記
念

大
会
で
挨
拶
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土
屋
民
雄
さ
ん
（
短
大
四
回
）

　
　
　

　

土
屋
先
輩
は
、
大
柄
で
人
当
り

も
よ
く
て
短
大
五
周
年
記
念
行
事

で
も
遺
憾
な
く
そ
の
人
柄
を
発
揮

さ
れ
、
短
大
五
年
制
昇
格
署
名
運

動
（
現
在
の
夜
間
学
部
に
な
り
ま

す
）
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
イ
、
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
運
動
会
な
ど

の
委
員
に
な
ら
れ
て
そ
の
力
を
い

か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

〈
関
東
越
嶺
会
常
任
理
事

　
　

短
大
四
回　

立
田　

征
夫
〉

　

土
屋
先
輩
は
、
本
年
四
月
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺
会
の

会
計
担
当
、
短
大
代
表
の
副
会
長

と
し
て
長
き
に
渡
り
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

先
輩
は
パ
ソ
コ
ン
等
が
あ
ま
り

得
意
で
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
会
合
の
出
欠
最
終
確
認
の

た
め
私
か
ら
電
話
を
す
る
と
、

「
あ
っ
、
ま
だ
メ
ー
ル
見
て
な
い
」、

「
パ
ソ
コ
ン
の
調
子
悪
く
て…

」

等
の
返
事
で
し
た
が
、
結
局
は
い

つ
も
参
加
の
回
答
で
、
会
合
で

様
々
な
意
見
を
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
癌
が
見
つ
か
り
治
療
を
開
始

さ
れ
て
か
ら
も
、
参
加
を
継
続
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
富
山
県
人
会
連
合

会
理
事
を
長
年
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

県
人
会
連
合
会
の
催
し
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
や
県
人
会
連
合
会
の
よ

う
な
「
富
山
つ
な
が
り
」
を
と
て

も
大
事
に
さ
れ
て
い
た
方
で
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
の

　
　
　
実
践
者
、
古
澤
英
雄
先
輩

　

私
が
関
東
越
嶺
会
総
会
に
毎
年

続
け
て
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年

頃
か
ら
で
す
。
当
時
、
会
長
は
木

田
川
和
夫
さ
ん
（
高
商
十
四
回
）

で
、
会
長
の
任
を
二
四
年
間
と
長

く
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
岡
高
商
ご
出
身
で

会
役
員
を
務
め
お
世
話
さ
れ
た
の

は
、
古
澤
英
雄
（
十
二
回
、
昭
和

十
四
年
三
月
卒
）
、
長
谷
重
信

（
十
五
）
、
吉
本
利
彦
（
十
七
）
、

蒲
田
弘
（
十
八
）
、
戸
谷
邦
弘

（
十
九
）
の
諸
先
輩
で
、
皆
様
か

ら
直
接
、
「
同
窓
」
の
意
義
と
大

切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
古
澤
先
輩
は
本
年
九
月

四
日
、
ご
長
寿
の
満
一
〇
四
歳
で

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
一
〇
〇
歳
の

際
も
総
会
や
講
演
会
・
新
年
会
に

出
席
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
毎
回
、
後

輩
の
私
ど
も
を
励
ま
し
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
深
い
の
は
、
毎
年
一

月
開
催
の
講
演
会
の
後
の
先
輩
の

コ
メ
ン
ト
で
し
た
。
講
師
は
役
員

会
で
推
選
し
た
卒
業
生
が
大
半
で
、

毎
回
、
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

先
輩
は
講
演
内
容
の
み
な
ら
ず
、

講
師
の
業
界
や
所
属
先
で
の
活
躍

や
人
と
な
り
に
つ
い
て
も
、
高
い

評
価
と
敬
意
の
言
葉
を
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
講
師
や
演
題

の
周
辺
情
報
に
つ
い
て
、
事
前
の

準
備
を
さ
れ
て
い
た
と
察
し
、
毎

回
、
感
服
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
世
話
人
を
し
て
い
た
頃
の

「
ｅ
ワ
イ
ン
会
」
に
も
度
々
ご
出

席
く
だ
さ
り
、
車
座
で
歓
談
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、

ご
先
祖
が
加
賀
藩
の
勘
定
方(

会

計
担
当)

で
あ
っ
た
内
容
の
古
文

書
が
金
沢
市
の
ご
実
家
で
見
つ
か

っ
た
と
ご
披
露
。
こ
の
時
、
私
は

先
輩
と
ご
先
祖
の
血
の
つ
な
が
り

が
、
高
岡
高
商
で
学
ば
れ
た
由
縁

か
と
合
点
し
た
次
第
で
す
。

　

古
澤
先
輩
は
、
ま
わ
り
の
人
た

ち
に
温
か
く
、
そ
し
て
元
気
づ
け

る
オ
ー
ラ
を
お
持
ち
の
人
で
し
た
。

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
を
実
践

さ
れ
た
達
人
で
し
た
。

　

関
東
越
嶺
会
を
育
て
、
後
輩
を

温
か
く
見
守
り
続
け
て
く
だ
さ
っ

た
古
澤
英
雄
先
輩
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
元
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
四
回　

渡
邉
慶
孝
〉

　

古
澤
英
雄
さ
ん
が
一
〇
四
歳
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺

会
（
高
岡
高
等
商
業
、
富
山
大
学

同
窓
会
の
関
東
支
部
）
で
お
会
い

し
た
の
は
私
が
同
窓
会
に
参
加
し

始
め
た
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二

年
）
頃
で
し
た
。
古
澤
先
輩
は
伝

統
あ
る
高
岡
高
商
十
二
回
卒
で
、

多
大
な
る
ご
指
導
と
激
励
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
豊
富
な
経
験
と
幅

広
い
見
識
が
あ
り
、
総
会
、
新
年

会
で
お
会
い
す
る
都
度
お
話
し
を

伺
い
、
刺
激
を
受
け
、
毎
回
参
加

す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）

に
関
東
越
嶺
会
設
立
八
〇
周
年
記

念
誌
の
発
行
に
際
し
編
集
委
員
会

で
ご
一
緒
し
ま
し
た
が
、
古
澤
さ

ん
よ
り
高
岡
高
商
の
歴
史
、
当
時

の
様
子
を
お
聞
き
し
高
商
の
素
晴

ら
し
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。
古
澤

先
輩
は
昭
和
二
九
年
か
ら
同
窓
会

へ
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
九
〇

周
年
大
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
で
開
催

で
き
ず
残
念
で
し
た
。

　

気
さ
く
で
世
代
を
超
え
て
声
を

か
け
て
も
ら
い
、
新
年
会
の
後
は

銀
座
へ
も
連
れ
て
行
っ
て
頂
い
た

り
、
文
京
区
白
山
の
店
で
夜
遅
く

ま
で
一
緒
に
騒
ぎ
ま
し
た
。
大
変

楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
さ
せ

て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
に
感
謝
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

〈
前
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
八
回　

福
田
哲
郎
〉

　

古
澤
大
先
輩
は
関
東
越
嶺
会
の

名
実
と
も
に
最
高
顧
問
と
し
て
、

長
き
に
わ
た
り
当
会
を
牽
引
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
先
輩
は
高
岡
高
商
十
二
回
生

（
今
か
ら
八
三
年
前
の
昭
和
十
四

年
三
月
卒
）
で
す
。
私
は
高
岡
高

商
の
名
前
は
高
校
時
代
に
知
っ
て

は
い
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
優
秀

な
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
等

の
詳
し
い
こ
と
は
、
富
山
大
学
卒

業
後
ず
っ
と
後
で
認
識
し
た
こ
と

で
す
。
関
東
越
嶺
会
で
多
く
の
高

岡
高
商
の
人
望
あ
る
先
輩
に
お
会

い
し
ま
し
た
が
、
大
先
輩
が
正
に

そ
の
お
一
人
で
す
。

　

大
先
輩
に
は
各
会
合
で
ス
ピ
ー

チ
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
古
い
こ

と
で
な
く
昨
今
や
当
日
の
話
題
を

取
り
上
げ
、
ま
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
、
会
場
内
が
よ
り
明
る
く
な

り
ま
し
た
。
毎
回
こ
の
ス
ピ
ー
チ

を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
会
員
も

多
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

大
先
輩
に
少
し
だ
け
恩
返
し
が

で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
年

一
月
に
高
岡
高
商
十
五
回
生
本
田

健
士
さ
ん
の
遺
品
か
ら
、
当
時
の

卒
業
式
典
資
料
・
高
岡
高
商
や
高

岡
市
街
の
写
真
等
が
数
多
く
見
つ

か
り
ま
し
た
。
（
甥
の
本
田
孝
範

さ
ん
よ
り
ご
提
供
、
本
部
会
報
第

九
二
号
参
照
）
私
は
こ
れ
ら
の
貴

重
な
資
料
を
大
先
輩
に
お
送
り
し

ま
し
た
の
で
、
懐
か
し
く
ご
覧
に

な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

安
倍
樹
大
兄
に
先
立
た
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
河
合
健
夫

　

過
ぎ
去
っ
た
半
世
紀
以
上
の
私

の
交
友
関
係
を
振
り
返
る
と
、
決

ま
っ
て
今
は
亡
き
貴
君
の
温
顔
と

行
動
力
の
確
か
さ
に
思
い
当
た
り

ま
す
。
長
か
っ
た
闘
病
生
活
に
ピ

リ
オ
ド
を
打
ち
、
と
う
と
う
旅
立

た
れ
た
の
で
す
ね
。

　

私
た
ち
は
経
済
学
部
の
高
光
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

　

交
友
を
深
め
た
の
は
、
卒
業
し

て
か
ら
数
年
後
で
、
互
い
に
勤
務

生
活
で
の
希
望
や
不
安
を
語
り
合

っ
た
頃
か
ら
で
し
た
。

　

貴
君
は
印
刷
会
社
の
役
員
に
ま

で
昇
進
さ
れ
、
一
方
で
は
同
窓
生

の
集
う
関
東
越
嶺
会
に
於
い
て
、

そ
の
会
長
ま
で
こ
な
し
て
こ
ら
れ

た
こ
と
は
、
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
頃
に
も
ゼ
ミ
生
の
結
束

は
堅
く
、
家
族
と
も
ど
も
の
交
友

を
図
ろ
う
と
三
年
ご
と
に
北
陸
、

関
東
、
関
西
各
地
の
保
養
地
に
集

っ
て
談
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
で
十
名
全
員
が
家
庭
円
満
、

仕
事
も
順
調
、
み
ん
な
貴
兄
の
リ

ー
ド
が
あ
っ
た
お
か
げ
と
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。

　

あ
な
た
は
、
ま
た
、
故
郷
や
友

人
へ
の
思
慕
の
念
の
ひ
と
き
わ
強

い
人
で
し
た
。

　

一
時
期
、
私
が
仕
事
で
上
京
し

て
い
た
こ
ろ
数
人
の
旧
友
と
訪
ね

て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
今
朝
富
山
湾
で
上
が
っ
た
福

来
魚
を
買
っ
て
き
た
か
ら
と
、
ご

自
身
で
上
手
く
捌
い
て
振
舞
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
貴
君
の
器
用
な
こ

と
と
故
郷
の
味
噌
が
マ
ッ
チ
し
て

み
ん
な
で
舌
鼓
を
打
っ
た
こ
と
も

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ

さ
い
。
私
も
近
い
う
ち
に
貴
君
の

お
そ
ば
に
参
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
か
ら
、
ま
た
楽
し
い
語
り
合

い
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　
　

〈
学
部
七
回

　
　
　

か
わ
い
・
た
け
お
〉

　

関
東
越
嶺
会
会
長
を
平
成
十
二

（
二
〇
〇
〇
）
年
か
ら
六
年
間
務

め
ら
れ
た
安
倍
樹
さ
ん
が
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
同
窓

会
を
牽
引
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

数
年
前
に
脳
梗
塞
を
患
っ
た
と
は

お
聞
き
し
て
い
た
の
で
す
が…

。

　

先
輩
は
会
長
の
前
に
代
表
幹
事

を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
の
平
成

七
年
、
関
東
越
嶺
会
の
会
報
発
行

を
先
頭
に
立
っ
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
が
、
関
東

越
嶺
会
に
関
わ
り
出
し
た
頃
で
し

た
。

　

私
は
卒
業
後
三
年
目
二
五
歳
の

時
（
昭
和
五
四
年
）
に
、
サ
ッ
カ

ー
部
先
輩
の
学
部
二
二
回
松
澤
哲

夫
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
東
京
駅
近
く

の
鉄
鋼
会
館
で
開
催
の
関
東
越
嶺

会
総
会
・
懇
親
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
若
い
方
が
少
な
く
思
え
て
、

そ
れ
以
来
は
長
年
当
会
と
距
離
を

置
い
て
い
ま
し
た
。
平
成
七
年
で

し
た
か
、
平
日
の
あ
る
日
、
会
社

に
安
倍
先
輩
か
ら
「
幹
事
や
っ
て

ほ
し
い
」
と
一
本
釣
り
的
な
電
話

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、

経
済
学
部
創
立
七
〇
周
年
の
寄
付

金
納
入
者
リ
ス
ト
を
ご
覧
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
の
私
は

「
頼
ま
れ
た
、
仕
方
な
い
」
と
思

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
二
七
年

経
過
し
た
今
で
は
、
先
輩
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

先
輩
は
、
東
京
富
山
県
人
会
連

合
会
に
所
属
の
東
京
富
山
市
友
会

や
東
京
神
通
会(

富
山
中
部
高
校)

等
で
も
ご
活
躍
さ
れ
た
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉
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土
屋
民
雄
さ
ん
（
短
大
四
回
）

　
　
　

　

土
屋
先
輩
は
、
大
柄
で
人
当
り

も
よ
く
て
短
大
五
周
年
記
念
行
事

で
も
遺
憾
な
く
そ
の
人
柄
を
発
揮

さ
れ
、
短
大
五
年
制
昇
格
署
名
運

動
（
現
在
の
夜
間
学
部
に
な
り
ま

す
）
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
イ
、
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
運
動
会
な
ど

の
委
員
に
な
ら
れ
て
そ
の
力
を
い

か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

〈
関
東
越
嶺
会
常
任
理
事

　
　

短
大
四
回　

立
田　

征
夫
〉

　

土
屋
先
輩
は
、
本
年
四
月
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺
会
の

会
計
担
当
、
短
大
代
表
の
副
会
長

と
し
て
長
き
に
渡
り
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

先
輩
は
パ
ソ
コ
ン
等
が
あ
ま
り

得
意
で
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
会
合
の
出
欠
最
終
確
認
の

た
め
私
か
ら
電
話
を
す
る
と
、

「
あ
っ
、
ま
だ
メ
ー
ル
見
て
な
い
」、

「
パ
ソ
コ
ン
の
調
子
悪
く
て…

」

等
の
返
事
で
し
た
が
、
結
局
は
い

つ
も
参
加
の
回
答
で
、
会
合
で

様
々
な
意
見
を
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
癌
が
見
つ
か
り
治
療
を
開
始

さ
れ
て
か
ら
も
、
参
加
を
継
続
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
富
山
県
人
会
連
合

会
理
事
を
長
年
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

県
人
会
連
合
会
の
催
し
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
や
県
人
会
連
合
会
の
よ

う
な
「
富
山
つ
な
が
り
」
を
と
て

も
大
事
に
さ
れ
て
い
た
方
で
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
の

　
　
　
実
践
者
、
古
澤
英
雄
先
輩

　

私
が
関
東
越
嶺
会
総
会
に
毎
年

続
け
て
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年

頃
か
ら
で
す
。
当
時
、
会
長
は
木

田
川
和
夫
さ
ん
（
高
商
十
四
回
）

で
、
会
長
の
任
を
二
四
年
間
と
長

く
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
岡
高
商
ご
出
身
で

会
役
員
を
務
め
お
世
話
さ
れ
た
の

は
、
古
澤
英
雄
（
十
二
回
、
昭
和

十
四
年
三
月
卒
）
、
長
谷
重
信

（
十
五
）
、
吉
本
利
彦
（
十
七
）
、

蒲
田
弘
（
十
八
）
、
戸
谷
邦
弘

（
十
九
）
の
諸
先
輩
で
、
皆
様
か

ら
直
接
、
「
同
窓
」
の
意
義
と
大

切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
古
澤
先
輩
は
本
年
九
月

四
日
、
ご
長
寿
の
満
一
〇
四
歳
で

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
一
〇
〇
歳
の

際
も
総
会
や
講
演
会
・
新
年
会
に

出
席
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
毎
回
、
後

輩
の
私
ど
も
を
励
ま
し
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
深
い
の
は
、
毎
年
一

月
開
催
の
講
演
会
の
後
の
先
輩
の

コ
メ
ン
ト
で
し
た
。
講
師
は
役
員

会
で
推
選
し
た
卒
業
生
が
大
半
で
、

毎
回
、
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

先
輩
は
講
演
内
容
の
み
な
ら
ず
、

講
師
の
業
界
や
所
属
先
で
の
活
躍

や
人
と
な
り
に
つ
い
て
も
、
高
い

評
価
と
敬
意
の
言
葉
を
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
講
師
や
演
題

の
周
辺
情
報
に
つ
い
て
、
事
前
の

準
備
を
さ
れ
て
い
た
と
察
し
、
毎

回
、
感
服
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
世
話
人
を
し
て
い
た
頃
の

「
ｅ
ワ
イ
ン
会
」
に
も
度
々
ご
出

席
く
だ
さ
り
、
車
座
で
歓
談
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、

ご
先
祖
が
加
賀
藩
の
勘
定
方(

会

計
担
当)

で
あ
っ
た
内
容
の
古
文

書
が
金
沢
市
の
ご
実
家
で
見
つ
か

っ
た
と
ご
披
露
。
こ
の
時
、
私
は

先
輩
と
ご
先
祖
の
血
の
つ
な
が
り

が
、
高
岡
高
商
で
学
ば
れ
た
由
縁

か
と
合
点
し
た
次
第
で
す
。

　

古
澤
先
輩
は
、
ま
わ
り
の
人
た

ち
に
温
か
く
、
そ
し
て
元
気
づ
け

る
オ
ー
ラ
を
お
持
ち
の
人
で
し
た
。

「
人
を
ほ
め
て
育
て
る
」
を
実
践

さ
れ
た
達
人
で
し
た
。

　

関
東
越
嶺
会
を
育
て
、
後
輩
を

温
か
く
見
守
り
続
け
て
く
だ
さ
っ

た
古
澤
英
雄
先
輩
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
元
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
四
回　

渡
邉
慶
孝
〉

　

古
澤
英
雄
さ
ん
が
一
〇
四
歳
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
関
東
越
嶺

会
（
高
岡
高
等
商
業
、
富
山
大
学

同
窓
会
の
関
東
支
部
）
で
お
会
い

し
た
の
は
私
が
同
窓
会
に
参
加
し

始
め
た
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二

年
）
頃
で
し
た
。
古
澤
先
輩
は
伝

統
あ
る
高
岡
高
商
十
二
回
卒
で
、

多
大
な
る
ご
指
導
と
激
励
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
豊
富
な
経
験
と
幅

広
い
見
識
が
あ
り
、
総
会
、
新
年

会
で
お
会
い
す
る
都
度
お
話
し
を

伺
い
、
刺
激
を
受
け
、
毎
回
参
加

す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）

に
関
東
越
嶺
会
設
立
八
〇
周
年
記

念
誌
の
発
行
に
際
し
編
集
委
員
会

で
ご
一
緒
し
ま
し
た
が
、
古
澤
さ

ん
よ
り
高
岡
高
商
の
歴
史
、
当
時

の
様
子
を
お
聞
き
し
高
商
の
素
晴

ら
し
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。
古
澤

先
輩
は
昭
和
二
九
年
か
ら
同
窓
会

へ
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
九
〇

周
年
大
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
で
開
催

で
き
ず
残
念
で
し
た
。

　

気
さ
く
で
世
代
を
超
え
て
声
を

か
け
て
も
ら
い
、
新
年
会
の
後
は

銀
座
へ
も
連
れ
て
行
っ
て
頂
い
た

り
、
文
京
区
白
山
の
店
で
夜
遅
く

ま
で
一
緒
に
騒
ぎ
ま
し
た
。
大
変

楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
さ
せ

て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
に
感
謝
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

〈
前
関
東
越
嶺
会
会
長　

現
顧
問

　

学
部
十
八
回　

福
田
哲
郎
〉

　

古
澤
大
先
輩
は
関
東
越
嶺
会
の

名
実
と
も
に
最
高
顧
問
と
し
て
、

長
き
に
わ
た
り
当
会
を
牽
引
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
先
輩
は
高
岡
高
商
十
二
回
生

（
今
か
ら
八
三
年
前
の
昭
和
十
四

年
三
月
卒
）
で
す
。
私
は
高
岡
高

商
の
名
前
は
高
校
時
代
に
知
っ
て

は
い
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
優
秀

な
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
等

の
詳
し
い
こ
と
は
、
富
山
大
学
卒

業
後
ず
っ
と
後
で
認
識
し
た
こ
と

で
す
。
関
東
越
嶺
会
で
多
く
の
高

岡
高
商
の
人
望
あ
る
先
輩
に
お
会

い
し
ま
し
た
が
、
大
先
輩
が
正
に

そ
の
お
一
人
で
す
。

　

大
先
輩
に
は
各
会
合
で
ス
ピ
ー

チ
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
古
い
こ

と
で
な
く
昨
今
や
当
日
の
話
題
を

取
り
上
げ
、
ま
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
、
会
場
内
が
よ
り
明
る
く
な

り
ま
し
た
。
毎
回
こ
の
ス
ピ
ー
チ

を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
会
員
も

多
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

大
先
輩
に
少
し
だ
け
恩
返
し
が

で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
年

一
月
に
高
岡
高
商
十
五
回
生
本
田

健
士
さ
ん
の
遺
品
か
ら
、
当
時
の

卒
業
式
典
資
料
・
高
岡
高
商
や
高

岡
市
街
の
写
真
等
が
数
多
く
見
つ

か
り
ま
し
た
。
（
甥
の
本
田
孝
範

さ
ん
よ
り
ご
提
供
、
本
部
会
報
第

九
二
号
参
照
）
私
は
こ
れ
ら
の
貴

重
な
資
料
を
大
先
輩
に
お
送
り
し

ま
し
た
の
で
、
懐
か
し
く
ご
覧
に

な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

安
倍
樹
大
兄
に
先
立
た
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
河
合
健
夫

　

過
ぎ
去
っ
た
半
世
紀
以
上
の
私

の
交
友
関
係
を
振
り
返
る
と
、
決

ま
っ
て
今
は
亡
き
貴
君
の
温
顔
と

行
動
力
の
確
か
さ
に
思
い
当
た
り

ま
す
。
長
か
っ
た
闘
病
生
活
に
ピ

リ
オ
ド
を
打
ち
、
と
う
と
う
旅
立

た
れ
た
の
で
す
ね
。

　

私
た
ち
は
経
済
学
部
の
高
光
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

　

交
友
を
深
め
た
の
は
、
卒
業
し

て
か
ら
数
年
後
で
、
互
い
に
勤
務

生
活
で
の
希
望
や
不
安
を
語
り
合

っ
た
頃
か
ら
で
し
た
。

　

貴
君
は
印
刷
会
社
の
役
員
に
ま

で
昇
進
さ
れ
、
一
方
で
は
同
窓
生

の
集
う
関
東
越
嶺
会
に
於
い
て
、

そ
の
会
長
ま
で
こ
な
し
て
こ
ら
れ

た
こ
と
は
、
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
頃
に
も
ゼ
ミ
生
の
結
束

は
堅
く
、
家
族
と
も
ど
も
の
交
友

を
図
ろ
う
と
三
年
ご
と
に
北
陸
、

関
東
、
関
西
各
地
の
保
養
地
に
集

っ
て
談
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
で
十
名
全
員
が
家
庭
円
満
、

仕
事
も
順
調
、
み
ん
な
貴
兄
の
リ

ー
ド
が
あ
っ
た
お
か
げ
と
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。

　

あ
な
た
は
、
ま
た
、
故
郷
や
友

人
へ
の
思
慕
の
念
の
ひ
と
き
わ
強

い
人
で
し
た
。

　

一
時
期
、
私
が
仕
事
で
上
京
し

て
い
た
こ
ろ
数
人
の
旧
友
と
訪
ね

て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
今
朝
富
山
湾
で
上
が
っ
た
福

来
魚
を
買
っ
て
き
た
か
ら
と
、
ご

自
身
で
上
手
く
捌
い
て
振
舞
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
貴
君
の
器
用
な
こ

と
と
故
郷
の
味
噌
が
マ
ッ
チ
し
て

み
ん
な
で
舌
鼓
を
打
っ
た
こ
と
も

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ

さ
い
。
私
も
近
い
う
ち
に
貴
君
の

お
そ
ば
に
参
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
か
ら
、
ま
た
楽
し
い
語
り
合

い
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　
　

〈
学
部
七
回

　
　
　

か
わ
い
・
た
け
お
〉

　

関
東
越
嶺
会
会
長
を
平
成
十
二

（
二
〇
〇
〇
）
年
か
ら
六
年
間
務

め
ら
れ
た
安
倍
樹
さ
ん
が
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
同
窓

会
を
牽
引
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

数
年
前
に
脳
梗
塞
を
患
っ
た
と
は

お
聞
き
し
て
い
た
の
で
す
が…

。

　

先
輩
は
会
長
の
前
に
代
表
幹
事

を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
の
平
成

七
年
、
関
東
越
嶺
会
の
会
報
発
行

を
先
頭
に
立
っ
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
が
、
関
東

越
嶺
会
に
関
わ
り
出
し
た
頃
で
し

た
。

　

私
は
卒
業
後
三
年
目
二
五
歳
の

時
（
昭
和
五
四
年
）
に
、
サ
ッ
カ

ー
部
先
輩
の
学
部
二
二
回
松
澤
哲

夫
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
東
京
駅
近
く

の
鉄
鋼
会
館
で
開
催
の
関
東
越
嶺

会
総
会
・
懇
親
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
若
い
方
が
少
な
く
思
え
て
、

そ
れ
以
来
は
長
年
当
会
と
距
離
を

置
い
て
い
ま
し
た
。
平
成
七
年
で

し
た
か
、
平
日
の
あ
る
日
、
会
社

に
安
倍
先
輩
か
ら
「
幹
事
や
っ
て

ほ
し
い
」
と
一
本
釣
り
的
な
電
話

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、

経
済
学
部
創
立
七
〇
周
年
の
寄
付

金
納
入
者
リ
ス
ト
を
ご
覧
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
の
私
は

「
頼
ま
れ
た
、
仕
方
な
い
」
と
思

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
二
七
年

経
過
し
た
今
で
は
、
先
輩
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

先
輩
は
、
東
京
富
山
県
人
会
連

合
会
に
所
属
の
東
京
富
山
市
友
会

や
東
京
神
通
会(

富
山
中
部
高
校)

等
で
も
ご
活
躍
さ
れ
た
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

〈
関
東
越
嶺
会
会
長

　

学
部
二
五
回　

飯
塚　

修
〉

◀
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